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　日の射ささない暗がりにうずくまり、男は追想に耽ふけっていた。




　……走る、走る、走る。

　迫せまりくる足音。風を切る刃やいばの閃ひらめき。

「こんな状況でなければ、我わが騎き士し団だんの精強なること、誇ほこりに思えるのだがな」

　嚙かみ合う刃の向こうから負け惜おしみが聞こえる。

　そう、彼に勝ち目はないはずだった。思いのほか手て強ごわかったのは確かだが、私に勝てる腕うでではなかったのだ。だからこそ、情けをかけた。

「剣を収められてはどうです、殿でん下か。アレイオス陛へい下かは国王たるに相応ふさわしくない。それは殿下もおわかりのはず。さればこそ、密ひそかに備えられていたのでしょうに。我われ々われが手を組めば、パルテニアは真の強さを備えた国家となる」

「世よ迷まい言ごとだな」

「果たしてそうですか？　……剣を引いてください、殿下。無用の争あらそいというものです」

　機会は与えた。だが彼は和解を拒こばみ、剣で答えたのだ。

　結果、なぜか敗北したのは我々だった。

　積み上げた実績も、着実に進めてきた計画も、その目指すところたる理想も、すべて崩くずれ落ちて……




　……走る、走る、さらに遠くへ。

　己おのれのほか数人の荒い息いき遣づかい。追おつ手ての怒ど声せいと足音が微かすかになり、遠のいていく。

「ここまで来れば、もう安心ですね」

「どうやら、奴らも諦あきらめたようだな」

「……どちらに、向かうべきでしょうか」

　切れ切れの息の下から、愚おろか者ものが訊きく。どちらに？　どこへ行こうというのだ、どこにも行き場などありはしない。我々の大志はこの都でこそ果たされるべきもの。

「戻る!?　無む謀ぼうです、おやめください！　少なくともしばらくは」

　臆おく病びような負け犬、かの人の高こう潔けつな志を無にしようという愚か者。

　──邪じや魔まだ。




　男は一人、剣を抱いて時を待つ。

（決してこのまま朽くち果てるものか。必ずや報むくいを受けさせてやる）

　……ピタン……ピタ、ペタ……

　冷ややかな足音が、男の足元に這はい寄っていく。

（ああ、腹が減った）

　ペタン……ぴちゃり。

　小さな目が、闇やみの中できらりと光った。
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　爽さわやかに高く澄すんだ青空の下、王おう都とパルテノスの養よう護ご院いんではちょっとした催もよおし物が開かれていた。

　庭に設しつらえられた簡易舞台の上で、まだあどけなさを残す少年が、はりぼての剣を振るって魔ま物ものを斬きり伏せる。魔物役の子供が精一杯おかしな声を上げて転がると、観客から失しつ笑しようがこぼれた。

　だが少年はその反応にも動じることなく、誇ほこらしさと緊きん張ちようで頰ほおを紅こう潮ちようさせたまま舞台中央へ進み出ると、古風な台詞せりふを朗ろう々ろうとそらんじた。

「これより我われら、かの竜りゆう侯こうに従いてゆかん！　大空を翔かける翼つばさが、我らに希望をもたらすであろう！」

　宣言の余よ韻いんに、幼おさない声が和音の波となって重なった。少年が高々と剣を掲かかげると、歌声も最高潮に達する。

　すべてが終わるのを待ちきれず、誰だれかが手を叩たたいた。途と端たんに、どっと万ばん雷らいの拍手と喝かつ采さいが起こる。

　無事に大役をやり遂とげた少年は安あん堵どのあまり笑み崩くずれ、合唱をつとめた子供達も、端は役やくや裏方で舞台袖そでに引っ込んでいた子も、皆がぱあっと輝かがやくような笑顔になった。

　と、そこで、舞台の手前に黒くろ髪かみの娘が現れた。自みずからも拍手を送りながら中央まで進み出ると、美しく艶あでやかな笑顔で観客に向かって優ゆう雅がに一礼する。それが合あい図ずとなり、子供達も揃そろって姿勢を正すと、

「ありがとうございました!!」

　ひとつ巣にひしめく雛ひな鳥どりのように礼を叫さけんで、いっせいに頭を下げた。

　喝采がさらに大きくなる。鳴り止やまない拍手の雨を浴あびて、子供達は夢見心地ごこちに陶とう然ぜんとしていた。

　──そうして、雛の群れがぴよぴよふわふわ退場すると、あとは大人おとなの時間である。

「皆様、惜おしみない拍手をありがとうございます！　この日のために練習を重ねてきた子供達には、何よりの褒ほう美びとなるでしょう」

　舞台前に残った娘が笑顔で声を張り上げる。

「あの子達がこれからも健やかに育ち、今日の舞台で皆様を楽しませたように、いずれこのパルテノスを舞台として大きく羽ばたき、皆様のお役に立てるように！　どうか、さきほどの拍手に劣おとらぬ温かいご支援をお願いいたします！」

　娘が頭を下げると、ふたたび拍手が起こった。木箱を抱かかえて待っていた数人が、観客の中へ分け入ってゆく。次々と手が伸び、落とされる貨か幣へいがチャリンチャランと心地よい音を奏かなでた。

　祭りが終わって最後の客がいなくなる頃には、太陽もかなり西へ傾いていた。黄金こがね色を帯びた陽ひ射ざしに落ち葉の匂においが加わって、少し焦こがした糖とう蜜みつのようだ。

「はぁー、やっと終わったあぁ」

　口こう上じようを述べた娘──ニアナは、盛大なため息をついて舞台の端はしに腰を下ろした。その横に、弟分のエオンが並んで座る。二人はしばらく前からこの院で働いており、まだ十代なこともあって、子供達からは姉や兄として慕したわれていた。

「お疲れさん。なんとか無事に終わって良かったな！」

「まったくだわ、一時はどうなるかと思ったわよねー」

「姉ちゃんだったらできるとは思ってたけど、やっぱ、さすがだよな」

　エオンがそばかすの散る顔に、懐なつっこい笑みを広げた。癖くせのある金きん髪ぱつとあいまって、院の子供とほとんど変わらないような、幼い印象になる。ニアナは相あい変かわらずの弟の額ひたいを軽く弾はじいてやった。

「お世せ辞じ言っても、何も出ないわよ」

「なんだ、持ち上げて損そんした。ケチ」

　他た愛あいなくじゃれる二人に、寄付金を集めていた男がいたわりのこもった笑顔を向けた。まだ中年に差しかかったばかりだが、養護院の院長セラノスだ。

「ありがとう、ニアナ、エオン。君達のおかげで助かったよ」

「本当に、ニアナちゃんが来てくれて良かったわぁ」

　舞台の袖幕に使ったシーツを外はずしていた女も、朗ほがらかに礼を言う。薄うすっぺらなお世辞ではない、真情のこもった声だった。こちらは院長の妻である。

　ニアナは恥はずかしそうに首を竦すくめ、よっ、と気合を入れて立ち上がった。緊張の切れた心身は今すぐ倒れ込んで眠りたがっているが、まだ片付けが残っているのだ。

「成功を祝うのは、お金を数えてからにしましょうよ。なんだかんだで、結構いろいろ物入りだったでしょ？」

「それはそうだが、これで市民の関心がこの院にもっと向けられたら、寄付も継続的に集まるだろうから、今回の金額自体については、どうこうと判断できるものじゃないよ。それに何より、子供達のあの顔がね！」

「脇わき役やくになってふてくされてた子も、最後はちゃんと助け合ってたものねぇ。主役だけがすべてじゃない、皆でひとつの舞台を作り上げたんだ、ってことは、とてもいい経験になったと思うわ」

　院長夫婦が嬉うれしそうに語る。子供達のためという心に偽いつわりはないだろうが、笑みの深さには募金箱の重さも多分に影響しているだろう。

　養護院はそもそも市の中央神しん殿でんの付属施設であり、神殿参さん拝ぱい者の寄き進しんから、毎月ある程度の額を与えられている。しかしそれだけでは、運営していくのがぎりぎりやっとだ。神殿の役割は儀式祭礼だけに留とどまらず多た岐きにわたるため、一施設に潤じゆん沢たくな資金は回ってこない。もし養護院に直接の寄付が集まるようになれば、随ずい分ぶんと楽になる。

「正直、初めて提案を聞いた時には、何を言い出すんだ、って呆あきれたがねぇ」

　院長が苦笑しながら、すべての硬貨を集めた木箱を覗のぞき込んだ。

「こうして目に見える結果を手にすると、ぐうの音ねも出んよ。ここだけの話、君がエディクス殿でん下かのご好意に付け込んで、やりたい放題しようってんじゃないか、って、陰口を叩く者もいたから……」

　総額いくらぐらいだろう、これで新しい布ふ団とんを買えるかな、などと妄もう想そうを膨ふくらませていたせいで、彼は新たな客人の接近に気付かなかった。

「それは残念なことですね」

　予想外の声が応じたもので、院長は「ひゃっ!?」と奇声を上げて竦んだ。慌あわてて振り返ると、噂うわさの王おう弟ていエディクスその人がいるではないか。

「あっ、でででっ、殿下！　失礼しまっし、したっ！」

「いえ、こちらこそ驚おどろかせてしまいまして。舞台は大成功ですね。おめでとうございます、セラノス院長」

　エディクスは柔らかく温かな声こわ音ねで、悪意の欠片かけらもなく祝辞を述べた。次いで舞台にいる姉きよう弟だいの方へ顔を向け、はにかんだ笑みを浮かべる。

「ニアナ殿も、おめでとうございます。素す晴ばらしい舞台でした」

「うわあ、大袈裟に褒められると照れちゃうから、やめてください」

　ニアナは軽く笑ってごまかし、肩かたを竦めた。

「でも、あの子達が聞いたら喜びます。あれでも一生懸命、練習した成果ですから」

「お世辞ではありませんよ。四つや五つの幼い子もいるのに、皆に言うことを聞かせて、きちんとしたお芝しば居いを演じさせるなんて、いくらあなた自身が優れた役者であっても難しかったでしょう」

　大おお真ま面じ目めにそんなことを言って、エディクスは純真な称しよう賛さんのまなざしを注そそいでくれる。ニアナは渋じゆう面めんになりかけたのをどうにか堪こらえ、鈍どん感かん愚ぐ直ちよくな態度を貫つらぬいた。

「そうでもありませんよ。まず私が芝居を始めて、皆を巻き込んでしまえば楽でしたから。年長の子もよく頑張ってくれましたし。殿下の後押しをいただいていながら、ぶざまな失敗は晒さらせませんから、それだけは本当に胃が痛くなる思いでしたけどね」

　あはは、と屈託なさげに笑いつつ内心では、

（だからそんなふうに、人目も憚はばからず『ご好意』だだ漏もれにするのは、やーめーてー!!）
















　……と、悲ひ鳴めいを上げて身をよじる。

　実際のところ、ニアナにとってエディクスの好意は、どう扱えば良いやら途方に暮れる代しろ物ものだった。

　むろん好意そのものは嬉しい。昔の自分の演技に感激したと言ってくれたのも、役者冥みよう利りに尽きることだ。

　加えて正直に言うなら、王族の好意には利用価値がある──浅ましいようだが、それは事実だ。資金集めと広報活動を兼かねた演劇祭、という催しを発案したのはニアナだが、エディクスの人脈を通じた集客ができなければ、これほどの成果は得られなかった。

（ご本人は、利用されてるなんて感じてもいないみたいだけど）

　むしろ自発的に協力しているつもりだろう。そしてこの善良な殿下は、恩を売って愛を買おうという下心など、微み塵じんも見せないのだ。いっそ打算が見え隠かくれしていたら、ニアナとしても遠えん慮りよなくどんどん利用させてもらうのだが、これでは逆にいたたまれない。

　そんな彼女の居心地悪さを、エディクスはまるで察してくれなかった。今日も今日とて上じよう機き嫌げんに、こうして会話ができるだけでも嬉しいとばかりにこにこしている。

（あーもう、駄だ目め。この純真さ、あたしにはきつすぎるわ）

　耐えきれずに天を仰あおぎ、ため息ひとつ。それからニアナは頭を振って、鈍感娘の仮面をかぶり直した。

「そういえば、もしかして殿下、今日はずっと舞台をご覧になっていたんですか？　お疲れじゃありません？」

「いいえ、残念ながら途中からしか観みられなかったんです。お土産みやげを用意していたもので……っと、あれ？」

　彼はそこまで言ってやっと、自分が手ぶらだと気付いたようだった。慌ててきょろきょろし、何かを探す。と、そこへ、

「しっかりしなよ、エディ。ほら、これだろ」

　呆れ声が、手て提さげ籠かごと共に割り込んできた。エディクスはほっとして籠を受け取り、ニアナも口元をほころばせる。

「ティリウス殿下、お久しぶりです」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをしたニアナに対し、王の末弟は不機嫌そうな顔をしただけで、答えなかった。だがニアナは怯ひるまず、優しい笑みを浮かべたまま馬ば鹿か丁てい寧ねいに続けた。

「本日はわざわざお運びくださり、ありがとうございました。心より御礼申し上げます。拙い舞台でお目汚しを……」

「やめろ」

　苛いら立だちを隠しもせず、ティリウスは口上を遮さえぎった。そして、笑いを堪えているニアナを見て、苦々しく唸うなる。

「子供扱いするなと、何回言わせるんだ。厭いや味みがわからないと思うのか？　エディが優しいからって、調子に乗るなよ。俺はおまえのこと、許してないんだからな」

「ティル！　まだそんなことを……。あの件でニアナさんを責せめるのは筋違いだと、何回も話し合っただろう？」

　エディクスが小声でたしなめる。だがティリウスは横目で兄を一いち瞥べつし、処置なしと言いたげに深いため息をついた。その内心を察し、ニアナは同情のまなざしを向けた。

　ティリウスが許していないのは、ニアナが王宮の皆を騙だました件ではない。そうではなくて、エディクスが彼女にのぼせていることだ。恐らく、ニアナがそれを少しばかり利用していることにも勘かんづき、怒っているのだろう。

　しかし当のエディクスはまったく取り違えている。

　ティリウスはげんなりし、ニアナの視線に気付くとさらに渋面になった。兄の手から、最前渡したばかりの籠を奪うばい返し、

「そら」

　つっけんどんこの上ない態度でニアナに押しつけた。

「ティル！」

「叫ばないでよ、エディ。とにかく渡せばいいんだろ」

　ああもう、とティリウスは空いた方の手を振る。ニアナは勢いで籠を受け取った後、礼を言って中身を覗いた。布ふ巾きんで覆おおわれているが、甘く芳こうばしい香りがあふれている。めくってみると案の定、無花果いちじくの焼き菓が子しだった。

「ありがとうございます、殿下。子供達が喜びます──というか、大人も」

　笑いながら一言付け足したのは、香りにつられてエオンや院長までふらふら吸い寄せられてきたからだ。

　院長の妻も小走りにやってきたが、こちらは菓子が目当てというより、夫がそのまま食いつかないように引き戻すのが目的のようだった。

「まあまあ、エディクス殿下、ティリウス殿下、もったいのうございます。せっかくですから、お持たせで失礼ですけれども、お茶を用意いたしますから召し上がってゆかれませんか」

　妻の言葉で院長も立場と役目を思い出したらしく、慌ててしゃきっと背筋を伸ばして、二人の王弟殿下に向き合った。

「ああそうでした、こんなところで立ち話など……どうぞ、中へ」

「ありがとうございます」

　エディクスは笑って礼を言ったが、残念そうに首を振った。

「ですが今日はこの後、会議があるので、すぐに帰らなくてはなりません。これは皆さんで召し上がってください。また日を改めて伺うかがいます」

　小さく頭を下げて詫わびる。態度はあくまでも丁寧で、王族が臣民に対するものではなく、一人の若者が年長者に対するものだ。にもかかわらず彼の纏まとう雰ふん囲い気きは、静かな力強さを持っているようだった。

（あの一件で、殿下も急に成長したみたい。なんだか変な感じ）

　ニアナはつくづくとエディクスを眺ながめ、そんなことを思った。

　ふにゃふにゃ軟なん弱じやくな、世間知らずのお坊ちゃん。それが第一印象だったのに、今ではそんな弱さはすっかり薄れている。相変わらず優しいし、控ひかえめで温和で、もじもじ照れるところもそのままではあるのだが。

　ついじっと見つめていたせいで、振り向いたエディクスとまともに視線がぶつかった。途端にエディクスは赤面し、ぱっと目をそらしてそわそわする。

　察した院長夫婦が白しら々じらしくエオンを促うながして屋内に引っ込み、ティリウスは厳しい目つきでニアナを牽けん制せいしてから、くるりと踵きびすを返して十歩ばかり離れた。

　残されたニアナは、それじゃあたしも、と立ち去るわけにもゆかず、きょとんとしたまま立ち尽くすはめに陥おちいった。

（うわやだ、何これ。ちょっと皆、妙な気を利きかせないでよ！　戻ってきてー！　ティル殿下、いいから兄上様を引きずってでも王宮に連れ帰って!!）

　心の叫びは、しかし届かなかったようだ。ティリウスはこちらに背を向けたまま、苛々と爪つま先さきをトントン鳴らしている。

　エディクスは少しためらってから、「あの」といきなり口を開いた。慌ててニアナは正面の殿下に視線を戻し、なんですか、と素そ知しらぬふりで小首を傾げる。エディクスは恥ずかしそうに微笑ほほえみながら、遠慮がちに言った。

「ニアナさん、……あなたが、ここにいてくれて本当に良かった。セラノス院長も、よくあなたのことを褒めていますよ」

「そんな、大したことはしてないと思うんですけど。恐きよう縮しゆくです」

「あなた自身は、大したことではないと感じられるのでしょうね。ですが、誇張でも社交辞令でもなく、本当に……私は、あなたが、……得え難がたい方だと信じています。才能や技能だけのことではなくて、その、お人柄も」

　褒められた当人よりも、褒めている方がどんどん真まっ赤かになっていく。段々とうつむいて、袖口を捻る手がせわしなくなって。

　ニアナがなんとも答えられずに黙だまっていると、エディクスはふっとひとつ息をつき、袖をいじるのをやめた。そして、意を決したように顔を上げ、正面からニアナを見つめて告げた。

「どこにも、行かないでください」

「…………」

「あっ──つまり、その、ずっとここに……いえあの、この町で、いっ……い、」

　一いつ緒しよにいて欲しい。

　口に出されなかった言葉が、ニアナの胸にひらりと舞った。




（普通そこは、『やっぱり一緒に来て欲しい』とか続くべきところでしょ!?）




　自分の叫びが脳のう裏りによみがえると同時に、ごく自然に、なんの抵抗もなく、それが自身の望みだったと納なつ得とくしてしまう。目の前に当の相手がいないからこその素直さで。

　ニアナは、ごめんなさい、と心の中でエディクスに両手を合わせた。同時に、表面上はまるきり何も気付いていないように笑って見せる。

「もちろん、ここにいますよ！　今さらよそに行く当てもありませんし、何より、こんな素す敵てきな仕事に就つかせてもらえたんですから。チビっ子達がちゃんと大きくなるまで見届けたいですし、私にできることがある限りは、投げ出したりしません。ご安心ください、殿下」

「あ、ええ……そう、ですか。……良かった、それを聞いて安心しました」

　肝かん心じんの一言を伝え損そこなって、エディクスは傍はた目めにもはっきりわかるほどがっかりした。が、すぐに気を取り直し、良かった良かった、と繰り返す。自分の失敗を取り繕つくろうためというより、ニアナに気き遣づかわせまいとしているような態度だった。

「あの、そ、それでは、今日はこれで……。また今度、ゆっくりお話ししましょう。その、皆さんと、一緒に」

　たどたどしく言いながら、エディクスは赤い顔で逃げるように帰って行く。

　ティリウスもそれを追って少し歩いたが、エディクスが振り返りもしないで一いち目もく散さんに王宮へ向かっているのを確認すると、用心深くニアナのところまで戻ってきた。

　少年の厳しい顔を見て、ニアナは罪悪感のまじる微苦笑を返し、頭を下げた。

「申し訳ありません。エディクス殿下には……」

「あれで諦あきらめるエディじゃない」

「えっ」

　ぼそりと告げられた予想外の言葉に、ニアナはぽかんと聞き返す。ティリウスは苦々しい顔で続けた。

「おまえは知らないだろうが、エディはああ見えてしぶといんだ。昔からそうだった。俺がどんなに怒っても拒絶しても否定しても、絶対に諦めないんだ。一日中どころか、何日でも何ヶ月でも、しつこく話し合おうとするんだぞ」

　どうやら、過去の兄弟喧げん嘩かの連敗記録でも思い出したらしい。ニアナはうっかり失笑し、次いで、笑い事じゃなかった、と思い直してひきつった。

「はっきりお断りすべきでしょうか」

　あたしが一緒にいたいのは、別の人なんです──と。

　正直、なんであんなのを、と思うのだ。会いたく思っていると自覚したばかりなのに、いざ次に会ったら、殴なぐって追い返すような気さえする。

　どう考えても、エディクスを選ぶ方が得に決まっている。

　どこがそんなに気に入ったのかわからないが、こんな自分を好いてくれている。それどころか、崇あがめているとさえ言えそうなほどだ。正直で、反応がわかりやすくて、善良で優しくて、金持ちで。

（ここで振ったら絶対後こう悔かいするわよねぇ。ああ目に浮かぶわ、歳としとって皺しわくちゃになったあたしが、ひとりぼっちで『昔は王子様に求婚されたこともあったのに』とかぼやいてる姿が！　ぎゃあぁ！）

　なのに、それなのに、なぜか。どうしても、違うのだ。

　己おのれの度し難さにため息をつく。我知らずうなだれたニアナに、ティリウスはそっぽを向いて鼻を鳴らした。

「ちゃんと聞いてたか？　言っただろう、どんなに拒絶しても、って」

「……えっ」

「俺はまだ、許すつもりはない。けど、エディがどうしてもと言ったら、それを止められないのもわかっている。だから──もし、おまえがエディを嫌きらいじゃないのなら、大目に見てやってもいい」

「…………」

　随分と偉そうに許すの許さないのと言ってくれるが、そもそも王弟殿下が誰かと結婚したいとなったら、それについて可否を決められるのは、国王だとか、あるいは議会なのではなかろうか。

　それとも彼が言っているのは、一家族として容認するかしないか、という心情的な問題なのだろうか。おまえを姉と呼んでやらないこともない、とか？

　ニアナが困こん惑わくして黙り込んでいると、ティリウスはそれをどう取ったのか、改めて彼女に向き直った。

「身分や立場が違うというのなら、そんなもの気にするな。どうせパルテニウス一門だって、元をたどれば大した家系じゃない。でっち上げの王女だの竜侯だのがあれだけ威い力りよくを示す、その程度の血筋だ。とやかく言う奴はもちろんいるだろうが、そいつらはどうせ誰がなんでも文句を言うんだ」

　彼は軽けい蔑べつの口く調ちようで言い捨てたが、語尾に屈くつ辱じよくが滲にじむのは隠せていなかった。庶しよ子しの生まれを『とやかく』言われてきたためだろう。

「殿下……励ましてくださるのは嬉しいんですが」

「励ましてない！　なんだその、『小さい子が無理するな』と言わんばかりの目は！　俺はただ、エディが嫌いじゃないならさっさと観念しろと言ってるんだ」

「嫌いではありませんよ、もちろん。好ましい方だと思いますし、色々良くしていただいて本当に恩義を感じています。そうですね、ティル殿下と同じぐらいに好きですけど」

　悪いた戯ずら心ごころを出して、ニアナは余計な一言を添える。途端にティリウスは真っ赤になり、

「ふざけるな！　……っ、もういい!!」

　怒ど鳴なって足を踏ふみ鳴らすと、ほとんど走るような勢いで、ずかずか大おお股またに歩み去ってしまった。あらら、とニアナはそれを見送り、一人小さく舌したを出す。多感な年頃の男の子を、からかうものではなかった。エオンに知られたら、だから姉ちゃんはひどいってんだ、と非難されるだろう。

「あーあ……」

　はふ、とため息。両手に抱えた籠から立ち上る香気も、あまり気分を明るくしてくれなかった。

　細い絹雲がたなびく空を仰ぎ、光を顔に受けながら目を瞑つむる。

（今、どうしてる？　あの時、あたしの方が『一緒に行きたい』って言うべきだったのかな。あなたは、あたしがそばにいなくても平気なの？）

　ねえ、ネイシス。

　呼びかけても返事はない。胸の奥に宿る光が仄ほのかに温かくなったような気がした、それだけだった。




　翌日のこと。ニアナはエオンと二人、庭で引き続き舞台の後片付けをしていたが、不意に予感がして手を止めた。

　──光だ。

　いつもは注意しないと気付かないほど小さく微かすかな光が、震ふるえるようにきらめいている。目に見えるわけではないのだが、確かにそうだと感じられるのだ。

（まさか）

　持っていた釘くぎ抜ぬきを放り出し、直感の命じるまま振り返る。そこへ、建物の中から少女が一人、駆け出してきた。

「ニアナー！　おきゃくさーん！」

　興奮気味に両手を振り回し、大声で呼ぶ。

　ニアナは「はぁい！」と叫び、その声よりも速いかという勢いで走りだした。少女もつられたのか、その場でぴょんぴょん跳はねる。

「応接間だよー！　すっごいキラキラの……」

　皆まで聞かず、ニアナは少女の横を駆け抜けた。扉とびらを突き破らんばかりにして飛び込むと、一いつ旦たん足を止め、落ち着け、と自分の胸に手を当てた。

　普段から、廊ろう下かを走るな、騒さわぐな、と子供達を叱りつけている立場なのだから、その自分が全力疾しつ走そうなどしてはならない。

　ましてや、あからさまに勢い込んで会いに行けば、あのキラキラ頭の青年がまた何を言い出すことやら。考えただけで暴れだしたくなる。

（昨日きのうのこと、伝わったの？　あたしの声が聞こえた？　それとも）

　偶然かもしれない。

　そう思いついた途端、頭が冷えた。いかにも、あの小こ憎にくらしい堅かた物ぶつ青年のことだから、例によって落ち着き払った態度で「近くに用事があったから、ついでに様子を見に来た」だとか、淡たん々たんと『事実』を告げてくれるというのも、おおいにあり得る。

（っていうか、時々様子を見に来るとか言っといて、もうすっかり秋だってのよ！　まさか竜の感覚で『時々』って、二、三年に一度だとか言わないでしょうね？　そんなに放置されたら、あたしだって思い切って殿下の奥さんにおさまっちゃうわよ、それでも……いいのか、そうか、ああそうだったわね、君の話だろうとか言ってあたしが一緒に行こうが行くまいが気にもしないって態度だったものねコンチクショウ!!）

　無性に腹が立ってきた。

　何か投げつけるものを用意してから行くべきだろう。さっきの釘抜きをそのまま持って来れば良かったかしら、などと物騒なことを考える。

　廊下の岐き路ろで自分の部屋に寄って枕まくらを取って来ようかと真剣に迷い、そうだ、と思い出して手を打った。

　応接室にはクッションがあるではないか。ふかふか上等の品ではなく、形ばかりの安物なので、当たったらそれなりに痛いだろう。確か客用の長なが椅い子すだけでなく、扉の近くにある腰掛にも、ふたつほど置いてあったはず。

（よし、入ったらすぐ右手、引っ摑つかんで投げつけてやる）

　自分の動きを予習しながら、足早に応接室を目指す。

　戸口をくぐると、ニアナは真っ先に右側へ足を向け──かけて、棒立ちになった。

　息を飲み、予想外の来客を前にして絶句する。

（何これ!?）

　誰だ、という疑問にさえならない。

　そこにいたのは、取り次ぎの少女が叫んだ通りの〝すっごいキラキラ〟な存在だった。しかもネイシスの比ではない。

　柔らかな光を帯びて緩く波打つ長い髪は、金銀を熔とかし合わせたかのよう。体を覆うのは、白くふわふわした雲に似た、布地とは思えない何かでつくられた服。そこから覗く手足も、こちらを振り向いてにっこり笑った顔も、うっすらと優しい光を帯びている。

　もし人間だとしたら、ニアナと同年代らしき若い娘なのだが、とてもそうとは思えなかった。

（まさか）

　相手の正体を悟さとったニアナは、立ち竦んだまま膝ひざが抜け、かくんとその場にくずおれる。と、客人は黄金の目をしばたたき、ことんと首を傾げた。

「あら？」

　彼女は両手を口の前で合わせてちょっと考え、ニアナの前にひょいとしゃがんだ。

「ここに座るの？　ごめんなさい、よく知らなくて」

　尋ねる口調は、実にまったく素朴そのものだ。ニアナは慌てて首を振った。

「ち、違っ、い、ます！　あの、そちらの……椅子に」

「こっち？」

「はいっ！」

　声が裏返りかけ、ニアナは咳せき払ばらいして体面を取り繕った。力の入らない膝をなんとか従わせ、ぎこちなく客人の向かいに座る。本当は互いに立って挨あい拶さつをしてから着席するものだが、とてもそれだけの間、足がもちそうになかった。

　ふう、とニアナが息をつくと、向かいで客人が微笑んだ。

「なんだか驚かせてしまったみたいね。本当にごめんなさい。人を訪ねる時は取り次ぎを頼む、ってことは覚えたけれど、いろいろ場所によって違うし、決まり事がややこしくて。それに前の時は忙しくて、この姿も見せていなかったし……あ、いけない、そうだったわ。先に挨拶をしなくちゃね？」

　子供が許可を求めるような口調で言い、彼女は小首を傾げるようにして会え釈しやくした。

「こんにちは、フェリニアナさん。ディアネイシスの母、ディアエルファレナです」

　自己紹介してから、きゃっ、と恥ずかしそうに両手を頰に当てる。ニアナはぽかんとなって、目の前で一人はしゃいでいる客人を見つめた。

「……あの、つまり……天竜、様……ですよね？」

　思わず疑惑の声で尋ねる。すると彼女は目を丸くしてから、何が楽しいのか、うふふと笑った。

「そうよ。でも、レーナって呼んで？　だってあなたも、人間様、なんて呼ばれることはないでしょう？」

「それは、そうですけど」

　ニアナは困惑したまま、目を伏ふせてもぐもぐ答える。いつもは止まることなく回る舌も、勝手が違ってさっぱりだ。この親にしてあのネイシス、とつくづく納得する。どんな態度で相あい対たいすれば良いのか、身に纏うべき衣装が見つからない。

　途方に暮れながら、彼女は曖あい昧まいな口調で問うた。

「ええっと、それで、今日はどうしてこちらに？」

　途端にレーナは、ぱあっと眩まぶしいほどの笑顔になって一言。

「あなたに会いたかったから」

　純じゆん真しん無む垢くな笑みで真正面から直球の好意をぶつけられ、ニアナは思わずのけぞった。

　眩暈めまいがする。ネイシスがいきなり好きだと言った時も、すっ飛ばしすぎじゃないかと思ったものだが、本家はそれどころではなかったわけだ。

（竜って……竜って、一体なんなの!?　どうして天竜様が、あたしに会いたいとか言うわけ？　だってあの時ちょっと顔を合わせただけで、まともに話もしなかったし、あたしに会いに来る理由なんて）

　ニアナがぐるぐる考えているのをよそに、レーナが話を続けた。

「本当はネイシスが会いたいって言ったのだけど、あの子は今ちょっと、遠くにいるから。私と違って、天界を通って来ることもできないし」

「──！」

　どきりとして居い住ずまいを正し、ニアナは食い入るようにレーナを見つめた。

　そういえば、彼はいつでも両親と心で会話ができるのだった。彼が何か言こと伝づてを託たくしたのだろうか？

　その時、ニアナの胸に宿る光が強まった。思わず気分的に身構えたところで、光の波にともなって覚えのある気配が伝わってきた。

　息を吸い込むだけの間に、次々と記憶がよみがえり、想おもいの花を開かせてゆく。

　初めて牢ろうでキラキラ光る髪を見て感じた不思議さ。

　路ろ地じ裏うらでやりすごそうとして回り込まれ、いきなり声をかけられた時の驚き。

　芝居が通じず会話が食い違うことへの戸惑いと苛立ち、いつの間にかそれを面おも白しろがっていた記憶。

（う……わ、うわわわ、ちょっと、見ないでよ！）

　記憶の渦うずの向こうに感じられた存在に向かって、ニアナは慌てて反発した。だがそれすらも絡からめ取るように、光はどんどん広がって心身を満たしてゆく。

（眩しい）

　反射的にぎゅっと目を瞑ったが、内からの光を遮ることはできなかった。

　白い輝きと共に、そこにいないはずの人物が間近に感じられ、

〈ニアナ〉

　名前を呼ぶ声が確かに聞こえた──直後、

「っだあぁぁ！　卑ひ怯きよう者もの、あっち行けー!!」

　渾こん身しんの気合を込めて、ニアナは叫びを上げていた。

　光が弾け、跳ね返されて、くるくる回転しながらどこかへ消えていく。

　ニアナが肩で息をしながら目を開くと、レーナは驚きにきょとんとしていた。

「……あら？　ニアナさんは、ネイシスが嫌い？」

　心底不思議そうに、そんな質問をしてくれる。ニアナは奥歯をぎりっと嚙かんで、倒れ込みたくなったのを堪えた。

「嫌いとかなんとかって話じゃありません！　勝手に人の心に入ってくるなって言ってるんです！」

「でも、〝つながり〟は大事にしてくれていたわ。それを強めて、ネイシスの声があなたにもちゃんと届くようにしたかったのだけれど……いけなかった？」

　レーナはちょっぴり悲しげに眉まゆを下げ、小首を傾げてじっとこちらを見つめてくる。ニアナはたじろぎ、耐えられずに顔を背そむけた。

（うう、仔こ犬いぬみたいに見つめないで！　って、いやいや、ほだされちゃ駄目よあたし、ネイシスだけでも充分なのに、この人にまでいいように振り回されたら身がもたないって）

　抱えた頭の上から、追い討ちのように言葉が降ってくる。

「あなたが寂しそうだったから、ネイシスが心配していたわ。それで私、代わりに会いに来たのだけど」

「ご厚こう情じよういたみいります大丈夫ですなんともありません！」

　あたしは甘ったれた子供じゃない！　寂さびしがってなんかいない、断じてない！

　ニアナは内心の叫びを隠すように大声で礼を言った。が、どうやら相手には筒つつ抜ぬけだったようだ。短い間の後、レーナはくすくす笑いだした。

「あなたって、本当にいろんな色がくるくる入れ替わって、とっても面白いのね。見入ってしまいそう。ネイシスが好きになったのもわかるわ」

「やめてください！」

　ぎゃあ、とニアナは真っ赤になって頭を抱える。

　ああもう、この親子は！　臆おく面めんとか体てい裁さいとかいろいろ大事なものを、どこに落っことしてきたのだ拾って来い！

　そもそもニアナが彼女の言う『いろんな色』を纏っているとしたら、それは今までの人生で身につけた処しよ世せい術じゆつだ。無遠慮にそれらをかき分けて奥まで踏み込むのは、並の人間にはできないことだし、すべきでもないこと。

（それをあの先生様は、ちょっと自分が半竜だからって、ええいムカつく！）

　心の中でクッションと枕をありったけぶつけ、キラキラ光る気配を完全に埋うめてやる。やっと少し憤ふん懣まんが晴れると、ニアナはゆっくりひとつ深呼吸してから、顔を上げてレーナに向き直った。

「そんなに心配なら自分で会いに来い、って伝えといてください。あたしはこんな……竜のやり方を押しつけられるのは、ごめんです。こうして仕事にありついて、普通にまっとうに暮らしていくってだけで、手一杯なんです。あなたの目にどんなふうに見えているのか知りませんけど、あたしは結局……特別な人間じゃありませんから」

　急に苦くなった最後の一言と共に、視線が落ちた。

　そう、芝居の中でならいくらでも他人になれる。王女でも竜侯でも、どんな特別な存在にも。だが幕が下りたら、残るのは自分自身だけなのだ。竜と共に飛んで行けるような、世界を舞台に活躍し叙じよ事じ詩しの題材になるような、そんな人間ではない。

　それを思い出させたのが他ならぬネイシスだったのは、なんとも皮肉な話だ。

　知らずうつむいたニアナの胸中で、ふたたび温かな光が灯ともった。

「それでも」

　向かいから穏おだやかな声をかけられ、ニアナは上目遣いにちらりと様子を見る。優しい笑みがそれに応こたえた。

「あの子がこんなに人間に興味を持ったのは、初めてなの。だから、あなたのそばにいさせてあげて？　直じかに会うことがあまりできなくても、あなたと一緒にいることを、拒こばまないであげて欲しいの。あの子は私と同じ天竜だけれど、人間でもあって、人の世で生きていくしかないから」

「…………」

　ニアナは首を縦と横のどちらに振ることもできず、曖昧な表情でただ沈ちん黙もくした。

　彼女の目に映るネイシスはいつでも自信ありげに見えたが、彼も内心は人と竜の狭はざ間まにあって揺ゆれ動き、生き方を模も索さくしているのだろう。

　人が人として生きて行くだけでも、迷いや挫ざ折せつや、予想外の困難はつきものだというのに、彼の場合はいかほどだろうか。

　などと、ついニアナがしんみりしていると、不意にレーナが小さく笑って言った。

「うふふ、なんだか私、お母さんしてるわね！　嬉しい！」

「──はぇ？」

　いきなりのことに、聞き返す声も半端になる。だが彼女の当惑にはお構いなく、レーナは上機嫌に続けた。

「ネイシスがうんと小さい頃は、いっぱい世話をして、とっても楽しかったけど。大きくなってからはあんまり『お母さん』する機会がなくて、寂しかったの。こんなふうに、あの子に好きな人ができて、あの子のことを一緒に話せるなんて、すごく嬉しいわ」

「そ、そうですか」

　たじろいだニアナの前で、レーナは誰かにささやかれでもしたかのように、目をしばたたいて小さく首を竦めた。

「あんまり長話しちゃ駄目だって、怒られちゃったわ。そろそろお暇いとまするわね」

　誰に怒られたのかは、訊きくまでもない。余計な昔話を暴ばく露ろされたくない『あの子』だろう。笑って立ち上がったレーナと一緒に、ニアナも席を立つ。

「残念です。昔の話とか、いろいろ聞かせていただきたかったんですけど」

「ナナイスに来てくれたら、フィンも一緒にいっぱいお話しするわ。だから今度、お休みを貰もらって遊びに来てね」

「そうですね、機会があれば是ぜ非ひ」

　ニアナは笑顔で社交辞令を返した。簡単に言ってくれるが、竜の翼を持たない一般人にとって、ナナイスはあまりに遠い北の最果てだ。パルテノスから歩いて行くなら、女の足だと六日はかかるだろう。ただそれでも、誘ってもらえたのは嬉しかった。

　レーナは彼女のそんな内心を見て取ったらしく、やや困ったような表情で首を傾げた。そして、誰と何を相談したのか、うん、と一人小さくうなずいて笑顔になる。

「それじゃあ、また会いましょうね」

「はい、また」

　微妙に疑問符のついた返事をして、ニアナもお辞儀をしようとする。その時にはもう、レーナを包み込んで黄金色の光が瞬き、渦を巻いて──

「……消えちゃった」

　ぽかん、とつぶやくニアナの前には、空っぽの椅子だけが残されていた。

「姉ちゃん、お客さんって……あれ？　何か飲み物でも出そうかと思ったんだけど」

　ちょうどそこへ、エオンが様子を見に来て目をぱちくりさせる。いつの間に帰ったのか、姿も見なかったぞ、と訝いぶかっているのだろう。

　ニアナは本当のところを教えて、なぜ天竜なんてものと知り合いなんだ、と根掘り葉掘り訊かれたくなかったので、そこには触れずに返事をした。

「ありがと。せっかくだけど、一足違いで帰っちゃったわ」

　どっちにしろ、竜は飲み食いしないらしいけどね。

　心の中でだけそう言い足し、肩を竦める。まだなんとなく不ふ審しんげな顔をしているエオンから目をそらし、ニアナは窓の方を見やった。

　明るい陽光が差し込む中に、天竜が残した余韻なのか、ちらちらと小さなきらめきが舞っていた。
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　野外劇の頃にはまだ熱を感じさせた陽ひ射ざしもすっかり弱まり、気の早い紅こう葉ようがはらはらと散り始める。季節はうつろうも、子供達は相あい変かわらずの平常運転だった。

「知らないって言ってるだろ！」

「じゃあなんでないのよ！　返してよ！」

「おまえがなくしたんだろ！」

「ちがうもん、ちゃんと置いたもん！」

　顔を真まっ赤かにして、六歳ほどの男女の子供が睨にらみ合う。レトとフォルサだ。この二人に限らず、お気に入りの玩具おもちやを巡る争いは日にち常じよう茶さ飯はん事じなので、ニアナもすっかりあしらいに慣れてしまった。

「はいはい、今度は何がなくなったの？」

「あたしのお人形！　レトが取った！」

　すかさずフォルサが半べそで訴うつたえる。取ってない、と言い返すレトをひとまず置いて、ニアナはフォルサの前にしゃがんだ。

「ちゃんと探した？　どこかで迷子になってない？」

「ぜったい、いつもの場所に置いたもん！」

　フォルサは言い張り、じろっと喧けん嘩か相手を睨む。ニアナもそちらに向き直った。

「レトは見なかった？　フォルサのお人形さん」

「見てない」

　膨ふくれっ面つらでぴしゃりと叩たたきつけるように否定し、レトはぷいっとそっぽを向く。しかしその口の端はしが、何か言い訳したくてたまらないようにひくついているのを、ニアナは見み逃のがさなかった。

「そっかぁ。困ったねえ」

　うーん、と素そ知しらぬふりで首を傾かしげ、ふたたびフォルサに向かい合う。

「ぺたぺたお化けが、連れてっちゃったかなぁ」

「……ぺたぺた？」

「うん。あたしが小さい頃に住んでた村ではね、時々、ぺたぺたさんが物を持って行っちゃうの。しまい忘れたおもちゃとか、借りたまま返し忘れちゃった道具とか。そういうのを見つけて、夜中にぺたぺた……って近寄ってくるの」

「うそだぁ」

　横から生なま意い気きな口を挟んだレトに、ニアナは真顔で応じた。

「本当、本当。あたしも見たことあるもの。近所の子に借りた櫛くしを返し忘れちゃって、明日でいいか、って思って枕まくら元もとに置いて寝たんだけど、夜中に、ズルッ……ズルッ……ぺたぺた……って音がして、目が覚めたのよね。なんだろうって見たら、白くて細い足がいっぱいある、ぐにゃぐにゃした生き物が、櫛にへばりついてたの」

「──っ！」

　フォルサがびくっと竦すくみ、レトも顔をこわばらせる。ニアナはいたって大おお真ま面じ目めにうなずいた。

「びっくりしたわよぉ。そいつが細長い足で櫛をこう巻まき込んで、持って行きそうになったから、慌あわてて取り返そうとしたんだけど、あたしの手にもぺちゃって吸いついてね。手の皮をむしられそうになったわ。冷たくて濡ぬれてて、気持ち悪かったわよぉ」

「あたしのお人形ー！」

　フォルサが泣き出してしまったので、ニアナは苦笑しながら軽く抱きしめ、背中をさすってあやしてやった。

「大丈夫、大丈夫。夜中にならなきゃ、ぺたぺたさんは来ないから。それまでに、もう一度探してみましょ。ね？」

　こくこくとフォルサがうなずき、ニアナに促うながされて棚たなの奥や机の下、思いつく限りの場所を探し始める。

「お外も見てみようか」

　ニアナも一いつ緒しよに探すふりでさりげなく誘ゆう導どうし、フォルサと距離を空けた。案あんの定じよう、じきにレトがむすっとした顔で寄ってきて、ずいと人形を突き出した。

　だがニアナはすぐには受け取らず、黙だまってじっと待つ。レトは苛いら立だったように、人形をニアナに押しつけた。

「取ってない。こわれてたから、あとでなおそうと思った」

　怒った口く調ちようで言い訳するレトの手から、ニアナはそっと人形を引き取った。頭がぐらぐらになっている。

「ああ、前からちょっと危なくなってたものね。大丈夫、レトのせいじゃないわよ」

「おれじゃないよ」

　一瞬声を詰つまらせてから、レトは急いで強きよう弁べんする。ニアナは小さく笑ってささやいた。

「ぺたぺたお化けに取られなくて、良かったわね。もし黙ってずっと隠かくしていたら、ぺたぺたお化けが持って行こうとして、どうやっても直せないぐらいバラバラになっちゃうところだったわよ」

「そんなの、いないだろ。ニアナのうそつき」

　レトは怯ひるみながらも、果か敢かんに小こ癪しやくな反撃をくれる。ニアナはにんまりと意地の悪い笑顔になった。

「そうね、この辺りにはいないかもね」

「ほらやっぱり！」

「あら、いないとは言ってないわよ。あたしが小さい頃に住んでたのは、海辺の村だったもの。だからぺたぺたお化けもしょっちゅう出たわ。この辺りは海がないから出ないかも、っていうだけ」

「…………」

「ああでも、水があったら出てくるかしら？」

「本当はいないくせに！」

　裏返った声を上げて、レトはだっと走り去る。ニアナはおやおやとそれを見送り、人形の無事を確かめると、持ち主ぬしに返してやろうと立ち上がった。そこへ、

「ぺたぺたお化け、健在だなぁ。子供を怖がらせて、本当に姉ちゃんはひでえや」

　呆あきれつつも面おも白しろがる声がかかる。ニアナは振り返って、失しつ敬けいな発言の主を睨んだ。

「うるさいわね、あんたが言うこときかない悪ガキだったからでしょ。うんと怖い話でもしなきゃ、ちっとも大人おとなしくしなかったんだから」

　肩かたを小突かれたエオンは、大おお袈げ裟さに顔をしかめて「いてぇ」と抗こう議ぎする。弟分として長らくニアナのご指し導どうご鞭べん撻たつを賜たまわったはずだが、そのわりにちっとも学習していないらしく、余計な一言を付け足した。

「俺だってニアナが『優しいお姉様』だったら良い子にしてたよ。お上品でお淑しとやかなのは芝しば居いやってる間だけ……あだっ！」

　ビシッと額ひたいを弾はじかれ、エオンは慌てて数歩下がる。手の届かない所から「暴力女ー、年下いじめはんたーい」などと小声で抗議するさまは随ずい分ぶんと情けない。

　ニアナは懲こりない弟を無視して、人形の頭の具合を確かめた。頭と胴体を縫ぬいつけた糸が切れて緩ゆるんでいるだけで、破けたりちぎれたりしてはいない。

「良かった。このぐらいなら、簡単に直せそうね……フォルサ！　お人形さん、見付けたわよ！」

　わぁい、とすぐに歓かん喜きの声が返るものと期待して呼んだのだが、応いらえがなかった。

　あれ、とニアナは目をしばたたき、きょろきょろする。エオンも表情を改めて、庭を隅すみ々ずみまで見渡した。

　先日の舞台も解体されてがらんとした広場に、人影はない。

「フォルサ？　フォルサー！」

　自給用の芋いも畑ばたけ、つましい花か壇だん、無花果いちじくや李すももの木。その陰に見慣れた小さな背中がないかと、二人は目を凝こらす。

「どこ行っちゃったのかしら。エオン、あんたは中に戻ってないか見て来て。いなかったら、もういっぺん庭を隅々まで捜さがしてちょうだい。あたしは念のために、少しその辺を見てくるわ」

「了解！」

　エオンはうなずくとすぐに、建物の中へ走っていく。ニアナはもう一度庭を見渡してから、小さな通用門へ向かった。簡単な閂かんぬきがかけてあり、外はずされた様子はない。

「外には出てないはずだけど……」

　子供達には普段から、大人の付き添いなしで外に出るな、ときつく言い聞かせてある。この閂も、簡単に外せるし、外から手を回してかけ直すことができるから、通ったことをごまかす細さい工くは可能だが、そこまでして脱だつ走そうする子供はいない。

　何しろ町には危険がいっぱいなのだ。

　通りを行く大人達は忙しくて周りに目もくれないし、荷馬車がひっきりなしに往来する。小さな子供が頼りない足で歩いていたら、小突かれて転んだり、悪くすれば馬車に轢ひかれて大おお怪け我がをしかねない。

　薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらには野の良ら犬いぬがいて縄なわ張ばりを守っているし、うっかり貧しい地区に迷い込んだら、攫さらわれて近隣の農場に売り飛ばされることもある。身寄りのない子供を守る力は、今この社会では限りなく小さいのだ。

「フォルサ！　どこ行ったの？　帰っておいで！」

　お人形見付かったわよ、と声を張り上げながら、ニアナは通りに出る。通りかかった数人がちらっと振り向いたが、すぐに関係ないと見て自分の用事に戻っていく。左右を見渡しても、子供の影はない。

　胸むな騒さわぎをおぼえつつ、ニアナは小走りに辺りを捜し回った。




　結局フォルサを見付けられず、ニアナは息を切らせて養よう護ご院いんに駆かけ戻った。

　わずかな期待を抱いだいていたのだが、青ざめたエオンに迎むかえられ、やはり院にもいないのだと知らされる。

「どうしよう、あたしがお人形さんを探そうって言ったから」

　ニアナが声を震ふるわせると、セラノス院長がすかさず「そうじゃない」と否定し、力づけるように彼女の腕うでを摑つかんだ。

「どんなに注意していても、子供は狭いところや見えないところへ隠れてしまうものだよ。今、誰だれのせいか、なんて言っても仕方がない。とにかく、もう一度皆で手分けして捜そう。院の中は他の職員に頼んで、物置から押入れまでひっくり返すように言ってある。私達は外を捜そう。そう遠くに行ってはいないはずだが」

「フォルサいないの？」

　舌した足たらずの声が、不安げに割り込む。ニアナと院長が振り向くと、レトが顔をこわばらせて立っていた。

「おれが人形、かくしたから……ぺたぺたお化けに、連れて行かれちゃった？」

　唇くちびるをわななかせ、目に涙をいっぱい溜めている。慌ててニアナはレトを抱きしめた。

「違う違う、大丈夫だから！　ぺたぺたお化けじゃないから！」

「でも、でも……っ」

　実はよほど怖かったのだろう。レトは半泣きで震えている。ニアナは小さな頭を何度も撫なでてやりながら、ごめんね、と謝った。

「脅おどかして悪かったわ、本当にごめんね。大丈夫、ぺたぺたさんは子供を攫ったりしないから。あのね、レト、ぺたぺたさんって、実はとっても小さいの」

　謝りつつも、あれは噓うそでした、とは言わない。そんなことをしたら、以後の言葉に信しん憑ぴよう性がなくなり、大丈夫と安心させられなくなってしまう。

「……？」

　涙をぽろぽろこぼしながら、レトは縋すがるようにニアナの目を見つめる。ニアナは苦笑し、手のひらを軽く広げて見せた。

「このぐらい。だから、フォルサを連れて行くなんて無理なのよ」

「本当？　本当に、このぐらい？」

　レトも小さな手をいっぱいに広げ、ニアナの手に合わせる。うん、とニアナはしっかりうなずいた。

　ようやくレトが落ち着いたので、ニアナは他の職員に後を任せて、エオンや院長と一緒に外へ出た。不安に胸が締めつけられる。

「フォルサはお人形を探してたんだから、院のまわりをうろうろしているぐらいだと思ったんだけど……何か別のものに気を取られたのかしら」

　ニアナは強しいて冷静さを取り戻すために、そんな推測を口にする。院長が歩きだしながら言った。

「とりあえず、隣の神しん殿でんに行って、見かけた人がいないか訊きいてみよう。通りすがりの人がフォルサを迷子だと思って、連れて行っているかもしれないし」

「そうですね」

　楽観的な望みに同意し、ニアナも後について行く。胸の奥で光が瞬またたくのが感じられ、無意識に手を当てた。

　この不安や焦しよう燥そうが、恐らくネイシスに伝わってしまっているのだろう。なんとなく、相手に心配されているのがわかる。

（平気よ、大丈夫だから。あたしはなんともない）

　まさかとは思うが、こんなことでまたあの天てん竜りゆう様がいきなり訪ねてきたりしたら困る。

　ニアナはゆっくり深く呼吸して、自分と相手の両方をなだめようとした。

　思えばいつでも、ネイシスはこちらの不安に敏びん感かんだった。会話が嚙かみ合わなくてしょっちゅう頓とん珍ちん漢かんな受け答えをするくせに、怖くなったり泣きたくなったりした時にはいつも、黙って待ってくれたり、さりげなく頭を撫でたりしてくれた。

（本当に、馬ば鹿かみたいに優しいんだから）

　宿屋で悪夢を見た夜、明かりを灯ともしてくれたことを思い出す。下へ手たをすれば騒ぎ立てられたり、正体を詮せん索さくされたかもしれないのに、彼はニアナのために力を使ったのだ。

　それ以後は毎晩、ニアナの枕元に小さく微かすかな明かりが灯されていた。何度か夜中にふと目が覚めた時、暗くら闇やみに心細くなるよりも早く、温かく柔らかなそれに気付いてまた眠りに落ちた。いちいち礼を言うのも恥はずかしかったから黙っていたが、なんとなく、彼は察していたのではないかと思う。

　人の抱く強い思いが目に見えるという彼にとって、つながりを持つニアナが不安に怯おびえているのは、まさに『見るに堪たえない』ことなのかもしれない。

　そこまで考えて、ニアナは己おのれが気弱になりかけていると自覚し、強いて怒りを搔かき立てて荒っぽくため息をついた。

（ああもう、面めん倒どうくさい！　うっかり気を抜くこともできないじゃないの）

　離れていても想おもいが伝わるというのは、芝居の中の恋人達が、愛の深さ強さを表すためによく使う台詞せりふだ。他た人にん事ごとなら甘ったるい幻想を抱けるものだが、実際になってみるとこんなに厄やつ介かいだとは思わなかった。

　現に身近にいて、共に事態の解決に動いてくれるのならともかく、遠く離れたところから心配だけされても、強がる以外どうしようもないではないか。

（竜ならそれでもいいのかも知れないけど、あたしは普通の人間だもの。……余計なこと考えてる場合じゃないのよ）

　物思いに耽ふけっていたニアナは、頭かぶりを振って周囲に注意を戻した。

　早くフォルサを見付けなければ。迷子になったか怪我をしたのか、きっと心細い思いをしているだろう。

　ニアナ達が神殿の表に回ったところで、道みち端ばたに屋台を出している男が呼び止めた。

「あ、ちょっと、お嬢じようさん！　そこの黒くろ髪かみの別べつ嬪ぴんさんだよ、さっき迷子捜してたろ？」

「見かけたんですか!?」

　返事もそこそこに、ニアナは屋台に飛びつくようにして訊く。院長とエオンも駆けつけた。三人の剣幕に屋台の主あるじはたじろぎつつも、一本の細い道を指して言った。

「別嬪さんがいっぺん戻ってった後で、ちっこい女の子があっちに入ってったよ。一応、フォルサ……だっけ？　名前はちょっと呼んでみたんだけどな。聞こえなかったみたいで、そのまんま」

「ありがとう！」

　ニアナは礼もそこそこに走り出す。

「おい、何か買ってくれよ！」

「ごめん、また今度！」

　不満の声を背中に受けながら、教わった路地に向かう。そのまま勢いで数歩駆け込んだところで、ニアナは我われに返って足を止めた。

「ニアナ！　良かった、さすがに用心は忘れなかったな」

「院長先生……フォルサは本当にここに入っていったんでしょうか」

　追いついた院長を振り返り、ニアナは眉まゆをひそめた。

　広場から伸びる数多くの通りの中でも、そこはかなり細くて薄暗い道だった。

　舗ほ装そうもされておらず、雨あま垂だれや轍わだちででこぼこし、ゴミが両りよう脇わきに小さな畝うねを成している。ぽつぽつと並ぶ店も営業しているのかいないのか、何を商っているのかはっきりせず、明らかに寂さびれた空気が漂ただよい、悪臭と共に不ふ穏おんな気配が満ちていた。

　いくら子供であっても、なんの危険も感じないはずがない。ニアナの横でエオンが不安げに周囲を見回した。

「返事しなかったっていうし、人違い……だといいんだけどな」

「だがもしフォルサなら、深入りしないうちに連れ戻さないと大変なことになる。二人とも、離れるんじゃないぞ」

　院長が咳せき払ばらいし、勇を鼓こして前に立つ。ニアナとエオンは身を寄せあって後に続いた。旅芸人として生きてきたから、治安の悪い場所にも慣れてはいるが、だからこそ、その危険も身に染みている。

　三人はあまり大きすぎない声で、遠えん慮りよがちに時々フォルサの名を呼びながら、路地を奥へと進んでいった。

　王おう都とパルテノスは歴史が浅く、決して大都会ではないが、それでも、富める者がいる一方で貧しい者も多く住んでいる。

　開拓期に成功を摑つかみ損そこねた一族。町が繁はん栄えいしてからおこぼれ目当てに移住したものの、あぶれた一家。近隣の農場から、仕事のつらさに耐えかね逃げてきて、路上で生活している者もいる。

　ニアナ達とて、王都全体で言えば貧びん乏ぼうな層に属するのだが、しかし、今ここにいる人々とは歴然たる差があった。

　もう引き返すべきではないのか。

　口には出さないものの三人がそう感じ、誰からともなく足を止めた、ちょうどその時だった。

「おや、あんた達！　ちょっと待って」

　呼び止める声がして、三人は揃そろってびくっと身を竦めた。大袈裟に身構えて振り返った彼らの前にいたのは、麻あさの買い物袋を提さげた小柄な老女が一人きり。何をそんなにびくついているのかと、老女の方こそ驚おどろいたような顔をしていた。

　誰だっけ、確か見覚えが──とニアナは記憶を探さぐり、あっと気付いて大急ぎでよそ行きの見えない衣ころもを纏まとった。

「お久しぶりです！　またお会いできるなんて、奇き遇ぐうですね」

　いきなり善良そのものの声を出したニアナに、院長とエオンが面食らって絶句する。ゆで卵を丸まる吞のみしたような顔をしている二人が余計なことを言い出さないうちに、ニアナは老女の前に進み出て挨あい拶さつした。

「ああやっぱり、買い物を手伝ってくれた娘さんだね。あの時はありがとうねぇ」

　老女はにこにこしながら、重い荷物を持ってくれた親切な行きずりの娘の手を取り、改めて礼を言う。ニアナは気恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

「お礼なんて。こちらこそ、リンゴをありがとうございました」

「いいんだよ、あのぐらい。もしかして、そっちにいるのが弟さんかい？」

　老女は顔を皺しわくちゃにして笑いながら首を振り、ニアナの肩越しにエオンを見やって言った。名前も知らない娘の、しかも歩きながら一度聞いただけの身の上話を覚えているとは、年齢のわりに記憶力優秀のようだ。

　ニアナは驚きと緊きん張ちようを隠して「はい」と短く答えた。表面上は完かん璧ぺきに、いかにも喜びで胸がつかえたかのように目を潤うるませて。

　そんなニアナと、身の置き所がなさそうなエオンとを見比べて、老女はうんうんと何度もうなずいた。

「そうかい、会えたのかい。良かったねえ。ちょいと坊や、あんまり姉さんに心配かけるんじゃないよ！　こんな優しい姉さん、大事にしなきゃ罰ばちが当たるよ」

　さすがにエオンもここで迂う闊かつなことは言えず、困こん惑わく顔で「あっ、ハイ」などと中途半端な返事をする。老女は呆れて首を振り、ニアナに向き直ると、いたわりをこめて腕を軽く叩いた。

「だからあたしが言ったろ、あんたみたいにいい子は、ちゃんと神様が見てくださってるんだ、って」

「本当に、おっしゃる通りになりました」

　ニアナは敬けい虔けんな感謝の笑みで応じてから、ふと不安げな顔を見せた。

「あの……今日は、どうしてこんなところに？　もしかして、何かお困りなら……」

　曖あい昧まいに問いかけたニアナに、老女は怪け訝げんそうに瞬まばたきし、それから理由を察して愉ゆ快かいげな笑い声を立てた。

「ああ、違う違う。大丈夫、心配しないどくれ。あたしの家はこの近くなんだよ。確かにあんまりお上品な界かい隈わいじゃないし、うちも貧乏長屋だけどさ。怪あやしい筋の連中とは係かかり合いになっちゃいないよ」

「あ、ごめんなさい」

「気にしなさんな、無理ないさね。実際には、もう三十年がた住んでるけど、危ない目に遭あったこともないし、慣れたら案外気楽なとこだよ。良かったら今度、遊びにおいで。今は何か大事な用があるんだろう？　三人して、まるで戦いくさに行くみたいに怖い顔して歩いてるもんだから、何事かと思ったよ」

　からからと笑われて、ニアナのみならず院長とエオンも赤面する。

　まるで魔ま物ものの巣すに踏み込むような気分でいたが、考えてみればこの辺りにも、普通に住み暮らしている人々がいるのだ。

　ニアナは恥ずかしそうに小さく頭を下げてから、真顔になって切り出した。

「実は、養護院の子供が一人、迷子になっているんです。六歳の女の子で、名前はフォルサ。それらしい子がこの路地に入って行ったと聞いて、さっきから捜しているんですけど、見付からなくて」

「おやおや。あんたは毎回、誰かを捜してるねぇ。あたしはあっちの方から来たんだけど、子供は見なかったよ」

　老女は路地の奥を指して言った。その指が示すずっと先まで、分ぶん岐きらしい分岐はない。奥の方にいなかったのなら、道とも言えないような狭い横道に入っていったのかもしれないが、そうであれば見付け出すのはもう無理だ。

　目に見えて落らく胆たんした三人に対し、老女は気の毒どくそうに言った。

「見間違いか、人違いだったんじゃないかい。住んでる子じゃなきゃ、こんなところまでのこのこ入って来たりはしないと思うよ。一応、あたしの方でも知り合いに声かけて、捜してみるけど」

「ありがとうございます、お願いします」

　ニアナが言い、三人は揃って深く頭を下げる。老女は「いいってば」とくすぐったそうに苦笑した。

「困ったときはお互い様っていうじゃないか。それよりあんた達も、あんまり長いことうろうろしない方がいいよ。さっきは、危ない目に遭ったことはない、って言ったけど、最近ちょっとおかしな雰ふん囲い気きだからね」

「おかしい……ですか？」

　ニアナは不安げに繰り返し、改めて辺りを見回す。どこかの家から誰かが様子を窺うかがっていたのか、さっと戸を閉める音がした。

　老女はそちらを睨んで鼻を鳴らし、ニアナに向かって肩を竦める。

「まぁ、こそこそしてるのがいるのは、昔っからだけどね。そうじゃなくて、ほら、ちょっと前に王様が亡くなって、騎き士し団だんがごたごたしてたろ。あのせいだよ」

　ささやくように言われて、ニアナはぎくりとする。老女はそれに気付かないまま、しかつめらしく続けた。

「どういう理屈なんだかよくわからないけど、騎士団の見回りが少なくなったとか、取り締まりが緩くなったとかでね……。面倒な連中が活気づいちまってるのか、どうもここしばらくで、何人か姿が見えなくなってるみたいなんだよ。日暮れ時にお化けが出る、なんて子供が噂うわさしてたりね。他にも、野良犬が人の腕をくわえてた、なんて物ぶつ騒そうなこと言うのもいるし」

　渋しぶい顔でぼやいてから、老女はニアナの顔色を見て取り、慌てて言い繕つくろった。

「ああごめんよ、怖がらせるつもりじゃなかったんだけど。ただの噂だからさ、あんたのところの女の子はきっと大丈夫だよ。今頃もう、けろっとした顔で帰ってるんじゃないかね。一度戻っておやりよ」

「……そう、ですね」

　若じやつ干かんひきつりながらニアナは同意し、連れを振り返る。反対意見はなく、三人は老女に礼を言うと、逃げるように来た道を戻って行った。




　広場に出るなり、エオンが大きく息をついた。明らかに安あん堵どした様子で緊張を解とくと、早速いつもの口調に戻って言う。

「勘かん弁べんしてくれよニアナ、俺の知らない善良なお姉様のふりするんなら、前もって教えといてくれなきゃ。あの婆ばあちゃんには随分、親切にしたみたいだけど、俺にもその優しさをちょっと分けてくれないかなぁ」

「愛の鞭むちならいくらでもくれてやるわよ」

「なんだよドケチ。飴あめもくれなきゃ、鞭だけじゃ駄だ目めなんだぞ。だいたい姉ちゃんは外そと面づらがいいから、本当は暴力女なんだとか俺が文句言っても、誰も信じてくれないんだ。嫌いやになるよなぁ」

「それはあんたの言動に説得力がないってことなんじゃないの？」

「うわ、ひでえ。噓つきが世に憚はばかって、正直者が損をするってことか。あんまりだ。そのうち神しん罰ばつが下っても知らないからな」

　ぶつくさぼやくエオンの背中を、院長が苦笑しつつ軽く叩く。

「そんなことを言えるのも、一緒にいられるからこそだろう。それより、ニアナ。さっきあの人が言っていた、騎士団の件だが」

「あたしも詳しくは知らないんです」

　ニアナは首を振って、無意識に王宮を見やった。

　文化委員の助手としての仕事が終わって以来、すっかり疎そ遠えんになった。

　演劇祭の打ち合わせに行ったり、エディクスが養護院を訪ねてくれたりと多少の行き来はあるが、王宮の内情や政治に関する話題は、お互い口にしなかった。それが暗あん黙もくの了解だったのだ。もう芝居は終わった、庶しよ民みんのニアナが立ち入れるのは当たり障さわりのないところまでだ、というしるし。

　だが傍はた目めには親密に見えるようで、院長は不思議そうに尋たずねてくれた。

「エディクス殿でん下かから伺うかがっていないのかね？」

「特には……。あんまり立ち入ったことを聞く雰囲気じゃありませんから。ただ、騎士団をふたつに分けるとかいう話は、ちらっと聞きました。なんでもかんでも騎士団に任せていたせいで、騎士団長に好き勝手させることになっちゃったから、って。でも、町の警けい備びをしなくなるとか、そんな話じゃなかったと思うんですけど」

　そもそも、馬鹿がつくほどお人ひと好よしのエディクスである。市民の暮らしや子供達の安全をおろそかにするはずがない。

　院長も難しそうに唸うなり、広場を見渡してため息をついた。

「エオン、院に戻ってフォルサが帰ってないか確かめてくれるかい。私は神殿に行って、迷子の登録をしておくよ。もう保護されていたらいいんだが」

　伝統的に、迷子や、何かしら困っている者は、町や村の広場に面した中央神殿に行くものである。本来的には神殿は祭さい祀しの場なのだが、長い歴史の間に、互助と福祉の役割を担になうようになったのだ。

　特に現在のように、都市や地方ごとに統治形態がまちまちになっていて、治安維持の担い手の質もばらばらである時、人は昔から変わらぬ神殿に信頼を寄せる。

　院長もまさに縋るまなざしで神殿を見やってから、ニアナに向き直った。

「ニアナ、すまないが君は、騎士団詰つめ所しよに行ってさっきの話を伝えて、本当に町の警備を緩めているのか確認してきてくれないか」

「あたしが……ですか？　院長先生の方が、肩書きとか押し出しとか、いいと思いますけど。あたしが行って、相手をしてもらえるでしょうか」

　懸け念ねん顔がおになったニアナに、院長はちょっと頭を搔いた。

「うん、まあ確かに、普通なら私が行くべきなんだろうがね。だが君の方が王宮の関係者には顔が利きくだろう？　それに、私がお化けを怖がっても笑われるだけだが、若い娘さんが怯えているとなったら、彼らも少しは真面目に聞いてくれるだろう」

　言葉の後半は、冗じよう談だんまじりのおどけた声だ。ニアナは苦笑した。

「どうでしょうか。あたしが噓つきなのはもう、王宮には知れ渡ってると思いますけど。特に騎士の皆さんは騙だまされていたことを恥はじだと思ってるみたいで、今でも時々なんだか恨うらみがましい目を向けられますし」

「それだけに、軽々しくすぐにばれる噓をつくとは思われないのじゃないかね。ともかく頼むよ。騎士団が守ってくれないのであれば、我々も子供達の安全により一いつ層そうの注意を払わなければ」

　院長が真顔になり、ニアナも表情を引き締めてうなずいた。

　そう、子供達の安全を守るのが自分の役目だ。恐らく不愉快な思いをするだろうからと、ぐずぐず言い訳を並べていられる立場でも状況でもない。

「わかりました。行って来ます」

　気合を入れて請うけ合うと、ニアナは足早に王宮へ向かった。
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　騎き士し団だん詰つめ所しよの扉とびらをくぐったニアナを迎むかえたのは、複雑な雰ふん囲い気きだった。

　この疫やく病びよう神がみ、と叩たたき出されることはなかったが、さりとて、ようこそ、と歓迎されるでもない。

　詰所で待機していた騎士は五人いたが、無言で顔を見合わせて、おまえが行けよ、とばかり視線で押しつけ合っている。痺しびれを切らせたニアナがこほんと咳せき払ばらいすると、やっと一人の騎士が進み出て一礼した。

「これはこれは王女殿でん下か、このようなむさ苦しい場所へ何用でございますかな」

　慇いん懃ぎんな皮肉に対し、ニアナは顔をしかめて見せた。

「まったく潤うるおいのない部屋だこと。花の一輪でも飾ったら良いでしょうに、これでは訪れた市し井せいの人々が気き後おくれするばかりではありませんか」

　呆あきれたように小さく鼻を鳴らし、つんと顎あごを上げる。先に仕掛けた騎士の方が返す言葉に詰つまり、別の騎士が失笑と共に口を挟む。

「なにぶん無ぶ骨こつ者ものばかりでございますゆえ、ご容よう赦しやを。というか、全然気き後おくれしてない奴が言っても説得力がないぞ」

「まあ、何をおっしゃいますの、か弱く憐あわれな小鳥が、助けを求めて震ふるえながら戸をつついておりますのに、一ひと滴しずくの情けもかけていただけませんの？」

　途と端たんにニアナは儚はかなげな風ふ情ぜいをつくり、目を潤うるませて騎士に迫せまる。騎士がたじろいで後ずさり、どっと笑いが起きた。

　場の空気がほぐれたところで、ニアナはいつもの顔に戻って切り出した。

「皆さんをからかって遊ぶために来たわけじゃないんですよ。真ま面じ目めな用件なんです」

「からかって遊んでたのか」

　迫られた騎士が情けない顔をする。ニアナはわざとらしく驚おどろいて見せた。

「まさか本気だと思っちゃいないでしょう？　それとも騎士様、か弱い小鳥を助けてくださる気になりまして？」

「やめてくれ。おまえが言うと、わかっていても冗じよう談だんに聞こえない。……それで、用件というのは？」

　促うながされて、ようやくニアナは本題に入った。とんだ前座が要いったものである。

「実は、養よう護ご院いんの子供が一人迷子になっているんですけど、捜さがしている間に気がかりな噂うわさを耳にしたんです。騎士団の取り締まりが緩ゆるくなって、性た質ちの悪いのがうろうろしているみたいだ、って」

「性質の悪いの、というと？」

「日暮れ時にお化けが出るとか、野の良ら犬いぬが人の腕うでをくわえてたとか」

「誰だれかが目もく撃げきしたのか」

「いいえ、ただの噂ですけど。元々あんまり、その……お上品じゃない辺りですから、本当かどうかは知りません。でも、実際のところどうなんです？　前みたいに宿屋に泊とまる人をいちいち監かん視ししたりとか、そういうことはしていないんでしょうけど、強ごう盗とうだのなんだのまで野放しにされたら、まともに暮らせません」

　質問をかねた抗こう議ぎに、五人の騎士はしばし黙だまり込んだ。ややあって最初の一人が咳払いする。

「その辺りは微妙な問題でな。我われ々われも、悪党をのさばらせたいわけでは決してないんだが、今は少し状況が難しい」

「何が難しいんですか。騎士団が王宮の警けい護ごしかしないのなら、私達も身を守る方法を考えなければならないんです。はっきり教えてください、私達を守ってくれるのか、くれないのか」

　ニアナが厳しく追及しても、五人は渋じゆう面めんで目配せを交かわすばかり。と、そこへ、

「私から話そう」

　戸口の方から声がして、騎士達は全員弾はじかれたように姿勢を正した。ニアナが振り返ると、濃い緋ひ色のマントを着けた騎士団長が立っていた。

　黒くろ髪かみを短く刈かり込んだ壮そう年ねんの男は、前の騎士団長と違って見るからに気難しそうな顔つきをしていたが、印象に反して穏おだやかな態度でニアナを奥の団長室へ案内した。
















　思いがけず責任者直々の説明を受けることになったニアナは、やや戸と惑まどい気味に室内を見回した。まだ引き継つぎがきちんとできていないのか、どことなく雑然としている。

　騎士団長は改めてニアナに向かい合い、一礼した。

「お初にお目にかかる。騎士団長マイウスだ。以前はエディクス殿下とティリウス殿下の教育係も務めていたゆえ、貴き殿でんのことはよく聞いている」

「はじめまして、ニアナです」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをしたニアナに、マイウスはへの字だった口元をふと和やわらげた。客用の椅い子すを勧め、ニアナが腰かけてから、自分も執しつ務む机づくえの向こう側に座る。

「先に伺うかがっても良いかね。不ふ穏おんな噂があるというのは、町のどの辺りで？」

「あ、ええと……広場から、パン屋と雑貨屋の間の道を入っていった辺りです」

　記憶をたどりながらニアナが答えると、マイウスは「ふむ」と唸うなって黙もつ考こうした。しばしの後、彼は謹きん厳げんな面おも持もちで言った。

「あの地区では最近、ちらほらと行方ゆくえ不明者が出ているとの報告も受けている。やはり何者かが潜ひそんでいるのだろう」

「騎士団で行方不明者の捜そう索さくはできないんですか？　迷子になった子も、ひょっとしたら、あの辺りで……」

「申し訳ないが、正直に言って人手が足りん」

　マイウスはニアナの懇こん願がんを遮さえぎるように、片手を上げて制した。言葉を飲み込んだニアナに、彼はむっつりとしかめっ面つらでうなずいた。

「そうだ、貴殿がフィロス前騎士団長の陰いん謀ぼうを暴あばいてくれたおかげで、王宮は守られたが、騎士団の人員は大幅に減った。急ぎ集めはしたものの、いまだ以前の七割ほどしかおらぬ。しかも万全の訓練を終えた者はわずかというありさまだ」

「でも、人捜しぐらいなら、人数さえいればできるんじゃありません？」

　戦争に行くわけでなし、武装してさえいれば、町中で大した危険があるとも思われない。人ひと攫さらいが潜んでいるのだとしても、さほどの警戒が必要な相手ではあるまいに。

　だがマイウスは首を振った。

「軽い仕事だと考えて捜しに行った新入りの騎士が一人、そのまま帰って来んのだ。他の行方不明者と同じ理由で消息を絶ったのか、それとも別の原因があったのかはわからぬが……迂う闊かつな手出しをして、さらに被害を増やすわけにはいかん。かと言って大々的に捜索しようにも、評ひよう議ぎ員いんの間にはまだ、我々に対する警戒が強く残っておる」

「は？」

　思わずニアナは変な声を上げた。

　どうしてここで評議員が出てくるのだ。関係ないだろう、と彼女が言うより早く、マイウスが話を続けた。

「我々が以前のように、町のあちこちに踏ふみ入って武力をふるうことを、彼らは嫌きらっているのだ。だからこそ、騎士団を王宮警備の近この衛え騎士団と、町を警備する騎士団とに分け、前者を重視する編制に変えられた」

「えぇ!?　そうだったんですか」

　初めて聞いたニアナは驚き、次いで心こころ許もとない顔になった。

「でも、それじゃやっぱり、私達庶しよ民みんのことは二の次なんですね」

「誤解せんでくれ。町の治安維持に手を抜くという意味ではない。以前ほどの厳重さではなくなるというだけで、編制に問題はない。むろん市民の自衛は必要だが、それは以前から変わらぬことだ。ただ残念ながら、今はその編制をまともに機能させることが難しいのだよ」

　マイウスは渋い顔でそう締めくくった。

　要するに、不穏な地区に踏み込めるだけの人数は一応確保できているが、その質は低いうえに、取り締まりを実行すると難なん癖くせをつける勢力がある、というわけだ。

　ニアナは失望のため息をついた。フォルサの身を案じ、またむくむくと不安の黒雲が大きくなる。

　もし屋台の目撃情報が正しくて、本当にあちらに入って行ったのなら、今頃どんな目に遭あっていることか。せめて治安が良ければ少しは気が楽なのに。

「……お時間を取らせて、すみませんでした」

　落らく胆たんを隠かくさず立ち上がり、辞去の挨あい拶さつを述べる。そのままニアナが退室しようとした矢先、外が騒さわがしくなった。ばたばたと足音が入り乱れ、誰かが団長室の扉を叩く。

　マイウスが顔をしかめて「入れ」と応じるのとほとんど同時に、

「失礼します、マイウス先生」

　息を弾はずませて、どういうわけかエディクスが現れた。ニアナは一瞬ぎょっとしたものの、上下しているエディクスの肩かた越ごしに、騎士達の様子を見て取って得心した。苦い顔になり、誰が何を言うより早く、エディクスに対して頭を下げる。

「どなたかがわざわざ、殿下にお知らせしたんですね。煩わずらわせるつもりはなかったんです、ごめんなさい」

「いえ、そんな」

　途と端たんにエディクスは赤面し、あたふたと言い繕つくろった。

「ちょうど、その、手が空いていましたし。それに、その、私はいつでも」

「殿下」

　おほん、とマイウスが咳払いで遮った。エディクスは我に返り、恥はずかしそうに片手で顔をこすってから、改めて姿勢を正して一礼した。

「先生、ニアナ殿どの、お話し中に失礼しました。ニアナ殿が相談に見えられたと聞いて、心配になったものですから」

　そう言って彼は、真摯な思いやりのこもった目をニアナに向ける。何かあったのか、大丈夫か、力になれないか。言葉にするよりも雄弁に語りかけられ、ニアナは逃げ出したくなったが、ぐっと堪こらえて踏みとどまる。

（好機じゃないの、王おう弟てい殿下に直じき訴そすればちょっとは何か解決するかもしれないじゃない。使えるものは最大限使うべきでしょ、しっかりしなさい、あたし！）

　自分のためではない、子供達の安全のためだ。ニアナは腹をくくって、エディクスに事の次第を説明した。

　予想通りエディクスは、子供が迷子になったのと同じ地区で騎士も行方不明になっていると聞くと、さっと顔色を変えた。

「捜しに行きましょう」

「待ちなさい、殿下」

「待てません。ぐずぐずしていたら日が暮れます。噂が真実なら、明日の朝までその子が無事でいられないかも知れません」

　エディクスは、今まさに目の前で幼おさな子ごが殺されかけているかのような顔で、一歩も譲ゆずらない。マイウスが諫いさめようと口を開いたが、エディクスは素早くそれを制した。

「先生、動かせる騎士を集めて捜索の指揮を執とってください。騎士団による取り締まりではなく、王宮を飛び出した向こう見ずな王族の捜索と保護ですから、命令の内容を間違われないように」

　きっぱりと言い切った声の強さに、横で聞いていたニアナは啞あ然ぜんとなった。騎士団に迷子の捜索を命じるぐらいはしてくれるかも、と期待していたが、まさかご本人が出てこようとは。いつの間にこんな行動力を身に着けたのやら。

　驚いたのはマイウスも同様だったらしく、目をみはり、信じられないとばかりに首を振った。

「やれやれ……また随ずい分ぶんと勇いさましくなられたものだ。喜ぶべきところでしょうが、慣れぬ勇ゆう敢かんさに振り回されるだけでは、ただの無む謀ぼうですぞ」

　やんわりとたしなめられて、エディクスが赤面する。マイウスは厳しい顔に温かい微苦笑を浮かべた。

「しかし、悪くない考えです。その名目であれば、堂々と踏み込めるというもの。準備ができるまで、少しお待ちいただけますかな」

「ですが、あまり悠ゆう長ちようにしている時間はありませんよ。それに、いくら名目上とはいっても私が先に出て行かないと、最初から騎士を引き連れて行ったのではあまりに白しら々じらしくありませんか」

　エディクスがやきもきしながら言う。その語尾に被かぶせるようにして、

「だったら、お許しが出るまでぐずぐずしてないで、すぐに行けばいいじゃないか」

　せっかちな言葉と共にティリウスが入ってきた。どうやら剣術の稽けい古こを終えたばかりらしく、軽装で、額ひたいに汗が浮かんでいる。だが腰にあるのは練習用の木ぼつ剣けんではなく、紛まぎれもない真剣だ。

　驚くエディクスをよそに、ティリウスはつかつかとニアナに歩み寄り、

「行くぞ」

　言うなり腕を摑つかんで踵きびすを返した。

「えっ、あの、ちょっと、ティル殿下」

「迷子を捜すんだろう。案内しろ」

「いやあの、ちょっと待ってください待って私が怒られるじゃありませんか離してー！」

　抗議もむなしく、ニアナはずるずる引きずられていく。敷しき居いをまたいで出ていく手前で、ティリウスは一いつ旦たん止まってくるりと背後を振り返った。まだぽかんとしている兄に向かって、苛いら立だった声をかける。

「来ないの、エディ？」

「いっ、行く！」

　エディクスは慌てて答え、マイウスにちらっと申し訳なさそうな一いち瞥べつを投げてから、弟の後を追って走り出した。




「まったく、エディは変なところで慎しん重ちようなんだから。せっかく思い切りをつけたのに、動く前にもう立ち止まったら台無しだろ」

「そうは言ってもね、ティル、私達は身勝手が許される立場ではないんだから……たとえ無謀を行っているように見せかけるとしても、ちゃんと周囲の了承を得ていなければならないんだよ。皆に迷めい惑わくがかかるし、危険も」

「だから、そういう配はい慮りよも時と場合に応じて棚たな上あげすればいい、って言ってるんだよ。俺がエディより自由が利きく立場だってことは認めるけど、エディだって必要な時にはまわりの足並みが揃そろうまで待たなくたっていいんだ。機を見るに敏びんたれ、っていうだろ？　そこで踏ん切りをつけられなきゃ無意味じゃないか」

　歩きながらの兄弟喧げん嘩かに挟まれて、ニアナはげんなりしつつ足を動かす。二人の論争が途切れたわずかな隙すきに、彼女は自分の台詞せりふをねじ込んだ。

「お話が弾んでいらっしゃるところ恐縮ですけど、ティル殿下、いい加減に手を離してもらえません？　腕が痛いんです」

　ようやくティリウスは、摑んでいるのが馬の引き綱づなではなく人の腕だと思い出してくれたらしく、ばつの悪い顔で手を離した。やれやれ、とニアナはため息をつく。エディクスに「大丈夫ですか」といたわられ、彼女は腕をさすって苦笑した。

「これも鍛たん錬れんの賜たま物ものと思えば、心強いですけどね。お二人とも、本当にいいんですか。騎士団の方が追いつくまで、深入りせずに待っていた方が安全ですよ。お二人のお顔を知らない人の目にも、お金持ちなのは明らかですから、絶対に狙ねらわれます」

「そんな不届き者は成せい敗ばいしてやるさ」

　ふん、とティリウスが鼻を鳴らして剣の柄つかに手を置く。勇ましいのは結構だが、それこそ時と場合に応じて欲しいものだ。ニアナは困り顔でたしなめた。

「あっさり片付くと思わないでください。一度剣を抜いたら、相手も本気になりますよ。殿下はお強いかもしれませんけど、大勢で取り囲まれたり、手の届かないところから石を投げられたりしたら、どうしようもないでしょう？」

　正論で諭さとされて、ティリウスは面おも白しろくなさそうにむっつりする。ややあって彼は渋しぶ々しぶ言った。

「心配しなくても、詰所から騎士が二人、護ご衛えいについてきている」

「えっ」

「今は隠れているが、さっきから足音で丸わかりだ。だから心配無用だ、さっさと迷子の捜索に取りかかろう。日暮れのお化けが本当かどうかはともかく、暗くなったら引き揚げざるを得ないからな」

　ティリウスは言って空を仰あおいだ。ニアナもつられて首をそらせる。太陽は既に中天を去り、影が長くなり始めている。

　ニアナは覚かく悟ごを決めると、こくりとうなずいた。

　広場には先せん刻こくの屋台がまだ出ていたので、ニアナはもう一度、見かけたという子供の情報を確認してから、同じ路ろ地じへと足を向けた。

　ティリウスに言われて気をつけていると、確かに、背後から二組の靴くつ音おとがついてくる。騎士特有の金物の音がまじっているから、正体に間違いはないだろう。

　院長とエオンとの三人だけだった時は、誰かに質問するなどということは怖くて考えられなかったが、この顔ぶれなら大丈夫だ。

　ニアナは心強く感じ、軒のき先さきの日ひ向なたで細さい工く物をこしらえている老人や、用心深い疑いの目を向ける浮浪者、あるいは細い横道で洗せん濯たく物を取り入れている女に、愛あい想そう良く声をかけて質問した。

　すみません、迷子を捜しているんですけど……女の子で、背丈はこのぐらい。見てません？　どうもありがとう。そういえば最近、この辺りでお化けが出るんですって？　騎士さんが退たい治じに行ったそうですけど……

　相あい変かわらず巧たくみな話術で次々と人の警戒心を破り、知りたい答えを引き出していくニアナに、ティリウスは呆れ顔をする。その横でエディクスは、だんだんと痛ましげな表情になっていった。

　かなり奥まで歩いたところで、エディクスが不意に大きなため息をついた。

「お疲れですか、殿下？」

「あ、いいえ、大丈夫です。……すみません。ただ、その……」

　言葉を濁にごし、エディクスは周囲を悲しげに見回す。

「ここで暮らしている人々を思うと、自分が情けなくなります。もっとできることがあるはずなのに、こんな状態を放置しているなんて」

　汚く臭くさく、危険で貧しい地区。その有あり様さまを嫌けん悪おするかわりに、エディクスは心を痛めている。ニアナはどういう顔をしたものか迷い、曖あい昧まいな苦笑になった。

　わかっている、エディクスはこういう人間なのだ。善ぜん良りよう素そ朴ぼくすぎて、己おのれの言葉が無自覚の傲ごう慢まんから発しているなどとは気付きもしない。

　育ちが違う、世界を見る目が違う、だから仕方がない。苛立ちをおぼえるのは手前勝手というものだ。

　しかし理性で納なつ得とくしてはいても、やはり心のささくれは治らない。ニアナはなんとか声に棘とげが出ないように抑おさえて言った。

「殿下のお気持ちは尊とうといものですけれど、それ、この辺りの人に言ったらお皿を投げつけられますよ。おまえはなんて哀あわれで惨みじめなんだ、とか、他人にしみじみ言われたくはないでしょう？」

　途端にエディクスは息を飲み、恥じ入ってうつむいた。

「すみません、そんなつもりでは」

「まあ、実のところ私も、さっきここいらに住んでいるお婆ばあさんに出会うまでは、嫌いやだわー怖いわー、ってびくびくしてたんですけどね！」

　萎しおれてしまったエディクスを励はげますように、あるいは自分をごまかすように、ニアナは明るく笑って言い、ぐるりを見渡して続けた。

「ただ可か哀わい想そうにって言うんじゃなくて、もうちょっと住み良い場所にしていけたらいいですよね。騎士団の見回りもそうですし、あとは道の掃そう除じとか、危なそうな建物の補修とか。住んでる人が自力でできないところを、ちょっと手助けしてもらって」

　深く考えずに夢を語ったところで、はたとニアナは嫌な予感がして、恐る恐るエディクスを振り向いた。案あんの定じよう、いつにも増して崇すう敬けいと好意に輝かがやくまなざしを浴あびせられる。

（うあぁぁ、勘かん弁べんして！）

　駄目だ、これはまずい。ただの思いつきを口にしただけなのに、まるで女め神がみでも見るような目をされている。逃げ出したい。

（違う、違うの、今のはあたしの願望っていうか、あたしが住むならもっと快適なほうがいいなぁって思っただけです市民の皆様のためとかアナタみたいにご立りつ派ぱな精神じゃないんですゴメンナサイー！）

　心中悶もだえ転がりつつも、正直に白状して眼前の純真さを粉ふん砕さいするにしのびず、ニアナは作り笑いで立ち尽くす。

　横でティリウスがため息をつき、「馬ば鹿か馬鹿しい」とつぶやいた。むしろその棘々しさの方がありがたいぐらいだ。胸の奥では小さな光が面白そうに瞬またたいた気がしたが、今これ以上の羞しゆう恥ちは要らない。全力で無視する。

　幸いエディクスは弟のぼやきに気付いていない。ニアナは急いで話題を変えた。

「それより、そろそろ騎士団の皆さんと合流した方が良くありません？　この辺りに何かがいるってことは確かみたいですし」

　慎重な提案に、エディクスとティリウスは共に真顔になり、「そうですね」「そうだな」と、それぞれ同意した。

　ここに来るまでに拾い集めた噂は、いずれも不確かながら、ただの噂と断じきれない情報を含んでいた。

　お化けの目撃談は酔よっ払ぱらいや子供ばかりでなく、主婦によるものも多かった。それも、聞くだに恐ろしい姿形というのではなく、夜に鎧よろい戸どの隙間から何かが見ている気配がして明かりを近付けたら、人間のものとは思われない足音が遠ざかっていった、だとか、妙みようにあり得そうな話ばかり。

　ただの怪かい談だんの類たぐいなら、大たい概がいは何かしら化け物の素す性じよう来らい歴れきについて、より怖さを引き立てる物語が付ふ随ずいしているものだが、この化け物にはそれがないのだ。本当に誰にも正体がわからない、だが何かがいる、と噂が広まっている。

　そしてまた、騎士の姿を見た浮浪者もいた。小銭をくれたからよく覚えているのだという。その騎士も、この辺りで行方知れずになった人がいるとの話だが、何か知らないか、と問うてきたらしい。

　男は冗談半分に、この先の横道が異世ことよへの入り口だなんて噂があるよ、と教えてやったのだが、騎士は真面目に受け止めて礼に銅貨を差し出し、教えられた方へ入って行ったのだという。

「なんだい、あの兄ちゃん、帰ってねえのかい。あそこの先は入り組んでっから、本当に迷子になっちまったかねぇ」

　……などと、男は無責任に言ってくれたが、件くだんの路地は実際、入り込んだら出てこられないのも納得の暗さと狭さだった。

「ここに入ったのか。単身で。無用心にもほどがあるな」

　ティリウスは路地を覗のぞき込んで唸り、背後を振り返った。

「おまえ達、もういいから出て来い」

　呼ばわるとほどなく、ずっと後をつけていた護衛の騎士が二人、神妙な顔つきで現れた。詰所でニアナに絡からんだ二人だ。

　ティリウスは暗い路地を指し示して問うた。

「おまえ達なら、一人でここに踏み込もうと思うか？」

「いいえ、殿下」

　即答だった。二人の騎士は狭い路地に目をやり、揃って渋面をする。

「我々としては、殿下方にもこれ以上は踏み込まないでいただきたく存じます」

「この先は我々が調べましょう。道々目印を残してきましたから、じきに団長が応援を連れて到着するはずです。それまでお待ちください」

　二人の忠告を、ティリウスは聞いていないふりで受け流した。ふむと思案しつつ、また路地を睨にらむ。

「普通なら、一人で踏み込もうとは思わないか。そうだろうな。なのになぜ入って行ったんだ？　ニアナ、おまえの捜している子供も、一人でふらふら出て行ったということだったな」

「え？　ええ、はい。そもそも院の外に出て行くとは思ってなかったぐらいですし」

　面食らいつつもニアナは答え、次いでその意味に気付いてぎくりとした。

　──不自然だ。まるで、何かが獲え物ものを誘い込んでいるかのようではないか。

　エディクスも騎士らも同じことに思い至ったらしく、厳しい表情になった。

「ティル、彼らの言う通りだ。この先はあまりに危険すぎる、ニアナ殿と一いつ緒しよにここでマイウス先生を待とう」

「ああ、エディはここで待ってたらいいよ。俺が様子を見てくる」

「ティル！　駄目だ！」

　ぎょっとなってエディクスが手を伸ばす。だが一瞬早く、ティリウスはするりと路地に滑すべり込んだ。大慌てで二人の騎士も後を追う。

　取り残されたエディクスとニアナは、どうしよう、と情けない顔を見合わせた。

　既に日はかなり傾き、寂さびれた裏道は完全に建物の影になっている。人通りもなく、物音もせず、ここだけ世界から切り離されてしまったかのようだ。

　耳を澄すませると、うんと遠くから人の声や何かの音を拾うことができたが、どうやら騎士団長がすぐに来る気配はない。

「追いかけましょう」

　ニアナは意を決し、エディクスの袖そでを引いた。

「私達だけここに突っ立っていたら、格かつ好こうの的です。お化けも追おい剝はぎもわんさか寄ってきますよ」

「そうですね。せめて私も剣を帯びて来るべきでした……もっとも、私ではあなたを守りきれないでしょうが」

　エディクスは悲しげに目を落としたが、それ以上の弱よわ音ねは吐はかず、せめてもとばかり先に立って暗い横道に踏み込んだ。




　暗がりに目が慣れると、警戒したほどの危険があるとは感じられなくなった。狭くて入り組んではいるが、化け物が潜んでいるわけでも、罠わなが仕掛けられているでもない。

　適当に建てられた安やす普ぶ請しんの家が多いため、傾いたり崩くずれたり、強引に隙間を広げたりした結果、迷宮じみた様相を呈ていしてはいるが、最初から人を迷わせ陥おとしいれる悪意をもって造られたわけではないのだ。

　穴や溝にはまらないよう、一番歩きやすいところをたどって用心深く進み続けるうち、行く手からティリウスの声が聞こえた。

「何をしている！　捕とらえろ、逃がすな！」

　勇ましい言葉のわりに、声は恐怖にかすれている。反射的に、ニアナとエディクスは駆かけだしていた。武芸で言えば二人ともティリウスに遠く及ばないのだが、それでも彼は年下の少年なのだ。

　しかし建物の角を曲がった瞬間、まともに西日を浴びて二人は共にくらみ、たたらを踏んだ。

「まぶし……っ！」

　ニアナは手をかざすと同時に目を細め、前方の様子を確かめようとする。明暗の差があまりにきつくて何もわからない。だが、耳は異様な音を捉とらえた。

　ぴちゃん、ズルッ、ベチャッ……

　水音を立てて、何かが遠ざかっていく。ニアナはぞっとなって、思わずエディクスの腕にしがみついた。

「うわっ!?」

　エディクスが明らかに場違いな狼ろう狽ばいの声を上げたが、ニアナの方はそれどころではなかった。膝ひざが抜けそうになるのを必死で堪え、音が消えていった方に目を凝こらす。

「いっ……今の、見ました？」

「え？　何かいましたか？」

「何か、って……あの、変な音が聞こえませんでした？　濡ぬれたような、びちゃって」

　問うたニアナに、エディクスは当惑顔で首を傾かしげる。ニアナはまだびくつきながらもエディクスの腕を離し、そろそろと歩を進めた。

（ぺたぺたお化け……なわけ、ないわよね）

　ニアナが育った村では、子供の間に名の知れたお化けだったが、芸人一座で暮らすうち、よそでは誰も知らないことに気付き、躾しつけのための作り話だと悟さとった。実在するはずがない。

（だけど確かに水音が……）

　と、行く手の暗がりにうずくまる小屋から、誰かがよろけつつ出てきた。金属のこすれる音で、騎士の一人だとわかる。咄とつ嗟さにエディクスが、ニアナを止めた。

「待ってください。様子が」

　おかしい、と言い終える前に、騎士が壁かべに手をついて嘔おう吐とした。その意味するところを察し、ニアナとエディクスは立ち竦すくむ。一呼吸の後、エディクスが唇くちびるを震わせた。

「ティルは……？　ティル、無事か!?」

　呼びかけながら、小屋へ近付く。ニアナもついて行きかけたその時、戸口からふたつの人影が現れた。幼おさない少女を半なかば抱きかかえるようにして出てきたティリウスは、青ざめた顔をひきつらせて答えた。

「かすり傷だ。それより、この子だろう、迷子になっていたのは」

　ティリウスはふらつく足取りで進み、保護した子供をそっと押し出す。黄昏たそがれの弱い光に照らされた姿を見た途端、ニアナは恐怖も忘れて駆け寄った。

「フォルサ！　良かった……！」

　放心状態の少女を抱きしめ、怪け我がはないかと確かめる。

「どこも痛くない？　おなか空すいてるでしょう、もう大丈夫だからね。一緒に帰ろうね」

　自分の方が泣きそうになりながら慰なぐさめるニアナの腕の中で、フォルサは状況がわかっていないのか、ぼうっとした様子で宙を見ていた。唇がわずかに動いて言葉をつくる。

「お人形……」

「ちゃんと見付けたから、大丈夫よ。フォルサが帰ってくるのを、お部屋で待ってるわ」

「あたしの、お人形……こっちじゃ、ないの？」

　フォルサがことんと首を傾げる。ニアナは不安になって瞳ひとみを覗き込んだが、ふたつの目は虚しく彼女の顔を映すだけで、焦点を結ばない。

「ぺたぺたさん……お人形、こっちだよ、って。取られちゃったから、追いかけた……のに……」

　つぶやく声が小さくなり、少女の体から力が抜ける。くたっとくずおれた少女を抱きとめ、ニアナは恐怖に駆られて肩を揺ゆさぶった。

「フォルサ？　フォルサ、しっかり！」

　んん、とフォルサは眉み間けんに皺しわを寄せ、いやいやとむずかる。どうやら単に眠いだけで、命に別状はないようだ。こちらの気も知らず、すうすうと深い寝息を立て始める。ニアナは少女を抱いたまま、へなへなとその場に座り込んだ。

「どうだ？　ぱっと見た限り、怪我はなさそうだったが」

　ティリウスが声をかけてくる。ニアナは顔を上げて答えた。

「大丈夫みたいです。疲れたんでしょう、ぐっすり眠り込んでしまって……殿下の方こそ、お怪我をなさったのでは？」

「大したことない」

　短い返事に強がりの気配がある。エディクスが気き遣づかって手を差し伸べたが、ティリウスはそれを払いのけた。

「やめろ！　……大丈夫だから、ちょっと待ってくれ。今、触られると……吐く」

　ぎりぎりで堪えているのだろう。顔が蒼そう白はくだ。ニアナは先刻騎士が縋すがっていた壁の方を見やり、どう言えば彼を傷つけずにすむか迷いつつ口を開いた。

「あのぅ、幸か不幸か、この辺りなら道みち端ばたで吐いても誰も気にしないと思いますよ？　無理して我が慢まんするより、出してしまった方がすっきりするかも」

　途端にティリウスはぎろっとこちらを睨んだが、言い返すこともできないらしく、口元を押さえて少し離れた場所へ歩いて行き、深呼吸した。

　そうこうしている間に、やっと騎士団が追いついてきた。物々しい音を立てて、狭い路地を何人もの騎士が駆けてくる。先頭にいたマイウスが、こちらを認めてほっとした声を上げた。

「エディクス殿下、ティリウス殿下！　どうやら、大事ないようですな。身をもって教訓を学ぶことにならず、良うございました。ところで先行した二人が見当たりませぬが、一体どこへ？」

　マイウスは非難のまなざしで部下の姿を捜した。守るべき二人のそばを離れているばかりか、騎士団長が合流したのに報告にも出てこないとは、と言いたいのだろう。代わりにティリウスがゆっくり進み出て言った。

「責せめないでやってください、先生。二人とも、立ち直るのに少しかかるかもしれない。俺を守って、先に小屋に踏み込んだから」

「と言いますと？」

「行方不明の騎士を見付けた。……かなりの部分、食われていたが」

　沈痛に告げられた内容に、さしものマイウスも怯ひるんで固かた唾ずを吞のむ。ティリウスはニアナとフォルサを一瞥し、続けた。

「暗くてよく見えなかったが、得え体たいの知れない化け物が死体を貪むさぼっていたんだ。斬きりかかったら、長い鞭むちのようなものが飛んできた。そいつに気を取られた隙に、他にも誰かが逃げていく気配がしたんだが、とても捕つかまえられなくて……結局、化け物にも逃げられてしまった」

　感情を抑え、それでも時々声を震わせながら、ティリウスが説明する。

　マイウスは天を仰いで瞑めい目もくし、神々の名をつぶやいた。それからティリウスの肩をしっかりと抱きしめる。

「本当に、よくぞ無事で」

　かすれ声でささやき、深い安あん堵どの息をつく。たっぷり数呼吸はしてから、マイウスはやっとティリウスを離し、少し気恥ずかしそうに咳払いした。すっかり剝がれ落ちた騎士団長としての威い厳げんを今さら取り繕い、しかつめらしく説教する。

「殿下は少々無謀が過ぎますぞ。自みずから先頭に立つのは士気を鼓こ舞ぶする必要のある時に限るものであって、敵の正体もしかとわからぬ段階で突撃をかけるものではございません」

　はい、と神妙にティリウスが答えたところで、エディクスがやんわりと口を挟んだ。

「その敵の正体についてなんですが、先生」

「うむ、何か心当たりが？　エディクス殿下も件の化け物をご覧になったのですか」

「いいえ、私は何も。ちょうど暗がりから出て夕ゆう陽ひに目がくらんでしまったので……ただ、ニアナ殿は何かの水音を聞いたそうです」

「水音？」

　マイウスが妙な顔をしてニアナを見る。彼女が答えるより先に、エディクスが続けた。

「それも私には聞こえませんでした。先生、もしかしたら、敵は人の感覚を狂くるわせる魔物かもしれません」

　魔物、との言葉に、居合わせた皆の視線が集まる。本気かと疑うような困惑の目に対して、エディクスは小さくうなずいた。

「黄昏時に旅人を化かしてまぼろしの宿に誘い込む魔物の言い伝えは、古くから数多くありますよね。幼い頃に先生からも教わりました」

「しかし殿下、あれは」

「大半がただの作り話、あるいは旅の失敗をごまかすための噓。ええ、そのようにも教わりました。しかし一部は真実だったのでしょう。最初は闇やみの獣けものかと思いましたが、日があるうちに出てくるのならば違う。それに、この子が怯えていないのも、魔物のせいであれば得心がいきます。こんな場所まで一人で迷い込んで、挙あげ句く、目の前で人が……。にもかかわらず、何も感じていないように眠っている。幸いと言うべきなのでしょうが」

　聞いていたニアナもフォルサに目を落とし、細く柔らかい髪をそっと撫なでた。

「お人形が、って言ってました。お化けに人形を取られたから追いかけたんだ、って。そんなふうに惑まどわされて、きっと自分がどこに向かっているかも、わからなくなっていたんでしょうね」

「この子も、犠ぎ牲せいになった騎士も、一人でいるところを狙われています。先生、市民に極力一人歩きをしないよう、とりわけ日暮れ時は注意するよう、布ふ告こくしましょう」

　エディクスの提案に、マイウスは厳しい面持ちでうなずいた。

「そうする他ありませんな。我々も、議会に遠慮しておらず化け物退治に本腰を入れ、一日も早く安全を取り戻すべく努めます」

　と、そこで彼は不意に、悪戯いたずらっぽい気配を目に浮かべて言い添えた。

「むろん殿下方には当分、王宮に籠こもっていただきますぞ。外に出られぬとあらば、ティリウス殿下の勉学もはかどりましょうな」

　思わぬ側面攻撃にティリウスが渋面をし、エディクスが失笑する。ニアナも少し緊張を解とき、微笑ほほえんだ。マイウスの気遣いがありがたい。

　後は我々にお任せください、とマイウスが申し出て、数名の騎士と共にエディクス達を帰らせる。ニアナもフォルサを抱いて立ち上がり、小屋を振り返らないようにして歩き出した。

　太陽はもうすっかり建物の向こうに沈み、残ざん照しようが空を赤く染めている。ニアナは無意識に、自らの内に宿る光を求めていた。

　どうして今ここに、彼がいないのだろう。

（ネイシス……あなたなら、こんな時どうする？）

　きっと彼なら、何か手立てを考えてくれただろう。何しろ彼は半はん竜りゆうだ、きっと敵がなんでも立ち向かえるに違いない。そうでなくとも、不安を和らげてくれたろう。

　名前を呼ぶ声が、微かに聞こえたような気がした。だがあまりにも遠い、手の届かない彼方かなたからだ。光を通じて伝わる温かさが、むしろ逆に不安を大きくすると気付いて、ニアナは意識に蓋ふたをした。

　頼っては駄目だ。

　竜と共に世界を渡る特別な存在ではない、そう認めて諦あきらめたではないか。二本の足で地を歩く、ただの人間なのだからと。だったら、都合よく竜の力を頼ってはいけない。

（しっかりしなさい、甘えちゃ駄目。あたしが物陰に逃げ込みたがってどうするの。子供達を守らなきゃ）

　かつて芸人一座で年長の女優達がそうしてくれたように、今度は自分が、寄よる辺べない幼子を助けなければ。

（大丈夫、平気よ。あたしはもう、弱くて無力な子供じゃないんだから）

　己を叱しつ咤たし、一歩一歩に力を込める。腕の中で小さな声が、おねえちゃん、とつぶやいた。
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　布ふ告こくが出されて数日、パルテノスの町は緊きん張ちように包まれ、誰だれの顔も不安に曇くもっていた。

　とはいっても、人は毎日食事をするし、仕事もする。化け物が退たい治じされるまで、閉じこもって何もしないというわけにはいかない。

　ニアナもやはり、エオンと二人で買い出しに行かざるを得なかった。

「ぅあー、どこもかしこも剣けん吞のんよねぇ。平和のありがたみを感じるわ」

　野菜の籠かごを提さげて、ニアナは嘆たん息そくする。道行く人のせわしなさ、怯おびえた顔、警けい戒かいのまなざし。何もない日頃の平へい穏おんが早くも恋しい。どんよりした曇り空と吹き下ろす寒風のせいで、憂ゆう鬱うつさも倍増だ。

　横でエオンも、芋いもの袋を抱かかえ直して頭かぶりを振った。

「真まっ昼ぴる間まの大通りでもこれだもんなぁ。裏通りなんか、下へ手たしたら『おまえが魔ま物ものか』って叩たたき殺されるんじゃないか？　あーやだやだ、怖い怖い。なんで魔物なんかがいるんだろう」

「あちこち旅したけど、魔物とかなんとか、一度も出くわしたことなかったのにね。この町に来てから、妙みように変なのと縁えんができちゃって」

「変なの、って……他にも何かと出くわしたのか？」

　エオンが不安げに言ったので、ニアナはおっと、と気付いてごまかした。

「化け物の類たぐいじゃないわよ。今までご縁がなかったような人達と縁ができちゃった、って意味」

　考えていたのはもちろん竜りゆう侯こう一族のことだが、エオンにはまだ話していないのだ。王宮での事件を噂うわさで聞き知っただけのエオンは、姉と共に一ひと役やく買ったという文化委員の正体を知らない。

「あはは、確かに。まさか姉ちゃんが、王子様……じゃないや、王おう弟てい殿でん下かに『ニアナ殿どの』とか呼ばれるなんて、芝しば居いでもなきゃ本当、考えられないよな」

「うるさいわね、あんただってエオン殿って呼ばれてしどろもどろになってたくせに。情けないわ、もうちょっと度ど胸きようつけなさいよ」

「ニアナのは度胸じゃなくて図ずう々ずうしいってんじゃねーの？」

「生なま意い気き言ってるのはこの口かしら、悪い口ねぇ」

「あがっ、引っ張るなぁ！　あいー！　ごぇんなはいぃ！」

　袋で両手が塞ふさがっているエオンは、抵抗できずに悲ひ鳴めいを上げる。

「常々思ってるんだけど、あんたちょっとお姉様に対する敬意が足りないわよね。教育的指導が必要かしら」

「やめろぉ！　殿下に言いつけるぞ！」

「どうぞ、ご自由に」

　ニアナはしらっと受け流した。仮にエオンが泣いて訴うつたえても、どうせあのエディクスのことだから「仲が良いんですね」だとか、にこにこ笑っておしまいだろう。

　いつものようにエオンが平謝りし、ようやくニアナが勘かん弁べんしてやった時、ちょうど二人は神しん殿でんの前に差しかかった。

「あっ、あの婆ばあちゃんだ」

　エオンが言うと同時に、中から出てきた老女もこちらを見付け、おやと笑みを広げる。一人で階段を下りてきた老女に、ニアナは挨あい拶さつがてら様子を聞こうと歩み寄った。

「こんにちは。お参りですか？」

「ああ、嫁よめの産み月が近いから、しっかりお参りしとかなきゃと思ってね」

　老女はにこにこと、階段の途中から話しかける。そのせいで足元がおろそかになったのか、最後の一段を踏ふみ外はずした。

「危ない！」

　咄とつ嗟さにニアナが支えたが、老女はがくんと大きく体勢を崩くずした。

「あつっ……！　あいた、たた」

　顔をしかめ、自分に舌した打うちして、老女は足を抱えて座り込む。ニアナはその傍かたわらに膝ひざをついた。

「ごめんなさい、急に話しかけたりしたから」

　謝りながら、周囲を見回す。しかし、誰も立ち止まる様子がない。

「お連れの方はいらっしゃらないんですか？　お一人でここまで？」

　できるだけ一人歩きするな、との布告は行き渡っているはずだ。訝いぶかるニアナに対し、老女は足首をさすりながら応じた。

「へまやっちまったかねぇ。まあ、大したことはなさそうだから、ちょっと休めば歩けそうだけど。連れはいないよ。お触れのことは知ってるけど、荷物持ちが要いるわけじゃないし、化け物だって、わざわざこんな皺しわくちゃ婆さんを狙ねらいやしないさね」

「そんなこと、わかりませんよ。……腫はれてくる様子はありませんね。幸い、ひどくはなさそうですけど」

　ニアナは老女の足を見て判断し、エオンを振り返った。

「エオン、先に帰っててくれる？　あたしの籠、そんなに重くないから一人でも持てるわよね」

「えぇ!?　そりゃ持てるけど、でも」

「お家うちまで送ってから、誰か広場に行く人をつかまえて一いつ緒しよに歩くわ。それなら心配ないでしょ。あんたこそ、寄り道しないで帰るのよ。誰かに呼ばれたとか思っても、絶対について行ったりしちゃ駄だ目めだからね。まっすぐ院に帰りなさいよ」

　くどいほど念を押しつつ、ニアナは腕うでに提げていた買い物籠を下ろす。老女が慌あわてて辞退した。

「いいよ、いいよ。大丈夫、一人で歩けるから。無理でも誰か近所の知り合いが見付かるかもしれないし、でなきゃ杖つえを借りるよ」

「そう言わずに、お手伝いさせてください」

　ニアナも譲らない。ここで、そうですか、それじゃ、と立ち去ったら、きっとこの老女は痛みに顔をしかめつつ、片足を引きずって一人で帰るだろう。そう確信できるのは、頼るまいとする気配に馴な染じみがあるせいかもしれない。

　ニアナの表情を見て老女も諦あきらめ、面めん目ぼくなさそうに介助を受け入れる。すまないねえ、と言いながら、彼女の手を借りて危なっかしく立ち上がった。

　エオンを行かせて、ニアナは老女と共にゆっくり歩く。道々、ニアナは先日の話を出し、捜さがしていた迷子が無事に見付かったと知らせた。

「あの時はご親切に、ありがとうございました」

「なんの役にも立てなかったのに、礼なんていいよ。とにかく子供が無事で良かった。さぞ怖かったろうねぇ」

「それが、本人は何も覚えてないって言うんです。怖い思いをしなかったのはいいんですけど、危ないところだったという自覚がないものだから、相あい変かわらずわがままで」

　困っちゃいます、とニアナは苦笑する。老女もおやおやと同情の笑みをこぼした。

「大人おとなの心配なんて、子供は気にかけやしないからねぇ。ああ、そこの角を左に」

「はい、こっちですね……あれから、この辺りでは誰もいなくなったりしてませんか。ご家族の皆さんもお変わりなく？」

「大丈夫だよ、心配してくれてありがとう。騎き士しさん達は毎日そこらを行ったり来たりしてるけど、他はなんにも変わりないねぇ。だけどあんたも、人の世話ばっかりしてないで、自分のことも大事におしよ。どんなに他人のために骨折っても、向こうは恩に着ちゃくれないものなんだから」

　老女はニアナの身の上を案じ、次いで自分の経験をつらつらと語り出す。恨うらみ言ごとまじりの半生語りは、家に着くまで続いた。

「ああ、そこだよ、そこ。右の長屋の二軒目。ありがとうね、すっかり世話になっちまって。ここまで来たんだから、ちょっと上がって休きゆう憩けいおし」

「せっかくですけど、早く戻らないと」

「だけど広場まで誰かと一緒の方がいいんだろ？　帰り道だって怪あやしいだろうし、迷ったら大変だよ。誰か呼ばせるからさ、中でお待ちよ」

　老女はニアナの腕に摑つかまったまま、さあさあ、と招く。足をくじいている老女を振り払うわけにもゆかず、ニアナは結局、押し切られてしまった。

　それが間違いだった。

　長屋に入るなり、とんでもない叫びを上げて若い男が突進してきたのだ。

「ああっ、母さん！　たたったっ大変だぁっ！」

「ちょっと、いきなりなんだい、落ち着きな！」

「落ち着いてる場合じゃない！　うっ、うぅぅ産まれるぅぅー!!」

　本人こそが、その場で口から怪物の卵でも産み落としそうな顔だった。




「ああもう、こんな時間になるなんて」

　恐れを隠かくすように苛いら立だった声でつぶやき、ニアナは小走りに帰き路ろを急いでいた。

　安あん産ざん祈き願がんが効きすぎたらしく、身み重おもの嫁が急に産さん気けづいたため、ニアナも手伝うはめになったのだ。すぐに産さん婆ばが呼ばれたものの、本来ならあれこれ用意するはずの老女が動けないので、見捨てて帰るわけにもいかなかった。

　ニアナが育った芸人一座には夫婦者もおり、何度か出産に立ち会った経験があったので、役立たずの夫ほどには動どう転てんせずにすんだ。若妻の方も幸い安産だったので、日が傾く頃には無事、赤子が大きな産うぶ声ごえを上げた。

　もう大丈夫だと判断したニアナは、今すぐ帰れば日没前には院に着く、と言って、引き止める声を振り切り、一人で帰路についたのだ。

「元気な赤ちゃんで良かったけど」

　まだ耳に残る産声を反はん芻すうし、ニアナは一人、温かな微苦笑をこぼした。母親はニアナとほんの数歳違いほどの若さだった。今までに立ち会った出産よりも、自分にとって身近なこととして感じられただけに、安産だったのにはほっとした。

「う……冷えてきたわね」

　夜や気きを含んだ風が首を撫なで、ニアナはぞくっとして竦すくんだ。曇どん天てんのせいで、いつもより暗くなるのが早い。長屋を飛び出した時は、興奮の余よ韻いんで不安を感じる余地もなかったが、次し第だいに薄うすら寒さが忍び寄ってきた。

　長く伸びた影が狭い路ろ地じに横たわる。その隙すき間まに落ちる弱々しい光が、飛び石のようだ。少しずつ濃くなっていく茜あかね色が、急げ急げとささやく。

　ぐずぐずしていて完全に暗くなったら、もう出歩けない。だからといって老女の家に泊とめてもらいなどすれば、心配した院の誰かが捜し回るだろう。外泊します、と一言連絡する術すべもないのだ。

「エオンが先走ってなきゃいいけど」

　口の中でつぶやき、眉まゆをひそめる。半泣きで気も狂くるわんばかりに心配している弟の顔が、脳のう裏りをよぎった。

　自分が先に帰ってしまったからだ、などと要らぬ責任感に駆かられて闇やみ雲くもにこの辺りを捜しに来たりすれば、彼の方が迷子になるのは目に見えている。

　あるいは、騎士団詰つめ所しよに駆け込んで捜そう索さく依頼を出してくれるかもしれない。そんな大事になったら、絶対にエディクスが出て来るだろうし、必然的に騎士団長まで引っ張り出されて、後でどれほど謝罪せねばならないことか。

（頼むから、大人しく待っててよ）

　早く帰って安心させてやらなければ。あの子は昔から、寂さびしがりの怖がりで、甘えん坊で、泣き虫なんだから……。

　最後の角を曲がり、広場に続く道に出る。まっすぐに伸びた先に小さく見える広場の景色に、ニアナはほっとして足を緩ゆるめた。息が上がって脇わき腹ばらが痛む。だがここまで来ればもう安心だろう。

　息を整えながら、よろよろと前へ進む。その時だった。

「姉ちゃん」

　か細い涙声が、暗がりの奥から聞こえた。

　ニアナはぎくりと立ち竦み、声のした方を振り向く。建物と建物の間、人がかろうじて通れる程度の小こう路じが細長い口を開けていた。

「痛いよぉ……姉ちゃん……」

　めそめそと情けない声が訴える。ニアナはなんの疑問もなく、そちらに踏み出した。

「エオン？」

　何やってるの、だからまっすぐ帰りなさいって言ったのに。

「泣かないで、ちょっと我が慢まんしなさい。すぐ行くから」

　すすり泣きが続く。怪け我がをしたんだろうか、早く助けてやらなければ……。

（ニアナ、戻れ）

　誰かが遠くで呼んでいるような気がする。だが今は構っていられない。弟が泣いているのだ、行ってやらなければ。

　手探りで壁かべを伝いながら、奥へ奥へと進む。やがて、うずくまる人影が見えてきた。ニアナは安あん堵どの息をつく。

「エオン、ほら、帰るわよ。立てないの？」

　手を貸してやろうとしゃがみかけた、刹せつ那な。

〈駄目だ、ニアナ！〉

　はっきりと声が聞こえ、目の前にまばゆい輝かがやきが渦うずを巻まいた。

「あっ!!」

「ギィィィ!!」

　反射的に目を庇かばう。と同時に、錆さびた鉄を引っかくような叫びが上がった。鈍どん重じゆうな物音が暗がりの奥へ逃げていく。

「あ……ぅ、なに、が」

　ニアナはしきりに瞬まばたきし、そこらの壁に手をついた。激しい動どう悸きと冷や汗が止まらない。座り込みそうになったニアナの肩かたを、ふわりとした何かが支えた。

「大丈夫？」

　優しい声と共に、穏おだやかな光が恐怖を洗い流してゆく。ニアナはゆっくり呼吸を落ち着かせ、自分を救ってくれた人物を振り返った。

「レーナ、さん……」

　薄うす汚ぎたなく狭い路地にはまったく不似合いな、純白の衣ころもを纏まとった少女が微笑ほほえんでいた。

「間に合って良かったわ。こんなところにも魔物がいるのね。歩ける？」

　レーナはあどけない口く調ちようで、今しがたの危機などなかったかのように話しかける。ニアナは大きく息をついて、かすれ声で礼を言った。

「ありがとうございます、おかげで助かりました」

「どういたしまして」

　レーナは応じてゆっくり歩きだす。金銀の髪かみがふわりと波打った。ニアナはそれに目を奪われながら、半分夢見心地ごこちに足を動かす。

　元の道に出ると同時に、ニアナは堪こらえる間もなくへたり込んでしまった。本当に危ないところだったのだと今さら認識し、体が震ふるえだす。

　我わが身を抱いたニアナの横に、レーナがちょこんとしゃがみ、軽く羽が触れるような優しさで頭を撫ではじめた。ゆっくりと手を動かしながら、まるで子こ守もり唄うたのように話しかける。

「魔物は、本来はあんなふうに人を襲ったりはしないの。黄昏たそがれに属しているから、とても曖あい昧まいな性質なのだけれど……だからこそ稀まれに、人に接して変質してしまう。さっきの子も、とても強い憎にくしみや怒りを抱いだいた人間に、触れてしまったのだと思うわ」

　可か哀わい想そうに、とでも言いそうな声こわ音ねだった。ニアナはいつの間にか震えがおさまっていることに気付き、複雑な気分でレーナを見つめた。

　天竜という存在からすれば、たった今、人間を喰くらいかけた魔物でさえ、情けをかける対象になるのだろうか。

　むろんその疑問を口に出すことはできなかった。多分、当たり前の顔で肯こう定ていされるだろうと思ったからだ。彼女が自分を助けてくれたのは、たまたま息子むすこネイシスが気にかけている存在だからなのだろう。

　ニアナが隔かく絶ぜつを感じて黙だまり込んでいると、レーナはにっこり笑って立ち上がった。

「急いでネイシスを連れてくるから、それまで、危ないことはしないでね？」

「えっ──あの、でも」

　うろたえて口走ったニアナの前で、いつぞやのように光が渦を巻く。

「ちょ、ちょっと！」

　引き止めようと手を伸ばしたが間に合わず、レーナの姿はまた、忽こつ然ぜんと消え失せていた。取り残されたニアナは、宙に手を伸ばしたまま呆ぼう然ぜんとする。

（連れてくるって……連れてくるって、そんな、向こうにも仕事の都合とかあれこれいろいろあるだろうし、そもそも共和国の役人が正式に国交回復していない他国に堂々としかも私用で、って）

「人の話を聞いてよ!!」

　思わず上げた叫びに応えたのは、ねぐらに帰るカラスの鳴き声だけだった。
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　翌日、ニアナは朝一番で王宮を訪ねて国王シグルスに謁えつ見けんを請こうと、騎士団長や二人の王弟をも集めて、魔物に遭そう遇ぐうした一件をつぶさに報告した。

「やはり魔物でしたか。しかも心構えをしていてさえ、それを忘れて囚とらわれてしまうなんて……本当に、助かって良かった」

　エディクスが心痛の吐と息いきを漏もらし、横でマイウスが難しそうに唸うなる。

「天竜が現れた途と端たんに逃げていったということは、竜の力をもってせねば魔物は退しりぞけられぬのでありましょうか。あまり共和国に借りを作りたくはないのですがな」

「祭さい司し様に祝福を授けてもらうとかじゃ、駄目でしょうか」

　すぐさまニアナが提案した。昨日レーナが消えた後、ずっと対策を考えていたのだ。

　竜侯一家がごく私的な理由で今回の危機を救ってくれるとしても、これは内輪のことですから、では済まされない。

　何しろ立場が立場だし、魔物の脅きよう威いはパルテノスの市民全員に及んでいるのだから、それを退治してくれたとなれば多大な恩義が生じる。

　たとえ今は両国の関係が改善方向に動いているといっても、できれば貸し借りは少ない方が、後々問題になる芽めを残さずに済む。

　それに、政治的な思おも惑わくを別にしても、ニアナはネイシスに頼りたくなかった。

（何か困ったことがあるたびに、便利屋みたいに呼び出すわけにはいかないんだから。あっちにも都合があるんだし、あたしはあたしで、ちゃんとやっていかなきゃ）

　確かに彼は、ニアナに好意を示してくれた。つながりを残したままにして、時折気にかけてくれているらしいのもわかる。そして己おのれもそれを受け入れてはいるが、しかし、いつまでもこの関係が続くとは思っていない。

　かつて両親はニアナを養やしなえないからと売った。一座の仲間は町のならず者に殺された。寄りかかっていた壁が二度もいきなり崩れたのだ、三度目だってあるに決まっている。

　ネイシスは半竜という特別な存在である以上、いずれ、ちっぽけなただの人間のそばを離れ、遠くへ羽ばたいてゆくだろう。広い世界で大きな力を振るう誰かと共に。

　その大舞台に、自分の役は用意されていない。だから頼ってはいけない、寄りかかってはいけないのだ。いつだって、一人でしっかり立っていなければ。

（大体、たまたま同じ町で牢ろうにぶち込まれることがなかったら、一生なんの関係もないままだったろうし。そしたら、あたしは普通に、身の丈に合った暮らしをしていたわけで、特別な力に助けられることもないわけで……つまり自分のことは自分でするしかない、それが当然なのよ）

　ニアナは昨さく夜やから何度も繰り返している理屈を、また頭の中で並べ立て、しっかりしろと自分に言い聞かせていた。

　──が、しかし。

（あ……まずい）

　光が瞬またたく。胸の奥にさざなみが立ち、否いや応おうなく温もりが全身に広がってゆく。

　同時に、中庭に通じる廊ろう下かの方からざわめきが届いた。

（もう来ちゃった）

　あーあ、と天を仰あおいで瞑めい目もくする。そんな彼女の態度に、居合わせた一同は不ふ審しんな顔をしたものの、じきに騎士が駆け込んできたので理由を察した。

「陛へい下か、畏おそれ入ります、共和国の文化委員……」

「通せ」

　皆まで聞かず、シグルスは端たん的てきに命じた。

「文化委員のネイシス殿が、天竜で乗りつけたのだろう？　構わぬ、通せ。やれやれ、できれば普通に門から入ってもらいたかったがな」

　諦め気味のシグルスに、騎士が一礼して走り出ていく。入れ替わりに一人の青年が現れた。空色のマントを纏った金きん髪ぱつの青年は、入室前に一礼し、そこにいるのが当たり前のように平然と進み出る。

　コツコツと靴くつ音おとが近付くにつれ、ニアナの中で抑えようのない感情が膨ふくれ上がっていく。呼吸が浅くなり、視界がぼやける。

　あと数歩の距離を置いて、ネイシスは立ち止まり、まずシグルスに向かい合った。その横顔を、ニアナは瞬きもせず見つめる。頭の芯しんが痺しびれて、世界の他の部分が霧きりの向こうへ消えていく。

「陛下、不ぶ躾しつけな訪問を……」

　静かな声が謝罪の言葉を発した、それが堤てい防ぼうを崩す楔くさびとなった。

「遅い!!」

　いきなりニアナが叫び、一同がぎょっとする。さしものネイシスも驚おどろいた様子で振り返った。ニアナは両手を拳こぶしに握にぎりしめ、激情にわななきながら繰り返す。

「遅い、遅い、遅すぎるわよ!!　今頃のこのこ……っ、あ、あたしが、どんなに」

　──怖かった。つらかった、心細かった。

　やっとそう認めた瞬間、涙が溢あふれて止まらなくなった。

　ネイシスはシグルスに小さく頭を下げてから、ニアナに歩み寄ると、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく両腕で包み込み、しっかりと抱きしめた。
















「すまない」

「馬ば鹿か、遅い、本当に……っ、し、死ぬかと、思っ……」

「悪かった」

「あた、あたし、守らなきゃって、あたしが、しっかり……って」

「知っている」

　かけられる言葉は短くて素そっ気けないが、込められた思いの温かさは、どこまでも深く沁しみてくる。

（ああ、もう大丈夫だ）

　ついさっきまで頼ってはいけないと歯を食いしばっていたのに、そんな意地も呆あつ気けなく崩れ去る。久しく忘れていた安心という贅ぜい沢たくが、抗あらがいがたい甘かん美びな幸福をもたらし、冷たく硬い恐怖を拭ぬぐい去ってゆく。まるで、今ようやっと全身に温かい血が巡めぐり始めたかのように。

　頼ってもいいのだ。全身を預けてもたれかかっても、彼ならば倒れず支えてくれる。

　全ぜん幅ぷくの信頼がもたらす安心から、ニアナは相手にぎゅっとしがみついた。ぽんぽん、と背中を優しく叩かれて、ほっと息をつく。

　途端に、ネイシスの肩越しに、戸口で突っ立っている騎士と目が合った。慌てて騎士があらぬ方を向き、無意味に槍やりを持ち直したり足を踏み替えたりする。

「…………」

　どうしよう。

　涙が止まったかわりに、猛もう烈れつな勢いで顔に血が上ってきた。ネイシスにしがみついたまま動けなくなる。

　すぐに手を離して国王に無礼を詫わびて、部屋の隅すみに引っ込むか退室してしまうべきなのだろうが、まず最初の段階で無理だ。とても振り返れない。

　固まったニアナが首にかじりついている状態のまま、ネイシスは平然と国王に向き直って言った。

「魔物については、母から聞いております。恐らく強い憎しみを抱く人間の影響を受けて変質したのだろう、と。普通の人間では感覚を狂わされてしまうため、居場所も正体も突き止められないでしょう」

「……ふむ」

　シグルスが曖昧に唸る。ネイシスは相変わらずニアナを支えたまま、小首を傾げて提案した。

「お許しいただけるのなら、竜の目で王おう都とを捜せば見付けだせます。捕とらえるには、人手をお借りせねばならないかもしれませんが」

　そこまで話が進んで、ついにニアナが耐えきれなくなった。小声で「ちょっと、いい加減にしなさいよ！」などと罵りつつ、突き放すようにしてネイシスから離れる。しがみついていたのは自分の方なのだが、それは棚たなに上げて。

　真まっ赤かになっているニアナとは対照的に、ネイシスの方は全く落ち着き払ったまま、ぽんと彼女の頭に手を置いた。

「大丈夫か？」

「だ……っ、大丈夫じゃないわよこの状況で何が大丈夫だと思うのよ大丈夫なわけないでしょ馬鹿!!」

　ばしっ、と手を払いのけてニアナが叫ぶ。ごほっ、と騎士団長が失笑を隠して咳せき払ばらいし、ティリウスが棘とげ々とげしいため息をついた。エディクスとシグルスはどうにか表情を取り繕つくろっているが、なんとも複雑な様子である。

「もうやだ帰りたい……」

　ニアナは両手で顔を覆おおってうめき、首を振る。エディクスが微苦笑して言った。

「少し休憩にしましょう。ニアナ殿が落ち着かれてから、改めて対策を協議するということで。ネイシス殿も、着いたばかりですし一息入れてください」

「畏れ入ります」

　丁てい寧ねいに一礼したネイシスに、エディクスは痛ましい沈ちん黙もくで応じただけだった。




　案内された客室はネイシスのために急いで整えたのだろうが、ニアナもありがたく便乗し、召めし使つかいが用意してくれた水で真っ先に顔を洗った。久しぶりに大泣きしたせいで、顔全体が腫れぼったい。

　洗面器が空くと、ネイシスも軽く顔や手を洗った。ニアナはそれを見てようやく、相手が薄汚れていることに気付く。どこでなんの仕事をしていたのか、髪は相変わらずキラキラ輝いているものの、マントも服も埃ほこりっぽい。

「……こっちに来て良かったの？」

　遠えん慮りよがちにニアナが尋たずねると、ネイシスは「ああ」と答えてマントを外し、小さく息をついた。

「君が不安を感じているのも、危険な状況にあるのもわかっていたから、急いで切り上げた。遅くなってすまない」

「ああぁ、言わないで！　いいからもう言わないで！」

　遅い、と責せめたことについて改めて謝罪され、ニアナは赤くなった。ふたたび羞しゆう恥ちが押し寄せて長なが椅い子すに倒れ込み、頭を抱えてのたうち回る。消えてしまいたい。

「お願い忘れて、なかったことにして！　いやあぁぁ」

「……相変わらずだな、君は」

　ネイシスは不思議な生物を見るように、悶もだえるニアナをつくづくと眺ながめる。ニアナはちょうど手近にあったクッションを摑んで投げつけた。

「忘れろって言ってるでしょ！　ああもう、一生の不覚だわ」

「君がそう言うなら、なかったことにしてもいいが」

　真面目なのか冗じよう談だんなのかわからない口調で言い、ネイシスはクッションを受け止める。さりげなくそれをニアナの手の届かない場所に置いてから、隣に腰を下ろした。

　穏やかな沈黙のおかげでニアナも落ち着きを取り戻し、いささか決まり悪げにちゃんと座り直す。寄り添うのも図々しく思われて少し間を空けたのだが、それが余計に恥はずかしかった。

　ネイシスの方は気にした様子もなく、横からそっとニアナの手を取った。

　何をする気か、とニアナは身構えたが、すぐに意図を察して力を抜く。予想通り、明るいきらめきが手を通じて流れ込むのが感じられた。

　胸の奥に宿る光が強まり、いつもよりはっきりと相手の存在が感じられるようになる。目の前にいる人としての姿を見るのとは別に、意識の深いところにあるつながりを通じて、存在そのものを感覚で受け止める。

　光に満ちた、しかし複雑な奥行きといくつもの面を持つ、大きく力強い存在。

（あたしのことは、どんなふうに見えているんだろう）

　ふとそう思い、ニアナはちらっとネイシスの様子を窺うかがった。きっと彼の意識の前では、自分のような存在は、小さくて取るに足りないものだろう。巨大な竜の足元でちょこまか走り回るコマネズミを想像し、憮ぶ然ぜんとする。

　と、不意にネイシスが笑いをこぼした。考えがばれたかと、ニアナは心の中で防御の構えをとった。

「何よ。何がおかしいの」

「いや……つくづく君は、面おも白しろいな」

　ネイシスは包み込むような声で言い、温かいまなざしを向ける。ニアナは思わずどきりとして竦んだ。

　いつもは苦手に感じられる琥こ珀はくの双そう眸ぼうが、今までになく柔らかく優しい。

　どぎまぎしたのを隠そうと、ニアナは反射的に手を振り払って怒り顔を作った。

「勝手に人の心を覗のぞくなって言ってるでしょ!?　っていうか、面白いってなんなのよそれ、あたしは玩具おもちやでも見み世せ物ものでもないわよ。そりゃご立りつ派ぱな先生様から見ればさぞかしお馬鹿で滑こつ稽けいなんでしょうけど！」

　台詞せりふ半なかばにして本気で腹が立ってきた。クッションを探したが届かないので仕方なく、ぺしぺし、と相手の膝を平手で叩いてやる。

　ネイシスはそれを防ごうともせず、束つかの間ま怪け訝げんそうにしてから、ややあって「ああ」と一人納なつ得とくした。

「すまない、言葉がまずかった。馬鹿にしたつもりはないんだが」

「あぁら別にお気き遣づかいいただかなくてもあたくし呪のろったりいたしませんことよ、ええお恨みいたしませんわよ全然これっぽっちも」

「そうじゃない。可か愛わいいと言いたかったんだ」

「……っっ！」

　真顔で不意打ちをくらわされ、ニアナは絶句して口をパクパクさせた。

　切り返しもはぐらかしも、まともに相手を見ることさえもできず、ニアナは真っ赤になってうつむくと、ネイシスの膝をひたすらぺしぺし叩く。さすがにとうとう、手を摑んで止められた。

　と、そのままネイシスは何かに気付いたように、ニアナの手をじっと見つめた。

「……どうかした？」

　居心地が悪くなってニアナがもぞもぞすると、彼はそっと手を離して言った。

「養よう護ご院いんの仕事も大変そうだな。随ずい分ぶんと手が荒れている。加か護ごを強めておいたから、治りは早まると思うが」

「大袈裟ね、このぐらい普通よ」

　ニアナは苦笑し、改めて自分の両手を眺めた。カサカサに荒れて、小さなひび割れに血が滲にじんでいるが、いつものことだ。毎日の炊すい事じや汚れ物の始末、掃そう除じや洗せん濯たくなどを考えたら、この程度で済んでいるのは弱くとも加護があったおかげだろう。

　きれいな手をしていられるのは、身の回りの雑事をすべて召めし使つかいに任せて、自分は毎日クリームだの香こう油ゆだのをせっせと肌はだにすり込んでいられる、高貴な方々ぐらいだ。

　あるいは、人間離れした治ち癒ゆ力を持つ半竜か。ちらりとネイシスの手に目をやると、案あんの定じよう、長い指にはささくれひとつない。ニアナは内心羨うらやみつつ、彼の場合は安あん逸いつの証拠ではないのだと思い直して問いかける。

「そっちこそ、何やってたのか知らないけど、大変だったんじゃないの？　随分薄汚れちゃって、また牢屋にぶちこまれたんじゃないでしょうね」

　衣服の汚れようからして、彼が半竜でなければきっと、あちこちに大小多くの傷が残っているに違いない。すぐに治るとはいえ、最初から傷つかないわけでも、痛みを感じないわけでもないのだから、それなりにつらい思いはしているだろう。

　内心いたわりつつも口には出さなかったが、思いはしっかり伝わってしまったらしい。ネイシスが表情を変えるよりも早く、例によって胸の奥で光が明るくなった。

　ニアナは余計なことを言い出されないうちにと、急いで言葉を続ける。

「おしゃべり上手で人当たりのいい素敵な助手がいなかったら、いかに苦労するか、身に染みたんじゃございませんか先生？　なんでしたら今からでも、以前の感謝を形にしてくださって構いませんことよ」

　ほらほら何かよこしなさい、と催さい促そくしたニアナに、ネイシスがわずかに眉を上げて皮肉っぽい顔をする。

「大急ぎで飛んでくる前に、遅くなっても寄り道して貢みつぎ物ものを買うべきだったかな」

「……っ、だからっ、それは忘れろって言ってるじゃないの！」

　墓ぼ穴けつを掘ったニアナは赤くなって拳を振り上げる。ネイシスはそれを軽く受け止めてから、生真面目な顔でうなずいた。

「確かに実際、ここしばらくの間、君がいてくれたらと何度も願ったよ。人が何をもって信用の基準にするか、今さら思い知らされた」

「それはそれは、ご愁しゆう傷しよう様さま。まぁ、その仏ぶつ頂ちよう面づらじゃ信用されなくても仕方ありませんわよねー。堅かた物ぶつらしくは見えるにしても、やたらキラキラ頭だし、なんか会話は嚙かみ合わないし、詐さ欺ぎ師しとかなんとかっていうのとは別の意味で胡う散さんくさいもの。あたしの方がよっぽど安心して交渉できるってものでしょ」

　得意満面で胸をそらせたニアナに、ネイシスが「まったくだ」と同意した。

「君ほど噓うそをつくのが上う手まい人も、そういないというのにな」

「ちょっと！　それ褒ほめてないでしょ、ただの……」

　抗議しかけて、言葉半ばでネイシスと目が合う。続けて、

「ただの『事実』」

　ぴたりと二人の声が揃そろった。ニアナは笑ってしまい、怒る気も失せて、ネイシスの肩に自分の肩を軽くぶつける。

「ああもう、あなたの相手してると疲れちゃう」

　しかめっ面つらで文句を言いながら、それが楽しいと自覚する。こうして一緒にいて、言葉を交かわして笑ったり怒ったりできるのが嬉うれしい。

（敵かなわないわね、降参だわ。やっぱりあたし、この人が──）

　ごく自然に自覚すると同時に、予想もしないことが起きた。ネイシスがニアナの肩を抱き寄せて、額ひたいに軽く唇くちびるを触れさせたのだ。

「──っ!?」

　途端に羞恥に襲われたニアナは真っ赤になって飛びのき、両手で額を押さえる。

「なっ、なな、なにすっ、のぅあぁぁぁ!?」

　動どう揺ようして奇声を上げたニアナとは対照的に、ネイシスは平静な顔のまま不思議そうに小首を傾げた。自分が何をしたのか理解していないかのようにさえ見える。

「どうしたんだ？」

「どうしたじゃないわよ、ああああなた何考えて……っっ、なんのつもりで」

　ニアナがしどろもどろに言い返すと、ネイシスは困こん惑わくの表情になった。さすがに少々恥ずかしそうに、しかし相変わらずの真面目な態度で答える。

「君が好きだと、伝えたつもりでいたんだが」

「知ってるけど！　知ってるけどそれとこれとは、っていうか、いきなりびっくりするじゃないの!!」

　大体、あの時にネイシスが告げた「好きだ」はあくまで竜が人を好きだという意味でのことであるようにしか受け取れなかったし、その基準でいえばこんな行為をしてくるとはまったく予想できないのも当然なわけで、ある意味では安全だと思っていた相手に裏切られたも同然の衝しよう撃げきを受けても無理はないと……

「すまなかった」

　混乱しているニアナに、ネイシスが頭を下げる。はたと我われに返ったニアナは、自分が怯えと警戒を丸出しにして部屋の端はしまで逃げていることに気付いた。いくら動転したといってもこの反応は失礼だろう。

「こ、こっちこそ、ごめんなさい」

　もぐもぐ謝って、恐る恐る長椅子の近くまで戻る。ネイシスが失しつ笑しようし、何もしないという意思表示のつもりか、両手を広げて見せる。ニアナはさっきより少し間を広めに空けて、腰を下ろした。

　それからごほんと咳払いして、もはや粉こな微み塵じんになっている威い厳げんをかき集め、かなり強引に話を変える。これ以上、親密な雰ふん囲い気きが続いたら、耐えきれずに王宮から逃げ出してしまいそうだ。

「そ、そろそろ真面目に相談しない？　そもそもあなたを呼んだのは、個人的な理由ってわけじゃないんだし」

「ああ、そうだな」

　ネイシスは明らかに笑いを含んだ声で応じたが、同意した後は真顔になった。ニアナもほっとして、深呼吸してから意識を切り替える。

　この後じきにまた、広間に戻って王家の面々や騎士団長と協議しなければならないのだ。少しは打ち合わせをしておかないと、休憩時間を取ったうえ客室まで使わせてもらったのに申し訳が立たない。

　よし、と気合を入れてニアナは口を開いた。

「それじゃ、訊きくけど。さっき広間でシグルス陛下に向かって、竜の目で捜せば魔物を見つけられる、って言ってたわよね。それって、他の方法じゃ駄目なの？　竜の力でないと無理ってこと？」

「そうとも限らないが」

　ネイシスが質問の意図を訝しむように答える。ニアナは早口に続けた。

「だってほら、魔物なんてそうしょっちゅう出るものじゃないんだろうけど、この先も何かあるたびに、あなたや竜侯様に頼るわけにはいかないでしょ。祭司様とか、特別なおまじないとかで対処できるのなら、その方がいいと思うのよね。今回だって、あなたの仕事、急いで切り上げたんでしょう？」

「それは別に構わないんだが。父も、人の手に負えないことがあれば国や立場に関係なく助けに行っている」

「だとしても！　あたしが嫌いやなのよ、なんにもできずに助けが来るのをぼやっと待つだけなんて！」

　己の無力に対する腹立たしさを込めて、ニアナが力説する。

　ネイシスはその感情を読んでいるのか、すぐには答えずじっと彼女を見つめた。しばし沈黙してから、彼はいたって平静に、ただ少しだけ首を傾げて言った。

「たとえ外部の助けがなければ解決できない状況だとしても、君がまったく何もしないで待っているとは思えないんだが。どちらかというと、無む謀ぼうを承知で行動して危ない目に遭あうだろうに」

「ほっといてよ!!」

　思わずニアナは絶叫し、力いっぱいネイシスを突き飛ばした。この反応は予想外だったらしく、ネイシスは慌てて手をついて体を支えた。

「放っておけないだろう……」

「だからっ、そういう話をしてるんじゃないのよ！　ああぁもぉぅ！」

　久々の嚙み合わなさに、苛立つやら脱だつ力りよくするやらもどかしいやら、ニアナは一人でじたばたする。しまいに息切れして、がっくりうなだれた。

「うう、疲れる……本当に、なんでこんなのと……」

　嘆いたニアナの横で、元げん凶きようのネイシスが何食わぬ顔で言った。

「まあ、何が言いたいのかはおおよそわかるんだが」

「だったら、話を変な方向に捻ねじ曲げないでくださいませんかね、先生」

　げんなり唸ったニアナの胸中で、光が楽しげに揺れる。ニアナはぎろりと隣の青年を睨みつけた。

「……面白がってるでしょ」

　ネイシスは白しら々じらしく目をそらして答えない。ニアナは肘ひじで小突いてやってから、大きなため息をついた。

「とにかく、こっちでなんとかする方法があるなら、教えておいて欲しいのよ。万一ってことがあるでしょ。一匹だけだと思ってたら別のところにもう一匹いたとか、そんなことがあったら、あなた一人じゃ対処しきれないわけだし。惑わされるのさえ防げたら、騎士団の人達だって充分、魔物相手に戦えるでしょう？」

「そうだな。どの神でもいいが、しっかり加護を授かっている祭司が一人でもいれば、祝福してもらうことで魔物の影響は免まぬかれると思う。ただ、確かパルテノスには力のある祭司はいなかったはずだし、仮に誰か見付けられたとしても、今回の魔物については対処できないかもしれないが」

「どういうこと？」

「まだ確実なことは言えない。陛下の許しを得て、詳しく調べてから話そう。……もう謁見の間に戻っても平気か？」

　気遣われて、ニアナはいつの間にかすっかり心が晴れていることに気付いた。つい昨夜まで感じていた心細さも、漠ばく然ぜんとした不安や恐れや寂しさも、すべて跡あと形かたもない。

　手の届くところにネイシスがいる、ただそれだけのことが、これほど目覚ましい違いを生むとは我ながら驚きだった。

　ニアナは静かにひとつ深呼吸すると、にっこり笑ってうなずいた。

「ええ、もう大丈夫。行きましょう」
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　石いし畳だたみの広場を行き交う人の足が絶えることはない。

　大通りから吐はき出された人々が南北に広場を突っ切って、また大通りに吸い込まれる。横道から出てきて端はしをかすめるように渡っていく者、何をするともなくぶらぶらしている者。彼らを相手に様々な品物を商う者。

　そのすべてに、薄うすい色彩の靄もやがかかっている。

　ネイシスは広場の中央に佇たたずみ、それらの色を追っていた。明るい輝かがやき、不安定に揺ゆらめく赤や黄色、暗くくすんだ色、うごめく灰色の影。

　彼にとってはそうした色や光が、人間というものをあらわす『外見』だった。

　衣服や体格、年齢性別といったもの以上に、光は人の本質を教えてくれる。

　微かすかなざわめきも聞こえていた。不満や苛いら立だちのつぶやき、期待と喜びのはしゃぎ声──心の中にとどめきれずこぼれ出た声だ。むろん普通の人間の耳には聞こえない。

　ネイシスはじっと人々を観察していた。

　幼おさない頃はこの溢あふれかえる色彩と声とが苦痛だった。あまりに多くの存在に一度に触れて、すべてを把は握あくし理解しようとして熱を出したことも数え切れない。

　煩わずらわしさに耐えられず、人間のいない場所へ逃げようとしたこともある。叶かなうならばこの体を捨てて天界へ行ってしまいたい、と願ったことも。

　だがもう今は、冷静に対処できる。色彩と音の渦か中ちゆうで揉もまれることなく、距離を置いて観察する術すべを学んだし、己おのれを守ることも覚えた。

　静かに息を吸い、目を瞑つむる。普段は閉ざしている感覚を開き、意識の焦点をずらす。

　ゆっくり瞼まぶたを開くと、見える世界は一変していた。

　海だ。様々な形の岩にはりつく貝やイソギンチャク、波に揺れる海草の間を群れ泳ぐ種々の魚達。

　海に潜もぐるのが得意な父から教わったのは、本物の海での泳ぎ方だけではなかった。ネイシスはその場に留とどまったまま、視界だけをずっと先まで広げていく。

　銀色の腹を閃ひらめかせて泳ぐ小魚の群。一匹だけであてどなく漂ただようクラゲ。

　人の世界を映す精神の海は、実物に似ていながらも、まったく異質なものだった。ありえない種の取り合わせ、色や大きさもまちまちで取りとめがない。

　だがネイシスにとっては、どうでも良いことだ。捜さがすものの影を求め、ゆっくり視野を移していく。

（いた──あれか）

　ひときわ暗く濁にごった気配を見付け、ネイシスはそちらに意識を向けた。

　入り組んだ岩の迷路に身を潜ひそめる、凶きよう暴ぼうな肉食魚。ぶつぶつと怒りの泡あわを吐き出し、尾ひれで砂を搔かいている。

　どうやら間違いないようだ。それが潜む場所を記憶に刻み、感覚を切り替えて元に戻す──その寸前、

（なんだ？）

　視界の端を影がよぎった。小さくおぼろな、正体のよくわからない影。だがその印象の暗さは、さっきの肉食魚にも劣おとらない。

　どちらを追うべきか。迷った隙すきに、小さな影は岩場の向こうへ消えてしまった。

　ネイシスはしばし影の行方ゆくえを探さぐったが、網あみの隙間をくぐり抜けたそれがもう一度かかってくれる見込みはありそうになかった。

（とにかく、一番危険なものを片付けるのが先だな）

　懸け念ねんをひとまず置いて、ネイシスは竜りゆうの目を閉ざした。

「見付けました」

　端たん的てきに告げた相手は、さっきから近くで辛しん抱ぼう強く待っていたティリウスである。王族が危険な任務を買って出ることに反対もあったが、共和国の竜りゆう侯こうの息子むすこを王おう都とで野放しにするのか、と憤ふん慨がいする少年を、誰だれもなだめられなかったのだ。

　前騎き士し団だん長ちように教え込まれた共和国と竜侯への敵意は、覆くつがえされはしたもののまだ根が残っているらしい。単に何かと目上に反発する年頃というのもあるだろうが、ティリウスは一向に態度を和やわらげようとしない。

「よし、行くぞ。案内しろ」

　急せかしながらティリウスは己の剣に手をやる。それには前もってネイシスが触れ、光の加か護ごを施ほどこしてあった。魔ま物ものに惑まどわされるのを防ぐためだ。

　ネイシスはティリウスに対して余計なことは言わなかった。やっぱりここで待てとか、私の後ろにいろだとか、少年の神経を逆さか撫なでするようなことは、いっさい何も。

　黙だまって歩きだしたネイシスに、ティリウスはやや拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。

　ネイシスは迷いなく、一本の小路こうじへ入っていく。先日とは別の道だと気付いたティリウスは、「おい！」と呼び止めた。

「そこじゃない。あっちだ」

　彼はニアナに連れられて入った道を示したが、ネイシスは取り合わなかった。

「こちらですよ、殿でん下か。お疑いなら、好きな道へどうぞ」

　言うだけ言って、さっさと先へ進む。素そっ気けないあしらいをされて、ティリウスは顔を赤くした。

「本当にわかるんだろうな」

　不ふ機き嫌げんに唸うなりながら、それでも他に選せん択たく肢しがないので、ネイシスを追いかける。

　ネイシスは時々立ち止まって、建物越しに向こうを見るように目を細めたりしつつ、どんどん奥へ入って行った。

　しばらくしてティリウスが、緊きん張ちよう気味に声をかけた。

「なぜこの王都に魔物が出るんだ。共和国には魔物もいないんだろう？」

「彼らはどこにでもいます。存在が認められることは稀まれですが」

　ネイシスはごく当然のように答え、一呼吸置いて言い添えた。

「殿下、共和国とパルテニアを分ける線は、単に人間の都合で決めたものです。渡り鳥がその境を知らないように、魔物も闇やみの眷けん属ぞくも、住む国を選んだりはしません」

「……でも」

「違うと思われるのなら、一度ナナイスにおいでください。ご自身の目で確かめられる方が、納なつ得とくもできるでしょう。……そろそろです、お静かに」

　注意を促うながすと共に、ネイシスは慎しん重ちような足取りになる。ティリウスもそれに合わせるように歩調を緩ゆるめたが、じきに立ち止まった。

「それなら」

　悔くやしそうに絞しぼり出された声が震ふるえる。不ふ穏おんな成り行きに気付いたネイシスが振り返り、眉まゆを寄せた。

　ティリウスは剣の柄つかをきつく握にぎり締めてうつむき、歯を食いしばっている。肩かたを震わせて息を吸い込み、彼は激情を抑おさえてかすれる声で言った。

「それなら、フィロスが言ったことはすべて、噓うそだというのか。彼に教わったことすべてがでたらめで、俺が信じてきたことは何もかもまやかしだったと？」

「殿下……」

「フィロスは俺に、なんでも教えてくれたんだ。マイウス先生が言わないことも、皆が俺から隠かくしておこうとすることも、何もかも。俺を産んだのがどんな女で、なぜ母上が俺を厭いとうのか。あの男……父が、どれほど馬ば鹿かげたことをしているのか、パルテニアがどれほど共和国に後れをとっているか」

　ティリウスの目に涙が浮かび、声が次第に大きくなる。

「どうすればこの国をより良くしていけるか、どうすれば皆が俺を認めるか、フィロスは真剣に論ろんじ、俺の言葉にも耳を傾けてくれた。全部噓だったというのか!?」

　崩くずれ落ちる崖がけっぷちから手を伸ばすような、真冬の海で溺おぼれかけて流氷の欠片かけらにしがみつくような、ぎりぎりの叫び。

　あまりの必死さに、ネイシスは応こたえられず立ち竦すくむ。手を差し伸べない彼に向かって、ティリウスはなおも言い募つのった。

「ああ確かに、おまえが正義だったんだろう。フィロスのやり方は間違っていたし、おまえの介入があったからこそ危機を回かい避ひできたと皆が言うのも、きっとその通りなんだろう。だが俺は……っ！」

　ガタン、と物音が言葉を遮さえぎった。ネイシスに詰つめ寄っていたティリウスは、はっと我われに返って身構える。

　粗そ末まつな泥どろ壁かべの家と家の隙間から、ネズミが一匹飛び出して、瞬またたく間にどこかへ逃げ去った。思わずほっと息をついたティリウスの前に、ネイシスが進み出て剣を抜く。

　──ゴソリ。今度は確実に、人間だとわかる音がした。

「どうやら、魔物ではないようだな。言葉がわかるのならば出て来い」

　ネイシスが呼びかける。暗がりから、くっくっと低い笑いが届いた。

「殿下、嬉うれしゅうございますぞ……」

　狂きよう気きを孕はらんだ声が歓喜に震えている。ティリウスは、ねばつく黒い糸が己の身に絡からみついた気がして、反射的に後ずさった。

　まさかフィロスの亡ぼう霊れいか。いや、違う、あの声は。

　冷たい日陰にうずくまっていた黒い塊かたまりが立ち上がり、ゆらりと揺れて動き出した。一歩、二歩。通りに出る手前で人影は止まり、壁にもたれかかる。地面や壁から反射した弱い光が、その輪りん郭かくを浮かび上がらせた。

「……ヴェルス？」

　目にしたものが信じられず、ティリウスは疑わしげにつぶやいた。

　フィロスの腹心、かつての副団長ヴェルスは、汚れて固まった前まえ髪がみの下から、獣けものじみたまなざしをくれた。

「団長の教え、お忘れでないようで、実に喜ばしい」

「おまえ……逃げたのではなかったのか」

　数名の反逆騎士が追おつ手てを振り切り、逃亡したと知らされた、その中に副団長ヴェルスの名もあったはずだ。

　尋たずねたと同時に、風が吹いて悪臭を運んできた。血と汚お穢わい、名状し難がたい何かの腐ふ臭しゆう。

「逃げてはおらぬ！」

　ヴェルスの声が苛立ちの棘とげを帯びた。

「態勢を立て直すための、一時退避だ。それをあの愚おろか者ものどもは……やすやすと、変節しおった。団長の理想も、この国の危機をも振り捨てて、あさましく這はいずって己の命を拾おうと！」

　吐き捨てるように言い、彼は手にしていた剣で地面を突いた。既に鞘さやも剣けん帯たいもなく、抜き身のまま汚れのこびりついたそれは、ものの役に立つとは思われない状態だったが、ヴェルスはじっと愛いとしそうに刃やいばを見つめていた。

「下げ衆すなど要いらぬ、邪じや魔まなだけだ」

　歌うようにつぶやいて、彼はふたたびこちらに目を向けた。

「ああ殿下、何をしておいでです。そこにいるのは厚かましい死肉漁あさりの犬、偽ぎ善ぜん者しや面づらで隣人の家に上がり込み富を奪うばう盗ぬす人びとですぞ！　斬きり捨てておしまいなさい、殿下のお力ならば、そやつなど敵ではありませぬ！」

　明らかに狂人の挑発であるにもかかわらず、ティリウスは心がぐらつくのを感じた。無意識にネイシスを見やり、剣の柄を握る手に力を込める。

　と、手のひらがちくりと痛んだ。

「あつっ！」

　火傷やけどしたように手を離した瞬間、驚おどろくほど意識がはっきりした。揺らいだ心が立て直され、迷いが取り払われて感覚が明めい瞭りようになる。

　剣を通じて右手に宿った小さな星が、力を与えてくれるようだ。ティリウスは改めてしっかりと柄を握り、鞘を払った。

「ヴェルス。俺の剣の技量を認めるのなら、大人おとなしく諦あきらめろ」

　冷ややかに告げて、彼は攻撃の構えをとった。横でネイシスが保護者然と小さくうなずいたのが癪しやくに障さわったが、気は緩めない。

　ヴェルスは怒りもあらわに唸った。対照的に平静なネイシスが投とう降こうを促す。

「命が惜おしいなら助ける術を考えよう。惜しくないなら、これまでだ」

「忌いま々いましい小僧が……竜の力など地上に要らぬ、我らの土地を侵おかしておいて、あるじ面をしようとは」

　ごぼごぼ、と声に不快な音がまじった。腐臭が強まる。ネイシスが一歩踏ふみ出し、ティリウスも戦いの覚かく悟ごをかためたが、直後にヴェルスは大きく飛びすさって暗がりに身を隠した。

「待て！」

　ティリウスが反射的に走りだす。が、ネイシスは別のものに気を取られ、はっとなって背後を振り返った。

　狭い路ろ地じに飛び込んだティリウスは、ネイシスが動かないことに気付いて踏みとどまる。一人で深追いはできない。

「くそっ、逃げるなヴェルス！　戻ってこい！」

　嘲ちよう弄ろうするように、男の影がちらちら見え隠れしながら奥へと消えていく。

「くくく……殿下、邪魔な……は、消し……ましょう」

　切れ切れに届く不吉な言葉にティリウスがぎくりとした直後、ネイシスが呼んだ。

「殿下、戻ります！」

「ちっ！」

　意味は明らかだ。ティリウスは舌した打うちし、駆かけ戻った。

「王宮か!?」

「恐らく」

　並んで走りながら、ネイシスは短く答える。その横顔に焦しよう燥そうを見て取り、こんな時だというのにティリウスは妙みような優越感を抱いだいた。

「おまえでも焦あせるんだな」

　皮肉をくれた少年に対し、ネイシスは前を見たまま答えた。

「よく誤解されますが、私も人並みに不安や焦りを感じますよ、殿下。それに失敗もする。さっき見失った影が、どうやら魔物だったようです」

「なんだと？」

「最初に町全体を捜そう索さくした時、はっきりと見えた危険はあの男だけでした。しかし小さな影がひとつ……見付けたと思ったら、消えて」

「そいつが王宮に向かっているのか」

　ティリウスは歯は嚙がみした。

　魔物の狙ねらいは、ただの餌えさとしての人間ではない。ヴェルスの憎ぞう悪おによって変質したのであれば、当然、王宮の関係者に矛ほこ先さきを向けるだろう。崇すう拝はいする前騎士団長の命を奪い、理想を踏みにじった者達に。

（間に合ってくれ）

　同じ思いを抱いて、二人は走り続けた。




　その頃、ニアナは王宮で暇ひまをもてあましていた。

　いつも通り養よう護ご院いんで仕事をしていたのだが、念のために安全な場所にいて欲しい、とネイシスに言われて移動したのだ。

　魔物が先日捕とらえ損そこねた獲え物ものに執着しているかもしれないし、捜索することによって竜の力に気付き、つながりを持つニアナを襲おそうかもしれない。

　そんなわけで、ニアナは王宮の騎士団詰つめ所しよで厳重な警けい護ごのもと、エディクスと双すご六ろくをしているのだった。

「はい、あがり」

「もうですか？　敵かないませんね、賽子さいころの目まであなたに味方するなんて」

　連敗中のエディクスが情けない顔をし、無理やり面子メンツに加えられた騎士が、おざなりに慰なぐさめる。

「仕方ありませんよ、殿下、このお姫様は何もかも自分の手の上で転がすんですから。偶然の神だって思いのままに操あやつれるに違いありません」

「過分なお褒ほめにあずかり、恐縮ですわ」

　ニアナはわざとらしく慇いん懃ぎんに応じ、高こう慢まんな笑みを見せつけた。が、すぐに少し困った顔になり、駒こまを集めてなんとなくもてあそぶ。

「それにしても遅いですね……何かあったんでしょうか。そろそろ戻ってきてくれないと、いい加減にお仕事の邪魔で気が引けます」

　殊しゆ勝しようなことを言いつつ、ニアナは戸口を見やった。奥から出てきた騎士団長マイウスが、ふむと首を傾かしげる。

「居所と正体を確かめた上で、確保に応援が必要であれば騎士団に頼むと言われたが、まだ見付かっておらぬのではないかな。パルテノスは仮にも王都、魔物であれ人であれ、捜し出すにはいささかてこずるのも当然だ。そう不安な顔をするな、信じて待ってやらねばネイシス殿どのも男がすたるぞ」

　しかつめらしい顔をしておきながら、言葉尻じりで余計な茶目っ気を出してくれる。ニアナは一瞬言葉に詰まったが、目の前にエディクスがいるので迂う闊かつな反応ができない。

　動揺を隠し、手の中で駒をごりごりすり合わせる。

「別に、あの人の面めん目もくなんかどうでもいいですけど。ティル殿下が心配で……」

　言いかけた瞬間、脳のう裏りに警告の火花が散った。反射的に立ち上がり、身構える。

〈ニアナ、そっちに魔物が向かっている〉

　声が聞こえた。耳ではなく、体全体で受け止めるような感覚だ。いつものような漠ばく然ぜんとした意思ではなく、はっきりした言葉として伝わってくる。

〈今、追っている。警戒を〉

　了解の返事をしたいのだが、どうすれば良いのかわからない。それでも一応、相手には伝わったようだ。それ以上切せつ迫ぱくした言葉が送られてくることはなかった。

「ニアナ殿？」

　エディクスが不ふ審しんげに問いかける。ニアナは室内の一同を見回して告げた。

「魔物がこちらに向かっています。どういう状況になったのかわかりませんけど、警戒するように知らせがありました。……ああ、ええと、竜の力で声が届くんです」

　突然のことに当とう惑わくしている騎士らにも事態が伝わるよう、ニアナは一言付け加えた。

　マイウスが矢や継つぎ早ばやに命令を下す。国王に伝令を出せ、部署ごとに人員を避ひ難なんさせろ、二人一組で警戒態勢につけ──その後で彼はエディクスとニアナを振り向いた。

「エディクス殿下はここに留まられるのが一番安全でしょう。下へ手たに移動しようとして、途中で襲われてはかえって危ない。我々がお守りします」

「お願いします」

　エディクスはこわばった顔でうなずき、騎士が詰所の出入り口をかためる様子を見守った。唇くちびるを嚙んでいるのは緊張のゆえか、あるいは己の不ふ甲が斐いなさを思ってだろうか。

　ニアナも正直なところ、怖かった。

　魔物が一度に騙だませる人間の数は、そう多くない。だから大勢がまとまっていれば、感覚をごまかされて自みずから食われに行くようなことにはならない、とネイシスは言った。

　だがもし、予想外に魔物の力が強かったら、どうなるのだろう。

　突っ立ったまま、ニアナは双六の駒を握りしめる。息が詰まりそうだ。

「ニアナ殿」

　と、不意にエディクスが話しかけてきた。ニアナが振り向くと、彼はこっそり右の袖そで口ぐちから小さなナイフを出して見せた。ニアナが愛用しているものと似た形だ。

「剣の腕うでは相あい変かわらずですが、こちらは少し上達したんです」

　驚くニアナの前で、エディクスは恥はずかしそうに告白すると、器用にくるりとナイフを回して握り替えた。左の袖口からもう一本出すと、こちらは刃先を軽くつまみ、柄をニアナに向けてことさら優ゆう雅がに差し出す。

「よろしければ、どうぞ」

　意図しておどけた態度には、やせ我慢も虚きよ勢せいもない。あるのは覚悟だけ。ニアナも深くうなずき、ありがたく受け取った。

　二人のやりとりを見ていたマイウスが苦笑した。

「ご案じ召されずとも、近寄らせは……」

　言いかけ、はっと息を飲んで振り返る。

　一瞬のことだった。

　異様な物音がしたと思った時には、窓から不ぶ気き味みな巨体が飛び込んできた。

「ッ!?」

　マイウスが咄とつ嗟さに剣を構え、侵入者の一いち撃げきを受け止める。エディクスが驚きと恐怖の喘あえぎを漏もらし、ニアナも思わず悲ひ鳴めいを上げた。

「やだ、何こいつ！」

　マイウスの剣に弾はじき返され、魔物が壁際に跳とび下がる。その動きはカエルじみていたが、姿は悪夢の産物だった。

　トカゲに似た頭部には、左右に三つずつぼこりと眼球が飛び出し、それぞれ勝手に動いている。じゅるりと舌なめずりすると、開いた口にびっしり並んだ鋭するどい牙きばが見えた。

　しゃがみ込んだ体勢で床についている手は鱗うろこに覆おおわれ、三本指の先は鉤かぎ爪づめになっている。足は巨大なカエルそのものだ。灰色の皮ひ膚ふは一見柔らかく薄そうに見えるが、恐らく相そう当とう硬いに違いない。

　ぺたり、と足が動く。ニアナは生理的な嫌けん悪おでぞっとなって後ずさり、テーブルにぶつかってよろめいた。

　それが合図になったように、再び魔物が跳はねる。

「うぬッ！」

　マイウスが進路を阻はばみ、剣を振り下ろす。だが魔物は予想外の柔軟さで体を捻ひねり、口を開いて牙で剣を受け止めた。同時に後ろ足が強烈な蹴けりを放つ。

「──ッ!!」

　きわどいところでマイウスがかわすと、背後にあった椅い子すが代わりに部屋の反対側まで吹っ飛ばされて大破した。直後に魔物が悲鳴を上げ、剣を離してのけぞる。

「ギイィィィ!!」

　錆さびた門もん扉ぴをこじ開けるような悲鳴と共に、口から少量の血が飛び散る。

　マイウスは素早く下がり、油断なく構え直すと、

「天竜の加護を受けた剣だ、貴き様さまには勿もつ体たいない馳ち走そうだがとくと味わえ！」

　不敵に笑って再び攻撃に出た。

　ニアナはエディクスと共に少しでも安全な場所を探して逃げつつ、反撃の隙を窺うかがっていた。マイウス一人に任せてはおけない。剣に加護が施されているとはいえ、いつ魔物の虜とりこにされるかわからないのだ。

　幸いなことに敵が自ら屋内に入ってきたおかげで、カエルじみた脚力もあまり役に立っていない。これが屋外なら、魔物はマイウスを跳び越えて、二人の方まで来たかもしれなかった。

「ギギギ……ッッ、ギリ、モノ……」

　魔物の歯は軋ぎしりに言葉の断片が挟まる。マイウスは眉を寄せた。

「ウラ、ギリ、モノ……！」

　雑音の中に、確かに人間の声がまじっていた。聞き覚えのあるそれに衝撃を受けて、マイウスが怯ひるむ。途と端たんに魔物が襲いかかった。
















「食らえ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、ニアナが腕を振りかぶって小さなものを投げた。六つある目のひとつを直撃し、魔物が悲鳴と共につんのめる。マイウスは危うく下敷きにされかかったが、かろうじて避よけた。その足元に双六の駒が落ちる。

　魔物が片手で目を押さえながら立ち上がり、咆ほう哮こうする。それを期待していたニアナは、機を逃のがさなかった。

「もうひとつ！」

　振りかぶり、今度はナイフを口内めがけて投とう擲てきする。エディクスも素早く続いた。

　二本のナイフは、しかし、魔物に傷を与えられなかった。闇雲に暴れたのだろうが、魔物が振り回した腕に叩き落とされたのだ。

「助勢かたじけない！」

　その隙にマイウスが魔物の横に回り込み、一番皮の弱そうな脇わきを狙って突きを入れる。

　切っ先は届いた。が、浅手だ。ぬめりのある厚い皮にはじかれて、表面をわずかに裂さいたのみ。

　それでも魔物にとっては相当な痛みだったらしい。騒そう々ぞうしく耳みみ障ざわりな悲鳴を上げて跳ね回り、戸口を突き破って外へ逃げ出した。

　後を追ったマイウスが目にしたのは、守りを固めていたはずが昏こん倒とうしている騎士十数名。その体を踏みつけて逃げる魔物の向こうに、やっと追いついたネイシスとティリウスの姿。いかん、とマイウスは青ざめた。

「殿下、お逃げください！」

　当然ながら、ここまできて退ひくティリウスではない。大きく肩で息をしながらも、ネイシスに遅れじと勇いさましく剣を抜く。

　二人はなんの打ち合わせもないとは思えない連れん携けいで、鋭く斬りかかった。

　が、魔物の脚力が勝った。

「うわっ!?　なんだこいつ！」

　ティリウスが驚きよう愕がくの声を上げた時には、魔物は二人の頭上を軽々と跳び越え、瞬またたく間に姿を消してしまった。ネイシスはそれを一いち瞥べつしただけで追いはせず、剣をおさめると、倒れている騎士の一人一人に手を触れていった。

　じきにうめきながら騎士達が起き上がる。ネイシスは全員の手当てを終えると、ニアナの方へやって来た。

「怪け我がは？」

「おかげさまで、かすり傷ひとつないわ。そっちは？」

「問題ない」

　やりとりの間も、ネイシスはじっとニアナを見つめている。ニアナはいたたまれなくなって、逃げるように話題を変えた。

「ねえ、魔物って皆あんなの？　すっごく気持ち悪かったんだけど！　しかも図ずう体たいでかいし！　今までどこに隠れてたのよ、あんなのがいたら普通、嫌いやでも気がつくでしょ？」

「魔物には決まった姿はないんだ。不自然で不気味なことが多いが、あの大きさは恐らく変質した後で、憎悪と……餌を、食らった結果だろう。あの姿だから、元は手に載のせられるぐらいだったかもしれないが」

「やめて!!」

　カエルを摑つかんだ感かん触しよくを思い出してしまい、ニアナは悲鳴を上げる。ネイシスが不思議そうな顔をしたので、脛すねを蹴ってやった。

　そこへ、ティリウスの無事を確かめたマイウスが、不審げな声で割り込んだ。

「ネイシス殿。そちらは一体、どういう状況だったのですか。殿下にお怪我がないのは良いが、しかし……何があったのです」

　最後の質問は微かに難なん詰きつの色を帯びていた。ネイシスがティリウスを見やり、ニアナもつられて振り向く。少年は自分の殻からに閉じこもり、一人どこか遠くを睨にらんで立ち尽くしていた。干かん渉しようを拒こばむ気配が漂っている。

「魔物を変質させたのは、反逆騎士の生き残りでした」

　前置きもなく、ネイシスが淡たん々たんと告げた。マイウスの耳に先せん刻こくの声がよみがえる。裏切り者、との怨えん嗟さが。

「ヴェルスだった」

　彼方かなたを見たままティリウスが言った。

「ひどいざまだった。彼こそが化け物に見えたぐらいだ。それでも、彼はまだフィロスが正しいと信じていた」

　突き放すような口く調ちようを装いながらも、手は白くなるほど固く剣の柄を握っている。

　ネイシスはこわばった背中をじっと見つめ、それからマイウスに向き直った。

「マイウス殿。あなたがティリウス殿下の教育係として不足であったかどうか、私にはわかりません。しかし殿下は、不満を感じられていたようです。無難で都合の良い事柄だけを知らされ、ありのままの現実は隠されていたのだ、と。だからこそ殿下にとっては、フィロスの言葉が真実の重みを持ったのでしょう」

「殿下……」

　マイウスはそう呼びかけたきり、絶句する。ティリウスはぶっきらぼうに答えた。

「わかっています、先生。フィロスも自分に都合のいいことを吹き込んだだけだった。それを勝手に信じた俺が愚かだったんです」

　傷ついているのは傍はた目めにも明らかなのに、ティリウスはあくまでも強がる。

　マイウスがたまりかねて歩み寄り、肩に手を置くと、ティリウスは激しい勢いでそれを払いのけた。

「いちいち可か哀わい想そうな子供扱いするな！　誰も彼も……っ、そんなに俺は弱くてみすぼらしいか!?」

「申し訳ございません」

　怒ど鳴なったティリウスに、マイウスは深く頭を下げた。

「神々に誓ちかって、殿下を軽かろんずる意図はなかったのです。しかし必要以上に殿下を守ろうとした結果、かえって誇ほこりを傷つけてしまいましたな。か弱い兎うさぎの仔こではなく、雄お々おしい獅し子しの仔であったというのに、我々が見誤っておりました」

　マイウスは深い情のこもったまなざしを注そそぎ、己の感情をごまかすように咳せき払ばらいしてから続けた。

「誰もが、殿下には遠えん慮りよしておったのです。先の王おう妃ひ様の不ふ興きようを買うのが恐ろしく、かつまた、殿下を不用意に傷つけるのではないかと案じたがゆえに、当たり障りのない対応しかできなかった。幾いく重えにもお詫わび申し上げます、殿下」

　改めて謝罪したマイウスに、ティリウスは「もういい」とつっけんどんに応じる。意地もあって引っ込みがつかないのだろう。

　そこへネイシスが口を挟んだ。

「マイウス殿。政治や思想の是ぜ非ひはともかく、ひとつは確実に、殿下の思い込みを正すことができるはずです」

「思い込み？」

　ティリウスが露骨に不機嫌な顔をしたが、ネイシスは無視して続けた。

「ティリウス殿下の、血の母上がどのような女性であったか。あなたはご存じですね」

「むろんだ」

　マイウスは面食らって答え、次いでティリウスを見て眉をひそめた。

「まさか……殿下はどのように聞かされたのですか。いや、お答えくださらずとも結構。ああ、無理もありませんな、あの頃は誰も本当のことは語れなかったでしょう。ティリウス殿下、彼女はたいへん善良で美しい女性でした」

　マイウスが簡潔に告げると、ティリウスは心底驚いた様子で目をみはった。声を失っている少年に、マイウスは思い出を嚙みしめるようにして話す。

「確かに、少々不用心で鈍どん感かんなところはありました。しかし分け隔へだてなく優しく、親切で、恨うらみ言ごとや誰かの悪口など決して言わず……ですから、皆に慕したわれておりましたよ。我々騎士も、彼女を単なる使用人として見下げる者などおりませんでした」

　しみじみとマイウスが言い終える。じっと見守っていたニアナは、真ま面じ目めぶってふむとうなずいた。

「なるほど、マイウスさんの片思いだったわけですね」

「──っ!!」

　マイウスが見る見る赤くなり、ティリウスが空気にむせる。ニアナはわざとらしく驚き、にんまりと意地の悪い笑みを広げた。先刻余計な茶目っ気を出してくれた礼だ。

「あら図星」

「な、なっ、何を……、いや殿下、誤解ですぞ、私は決してそのように不届きな」

　慌てるマイウスに、ティリウスが複雑な顔をする。ニアナは調子づいて追撃した。

「そんなに恥ずかしがらなくても。美しい純情じゃありませんか、それとも何か『不届きな』思いを抱いてらしたんですか？」

「こらッ！　女おな子ごがそのように、はしたないことを言ってはならん！　口を慎つつしめ!!」

　マイウスは雷を落としたが、気の毒どくなことに耳まで真まっ赤かになっている。ニアナが笑い崩れ、とうとうティリウスも、仕方なくのように笑い出した。

　してやられたマイウスは一人苦虫を嚙み潰つぶしたが、しかし、やっと笑顔になったティリウスを見ると文句も言えず、ひたすらじっと耐え忍ぶのだった。
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「ヴェルスがまだ生きておったとはな」

　国王シグルスはネイシスの報告を聞き終え、苦々しく唸った。室内には二人の王おう弟ていと騎士団長のほか、ニアナとネイシスが同席していた。

「ではつまり、ヴェルスを捕らえねば、魔物を倒してもまた同じようなものが現れるかも知れんのだな？」

　シグルスの問いかけにネイシスがうなずく。エディクスが遠慮がちに質問した。

「先にヴェルスを捕らえてしまえば、魔物も大人しくなりませんか」

「ああまで変質してしまっては、もう元には戻らないでしょう。今はヴェルスの恨みに縛しばられて、魔物もやはり先日の一件にかかわった者を狙っているようですが、彼が死ねば標的を絞ることなく、怒りと飢えのまま手当たり次第に人を襲うとも考えられます」

　ネイシスが答え、マイウスが渋じゆう面めんになった。

「ならば、まずは魔物を倒すのが先決。しかるのち、次の魔物が現れる前にヴェルスを捕らえるべきでしょうな。竜の目をもってしても、魔物の居所を摑むのは困難なようでありますが」

「見えないわけではないのですが、見失いやすいのです。変質したとはいえ、本来彼らはぼやけた存在ですから」

　ネイシスが小さく低頭したので、いや、とマイウスは急いで言葉を継ついだ。

「不平ではござらん。我々だけでは手の打ちようもないところを、助力いただき感謝しております。それにどのみち、居所がはっきりわかるとしても、そこへ行くまでに逃げられてしまうでしょう。あの馬鹿げた脚力には到とう底てい敵いません」

　マイウスが首を振り、魔物の姿を間近で見た面々はそれぞれ顔をしかめた。ティリウスが悔しそうに剣の柄を指で叩く。

「結局、向こうが襲ってくるのを待つしかないのか。いつ来るかとビクビクしながら、四六時中騎士の壁に囲まれて」

「養護院の方はもっと困りますよ」

　ニアナは助けを求めるように皆を見回した。

「私があそこにいるせいで目をつけられたんだとしたら、これからも子供達が狙われるかもしれません。もちろん子供達は王宮のことには何のかかわりもありませんけど、恨みを晴らすのではなく、ただ……その、餌にするなら、王宮の皆さんよりよっぽど楽に狩かれる獲物です。でも、だからって騎士団は守ってくれないでしょう？」

　悲観的な予想を口にしながらも、一いち縷るの望みをかけてマイウスを見る。だがやはり、彼は沈痛にうなずいた。

「誠に遺い憾かんながら、貴き殿でんの言う通りだ。まったくもって人手が足りん。王宮の守りを固めるだけでなく、町の捜索と警戒も行わねばならんことを考えると、とても……。そもそも、我々騎士団とて彼奴きやつに狙われておるのだから、それが子供達のまわりにおっては逆効果かもしれんぞ」

「ああ、そうか、そうですよね」

　言われて気付き、ニアナは天を仰あおいだ。八方手詰まりだ。何か良い方法はないものか、と考えた時、まるでそれをなぞるかのようにエディクスがつぶやいた。

「時と場所を定め、両者をまとめて誘おびき出せたら良いのですが」

　そう、問題はそこなのだ。

　誘き出すだけなら、何もせずとも向こうが仕掛けてくるだろう。こちらが有利な時と場所を選び、準備を整えて迎むかえ撃うつことができないから、厄やつ介かいなのだ。

（何か催もよおし事でもあれば、格かつ好こうの的になるんだろうけど。この前の演劇祭みたいなのじゃなくて、王族が主役の……特にお祝い事なら、絶対ぶち壊しに来るはず）

　と、そこまで考えて、いきなり閃いた。

　ニアナはがばっと顔を上げ、深しん緑りよくの目を真ん丸に見開いた。その凝ぎよう視しの先にいたティリウスが、ぎょっとなって怯む。たじろぎつつ警戒した彼にお構いなく、ニアナはずいと詰め寄った。

「ティル殿下！」

「な、なんだいきなり」

「結婚しましょう!!」

「──はァ!?」

　一呼吸置いてティリウスが素すっ頓とん狂きような声を上げ、エディクスが喉のどを詰まらせてげほげほ咳せき込んだ。

「この非常時に何を言い出すんだおまえは！　切せつ羽ぱ詰つまって理性が吹っ飛んだか、それとも冗じよう談だんのつもりか!?　誰がおまえなんかと!!」

　ティリウスは狼ろう狽ばいのあまり真っ赤になって叫び、シッシッと手で追い払いつつ後ずさりで逃げる。ニアナは大おお袈げ裟さに悲しそうなそぶりを見せた。

「ひどいですわ殿下、そこまで嫌きらわなくてもいいじゃありませんか。これでもあたくし、花も恥じらう乙女おとめですのに」

「乙女がいきなり食いつくような勢いで求婚するか！　鏡を見てから出直して来い！」

　暴ぼう言げんというより悲鳴を上げるティリウスに、やれやれとネイシスが声をかけた。

「殿下、落ち着いてください。時と場所を定めて誘き出すための方便ですよ」

「……あなたはもうちょっと慌ててくれてもいいんじゃないかしら」

　あっさりばらされたニアナが、じろっと恨めしげに睨む。だがネイシスはいたって平静な態度のまま、肩を竦めて応じてくれた。

「さっきの君の顔を見た瞬間、またとんでもないことを言い出すのは予想できたからな」

「くっ……可か愛わいくない……ティル殿下をちょっと見習いなさいよ」

「人をからかって遊ぶのも、ほどほどにした方がいいぞ」

　しれっとやりとりする二人に、放り出された形のティリウスが怒鳴る。

「からかうな！　可愛くもない！」

「あら殿下、可愛げって大事ですわよ？　このキラキラ頭の先生様みたいに、面おも白しろ味みも可愛げもない殿方なんて、女にとっては本当につまらないんですから」

「つまらなくて結構だ！」

　むきになるティリウスを見かねて、とうとうシグルスが割って入った。

「ティリウス、いちいち反応するから余計に調子づくんだ。いい玩具おもちやにされるだけだぞ、悔しくともそれを隠して受け流せ」

「…………」

　長ちよう兄けいにして国王陛へい下かその人にたしなめられては、ティリウスも黙るしかない。

　ようやく場がおさまると、シグルスは複雑な顔でニアナに問うた。

「狙いはわかったが、なぜティリウスを？」

　答える前に、ニアナは騒がせた詫びに一礼する。顔を上げた時には、ふざけた色はすっかり消えていた。

「ヴェルスがまだ、ティリウス殿下を自分の側に引き込めると見ているからです。彼にとっては唯ゆい一いつ、王宮をもう一度掌しよう握あくするための手駒でしょう。それが、すべての元げん凶きようである偽にせ竜侯を演じた私と結婚するとなったら、黙って見ているはずがありません。それに、失礼ながらティリウス殿下は……庶しよ子しで、しかも末子です。素す性じようの怪あやしい平民を妻にしても、それほど不自然ではないかと」

「どう考えても俺が選ぶ性た質ちの女じゃないがな！」

　我が慢まんできなかったらしい、ティリウスが低く唸り、ニアナは首を竦めた。

「まあ、ご本人の好みだとかなんとかは、あちらさんだって知らないでしょうから、そこは問題ないと思いますけど。さらにもうひとつ理由を挙げるなら……殿下なら、何かあった時に自分の身を守れますから」

　暗に頼りないと言われたエディクスが、赤くなってうなだれる。ニアナは彼に向かって、真しん摯しに詫びた。

「失礼をお許しください、エディクス殿下。もちろん、さきほど殿下が見せられた勇気と、ナイフの腕前は承知しています。でもあの魔物相手に、小さな武器では通用しません。花はな婿むこと花はな嫁よめは式の間、祭さい壇だん前で無防備になります。そこを襲われたら……。殿下、あなたはきっと、私を守ってくださるでしょう。それこそご自分の身を盾たてにしてでも。ですがそんなことになったら、私はここにいる皆さんに顔向けできません」

「……ええ。おっしゃる通りです」

　エディクスは寂さみしげに微笑ほほえみ、小さくため息をついてから、ティリウスに目をやった。

「花婿役ならば、王族の礼装には宝剣も含まれますから、実用の剣を擬装して佩はくと良いでしょう。確かにティルが適任です。とは言え、あの化け物を相手取るのはさすがに心配ですが」

　言葉尻で不安げになったエディクスに、マイウスが横から請うけ合った。

「なに、一度彼奴を引きずり出せたら、後は参列者全員で滅めつ多た斬ぎりにしてやれば良いのです。最初の一撃を防げるかどうかが重要なだけで、あとは我々にお任せくだされ」

　逃げられたのがよほど悔しかったらしい。早くも戦意満々である。シグルスは微かに苦笑し、次いでネイシスに視線を向けた。

「貴殿はどうだ、この案に賛成か」

　言外に含みを持たせた声こわ音ね。大事な女を、偽いつわりとはいえ他人の花嫁にしてもいいのか、と確認したかったらしい。だがネイシスは気付いた様子も見せず、いつものように淡たん泊ぱくにうなずいた。

「良い考えだと思います。主おも立だった参列者にはあらかじめ事情を知らせ、協力を要よう請せいしてください。当日、祭壇周辺に立つことになる方には、私が加護を施します。むろんティリウス殿下にも」

　それなら少しは安心でしょう、と言うように、彼はエディクスを見やる。弟思いの兄から感謝の目礼を受け、ネイシスはシグルスに向き直った。

「急ぎ準備を始めましょう。これ以上の犠ぎ牲せいが出ないうちに」

「ああ」

　シグルスが決意と共にうなずき、一同それぞれ気を引き締める。と、そこで不意にネイシスがニアナを振り返り、ごく微かに笑みを浮かべた。

「君の花嫁姿が見られるわけだな、楽しみだ」

　束つかの間ま、時が止まる。次いで、

「この、馬鹿あぁぁッッ!!」

　照れ隠しにしては大きすぎる叫びが、王宮に響ひびき渡った。

　立りつ哨しようについている騎士達は互いに顔を見合わせ、ここ数日で早くも慣れてしまった状況に苦笑したのだった。
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　わずか十日ほどの間に、慌あわただしく準備が進められた。

　と言っても、実際に要したのは周知のための日数で、調ととのえるべき支し度たくは多くはなかった。本当に婚こん儀ぎを執とり行うわけではないので、祝しゆく宴えんのご馳ち走そうや参列者への土産みやげを用意する必要もない。さすがにそんな費用がかかるとなったら、実行の許可は出なかったろう。

　最も重要なのは衣装合わせだった。花はな嫁よめも花はな婿むこも、代々受け継つがれた衣装があるのだが、細かいところは仕立て直したり装飾を変えたりする必要がある。

　今回はさらに身を守る工く夫ふうも必要なので、針はり子こ達も、ああでもないこうでもないと知恵を絞しぼって試行錯さく誤ごしていた。動きやすいように、急所にこっそり防ぼう具ぐをつけられるようにと、あの手この手を考案する。

　仕事熱心な針子に囲まれて、初めて衣装に袖そでを通した時、ニアナは芝しば居いのためだとわかっていても、胸の高鳴りを抑おさえられなかった。

　花嫁衣装は上質の麻あさで、伝統的な純白、というか単に染色していない生き成なりの布地に、同じく白糸で刺し繡しゆうが施ほどこされていた。帝国時代の貴族なら漂白した麻か、もっと贅ぜい沢たくに絹きぬを用いて小粒の真しん珠じゆを飾ったりもしたが、そんな華美は遠い過去になった。

　だがそれでも庶しよ民みんのものよりは格段に上質だし、なんと言ってもこれは舞台衣装ではない、本物の花嫁衣装なのだ。

（あたしがこんな晴れ着を纏まとうなんてね）

　ほろ苦い笑みがこぼれた。うんと幼おさない頃は、いつか自分も『およめさん』になるのだと憧あこがれていたが、芸人一座に売られた後は、それもいつしか諦あきらめていた。

　一人になってさまよっていた間は、小さな商店の跡あと取とり息子むすこに見み初そめられたりしないかと実利的な望みをかけたが、それはもう昔の純粋な憧れとは別物だった。

　なのに今になって、こんな豪ごう華かな衣装を着て、しかも立りつ派ぱな神しん殿でんで大勢の参列者に囲まれて式を挙げることになろうとは。

（相手が殿でん下かなのが残念だけど……）

　祭さい壇だん前に並ぶところを考え、想像の中で隣に立つ人物を見上げる。キラキラ輝かがやく金きん髪ぱつの青年が振り向いて、琥こ珀はく色の目でこちらを──

（って違う違う！　何考えてるのあたし！）

　無意識に相手をすりかえてしまい、ニアナは慌てて頭かぶりを振った。火ほ照てって熱くなった頰ほおに両手を当て、妄もう想そうを消し去ろうと目を瞑つむる。だが脳のう裏りに浮かんだ情じよう景けいはあまりに甘かん美びで、せめてもう少し味わわなければ捨てられそうにない。

（無理よ、わかってるでしょ？　あたしはネイシスについて行かないし、向こうだって、故郷や仕事を捨ててあたしのそばにいてくれるわけじゃない。だから無理）

　自分に言い聞かせながらも、空想の幸せな結婚式を進めていく。ネイシスなら、きっと礼装も似合うだろう。手に手を取って、ゆっくりと神殿の通つう廊ろうを歩く……花びらが撒まかれ、参列者の居並ぶ拝殿に着く。二人一いつ緒しよに進み出て、祭壇で共に宣せん誓せいし……

（それが済んだら、じゃあまたね、って別れてお家うちに帰るわけ？　馬ば鹿かじゃないの、いい加減にしなさいよ、あたし）

　いじましく妄想に浸ひたるのではなかった。甘さが消えて、苦い後味だけが舌したに残る。ため息をついて顔から両手を下ろした時には、もうすっかり熱も引いていた。

（これはあくまでお芝居なんだから。敵を誘おびき出すための罠わなで、この衣装だって……結局は、舞台衣装ってこと。しっかりしなきゃ）

　よし、と気を取り直したところで、それを待っていたかのようにネイシスが現れた。妄想の余よ韻いんでニアナはぎくりとしたものの、針子に包囲されているので逃げられない。

　ネイシスは彼女の緊きん張ちようを察することもなく歩み寄り、開口一番、

「きれいだな」

　などと率直に褒ほめてくれた。お世せ辞じでなく本心であるなら、もっと賛さん嘆たんを表すべきだろうに、相あい変かわらずの無表情である。これが現実ってわけね、とニアナは醒さめた気分で眉まゆを上げた。

「それ、この素す敵てきな衣装についての寸すん評ぴようですかしら、文化委員さん？」

「ああ。刺繡の意い匠しようが古典柄を踏とう襲しゆうしていて、奇をてらっていないのがいい。運針も細かく丁てい寧ねいだ。恐らく仕立てられたのは初代王おう妃ひの時で八十年ほど前だろうが、保存状態も悪くないな」

「ちょっと、本当に服のことなの!?　花嫁姿が楽しみだとか言ったのは、王家の礼装が見られるかもっていう期待だったわけ？　お役人様のキラキラ頭には仕事のことしか入ってないんですかね！」

　ニアナは怒ど鳴なって拳こぶしを振り上げたが、即座に「動かないで」と針子に腕うでを叩たたかれてしまった。仕方がないので顔だけで怒りを表現し、唸うなりながらネイシスを睨にらみつける。

　ネイシスは屈かがんで裾すその刺繡をじっくり鑑かん賞しようしていたが、立ち上がってニアナの不満顔を見ると、小首を傾かしげた。

「何を怒っているんだ？」

「別に。お役人様にとってはどうでもいいことですわよ、お気になさらず！」
















　ニアナは膨ふくれてぷいとそっぽを向く。ネイシスはちょっと考えてから、ようやく思い至ったらしく「ああ」と納なつ得とくした。

「そうだった、君達は『衣装を着た自分』を評価されたいんだったな。すまない」

「……なんでそういう言い方になるのよ……」

　がく、とニアナは頭こうべを垂れ、疲れた気分でネイシスに目を戻した。

「普通、着飾った女性に対して『きれいだ』って言ったら、それって衣装込みでその人が美人だっていう褒め言葉でしょ？　服だけ切り離すのっておかしくない？　同じ服でも、着る人によって映はえたり野や暮ぼったくなったりするじゃない」

「君の言う通りだ。彫像や絵画ならそう思えるんだが」

　素直に認めたネイシスは、少しばかり面めん目ぼくなさそうである。ニアナは呆あきれ、次いでやっと、相手の特殊な視覚について思い出した。

「あー……ああ、そっか、そうだったわね。ごめんなさい、あなたにどう見えてるかってこと、忘れてたわ」

　竜りゆうの視覚をもつ彼にとっては、人の容姿だけではなく内面を表す様々な色を加えたすべてが『外見』になる。ニアナが個性的に見えたのも、衣服のゆえではなく内面の複雑さゆえだったと聞かされた。

　そんな彼にしてみれば、どんな身なりをしていようとも、その人物自身の見え方は大して変わらないのだろう。むしろどんな感情を抱いだき何を考えているか、健康か不健康か、そんなことの方が『見た目』に変化を与えるに違いない。

　ニアナは改めて眼前の青年をつくづくと眺ながめた。

　こうしてすぐそばに立っていても、見ている世界がまったく違う。それはエディクスと貧しい地区を歩いた時にも思ったことだが、ネイシスの場合はもっと根本的な、生まれつきのどうしようもない部分で異なっているのだ。

　価値観や経験の違いといった程度に留とどまらない。感じ方も、考え方も、同じ人間として想像する範囲から少しばかり逸いつ脱だつしている。

（ああもう、本当に、なんだってこんな面めん倒どうくさいのを……）

　すっかり癖くせになった繰くり言ごとを心中でつぶやき、ニアナはため息をついた。

　すると針子が、手を動かしながら慰なぐさめるように言った。

「そんなに残念そうな顔しないで、せっかくこんな豪華な花嫁衣装が着られるんだから。うらやましいぐらいよ。もう本当に結婚しちゃったらどう？　いいお年頃なんだし」

　くすくす笑って、無責任にけしかけてくれる。世間の女はほとんどが十七、八歳で結婚するので、ニアナも最近こうした悪意のないからかいを頻ひん繁ぱんに受けていた。

「ティリウス殿下が聞いたら憤ふん死しするから、冗じよう談だんでもやめて差し上げてくださいな」

　ニアナは苦い笑みで受け流し、ちらりとネイシスの反応を窺うかがう。が、幸いにして彼は、何か別のことに気を取られているようだった。どこか彼方かなたを見るような風ふ情ぜいで立ち尽くしている。

「どうかした？　また精せい霊れいさんとお話し中？」

　軽い口く調ちようで問いかけたニアナに対し、ネイシスは数回瞬まばたきして振り返った。

「いや、町の様子を確かめていた。幸い今のところ、新たな犠ぎ牲せい者は出ていないようだ。影の動きがない」

　さらりと告げられ、ニアナは浮ついた気分に冷水を浴あびせられた。そうだった、花嫁衣装がどうだとか、軽けい薄はくなことを考えていられる状況ではなかったのだ。

　ニアナはぎゅっと拳を握にぎって、気を引き締めた。

「そう……良かったわ。竜の目ってすごいのね。前は、壁かべを透すかして中身が見えるわけじゃないって言ってたけど、ひとつの町全体を見渡せるなんて、とんでもないわよ。おかげで心強いわ」

　自みずからを励はげますように言ったニアナに、ネイシスは生き真ま面じ目めな答えを返す。

「いつも見えているわけじゃない。それに実際、見えるのはある程度の精神活動をする生き物だけだ。箱の中身を当ててみろと言われても無理だし、迷い猫ねこを見付けるのも難しい。君達が想像するよりも、できないことの方がずっと多いんだ」

「迷い猫、捜さがしてくれって頼まれたの？」

　思わずニアナは失笑しつつ聞き返す。ネイシスはやや憮ぶ然ぜんとしてうなずいた。ニアナはさらに笑いたくなるのをぐっと堪こらえ、強しいて意識を別のことにそらせた。

「できないこと、って話だけど。あなたがこっちに来た日に、あたし、竜の力に頼らなくてもなんとかできないか、って訊きいたわよね。あれは……」

「今回は無理だな」

　ネイシスは端たん的てきに答え、首を振った。

「普通の魔ま物ものが相手なら、祭さい司しにもできることはいくらかある。惑まどわされにくいし、本人が授かっている加か護ごのおかげで魔物に忌き避ひされて狙ねらわれにくい。祭司が祝福を授けた相手にも多少は同じ効果が出る。ただ、今回の魔物はかなり特異だ。恐らく太た刀ち打うちできないだろうな」

「そっか……」

　ニアナが残念そうにうつむくと、ネイシスはその頭を軽くぽんと撫なでた。

「気にせず頼ってくれたらいい。竜の力があっても、気を抜いていたら魔物に幻げん惑わくされる。そのぐらい魔物というのは曖あい昧まいな存在なんだ、普通の人間が意地だけで立ち向かってどうにかなる相手じゃない」

　なだめるように言われて、ニアナは不服の上うわ目め遣づかいになる。ネイシスは怪け訝げんそうに小首を傾げた。

「意外だな。君は利用できるものを利用するのに、ためらう性た質ちではないと思っていたんだが」

「失礼ね、人を厚かましいたかり屋みたいに言わないでよ！　あたしだって慎つつしみぐらいありますわよ、お生あい憎にくさま！」

　ニアナは声を荒らげ、はずみでげほごほ咳せき込んだ。

「うう、ごほっ……あなたと話してると怒鳴ってばっかりで、喉のどが嗄かれるわ。ただでさえ、さっきから動けなくて喉渇かわいてたのに……お水ちょうだい」

　部屋の隅すみにある小しよう卓たくを視線で示し、ニアナが頼む。針子が待ち針を打ちながら呆れた。

「言ってくれたらいいのに」

「だって皆忙しそうだし、手を止めさせたら悪いと思って」

　そんなやりとりの間に、ネイシスが水差しから陶とう器きのコップに水を注ついで戻って来た。そしてそのままそばに寄り、「ほら」とコップをニアナの唇くちびるにあてがう。予想外の行動をされ、ニアナは赤くなった。

「やめて、自分で飲むわよ！　こぼしたら大変じゃない」

「持てるか？　……離すぞ、落とすなよ」

　ネイシスの方はまったく単純に、手が動かせないだろうからと慮おもんぱかっただけらしい。ニアナが針子の様子を窺いつつ腕を上げてコップを取ると、慎しん重ちように手を離した。

　ニアナは自や棄け酒ざけでも呷あおるがごとく、ぐいぐい水を飲み干し、空のコップを突き返す。

「ありがと、ごちそうさま！　あなたって時々、人を五歳の子供みたいに扱うわよね」

「さすがに五歳だとは思わないが、子供扱いされても文句は言えない歳としだろう」

　しらっと切り返された。ニアナは頭に血が上り、思わず襟えり首くびを摑つかみ上げそうになる。針子に衣装を押さえられていなかったら、殴なぐりかかっていただろう。

「ちょっと、人をいくつだと思ってるの」

「まだ十八じゃなかったか？」

「もう十八よ！　それこそこのまんま、お嫁に行ったっておかしくない。れっきとした大おと人ななの、馬鹿にしないで！」

「君は……」

　ネイシスは複雑な顔で何か言いかけたが、途中でやめた。怒りと悔くやしさに歯を食いしばるニアナを正面からじっと見つめ、小さく首を振る。

「いや、なんでもない。長居して邪じや魔ましたな。失礼」

　あっさり詫わびて、彼はそのまま出て行ってしまった。

　置き去りにされたニアナは、突っ立ったまま拳をきつく握りしめる。

（あたしは子供じゃない。甘ったれた、一人で何もできない子供じゃない！）

　届くかどうかわからないが、心の中で相手に向けて大声を上げる。だが応いらえはなく、ただ柔らかい温もりが尖とがった感情を受け止め、吸い込むだけだった。

　──悔しい。

　以前なら、一ひと泡あわ吹かせてやる、と対抗意識を燃やすこともできた。しかしもう無理だ。相手のことを知れば知るほど、遠い存在なのだと思い知らされて、否いや応おうなく分ぶをわきまえるしかなくなっていく。

　竜の足元をちょろちょろするコマネズミ。彼はそれを見て面おも白しろいと言い、小さく弱い生き物を思いやり、世話をしてくれるのだろう。

　だがそれは、己おのれの望みではないのだ。

　ぎゅっと目を瞑ると、不意にティリウスの姿が脳裏をよぎった。気遣う者の手をことごとく振り払う、意い固こ地じな少年。

（殿下、案外あたし達、似たもの同士かもしれませんね）

　だからこそ彼は、ニアナにやたらと険けんのある態度をとるのかもしれない。

　寂さびしい微笑が口の端にのぼる。

　ニアナ自身もティリウスに対し、姉のような気持ちを抱いてしまうから、つい手を差し伸べる気持ちも、それをはねつけられるつらさもよくわかる。だが同時に、哀あわれみを厭いとうティリウスの意地にも共感できる。

　どうすれば折り合いをつけられるのか、考えても答えは出そうになかった。




　王おう弟ていティリウスの結婚告示が出されると、何も知らない市民はざわめいた。

　とりわけ騒さわいだのは、養よう護ご院いんの子供達だ。院長やエオンには、くれぐれも内密にと念を押した上で芝居なのだと打ち明けたが、内緒話が通用しない子供相手に真実は漏もらせない。

「ニアナ、およめさんになるの？」

「いなくなっちゃうの？　やだー！」

「行っちゃやだー!!」

　口々に駄だ々だをこねて、幼い子供達が足や裾にしがみつく。ニアナは困り顔でなんとかなだめようと苦戦していた。

「ほらほら、泣かないで。遠くに行くわけじゃないんだから、これからも毎日ちゃんと皆の顔を見に来るわよ、心配しないで」

　ニアナの言葉を聞いて引き下がる子もいれば、一度泣き出してしまうともう何を言っても聞かない子もいる。腰から下にびっしり子供をぶら下げた状態で、ニアナはやれやれと天を仰あおいだ。

　見物しているエオンはいい気なもので、にやにやしながら皮肉をくれる。

「まぁ、物好きな貰もらい手が見付かって良かったよな、お姉サマ。でなきゃ一生、花嫁衣装なんて着られやしなかっただろうし」

「うるさいわね、あたしの神こう々ごうしい晴れ姿を見て平ひれ伏ふすがいいわ！　……って言いたいところだけど、当日は一般人は神殿に近寄れないから、覗のぞきに来て騎き士しさんに迷めい惑わくかけるんじゃないわよ。チビっ子が抜け出さないように目を光らせといてよね」

　冗談に紛まぎらせて、注意を伝える。エオンは首を竦すくめながら、一座で使われていた了解の合図を指で示した。

「へいへい。ニアナも早々とボロ出して、殿下に捨てられないように気をつけろよ」

「でんかが、いらないって言ったら、帰ってくる？」

　即座にフォルサが、ニアナの裾を握ったまま訊いた。ニアナは苦笑し、屈んで丸い頭を優しく撫でた。

「お人形じゃないから、誰だれかのことを簡単に、いるとかいらないとか言わないのよ、フォルサ。でも、帰っていいよ、って言われたら、すぐ帰ってくるからね」

「ぜったいすぐ帰ってきてね。すぐだよ」

　必死の目で訴えられて、ニアナはなんとも答えられず、返事をごまかした。芝居だから良いものの、本当にニアナがこの院を離れる日が来たら、一体どうなることやら。

　そこへ、穏おだやかな声がかけられた。

「随ずい分ぶん慕したわれているな」

「あ、ネイシス。どうだった？」

　外から入ってきたネイシスに、ニアナは曖昧な質問を投げる。ネイシスは短く、問題ない、とだけ答えた。

　院の周囲に光を染み込ませて魔物避よけにしてあったのだが、それが消されていないか、魔物が接触した形けい跡せきがないか、ぐるりと一周して調べてきたのだ。問題ない、ということは、あれ以来魔物はここに近付いていないのだろう。ニアナはほっと安あん堵どした。

　一方でエオンは、胡う散さんくさげな目でネイシスをじろじろ見ていた。既に先日、一応の挨あい拶さつは済ませたが、まともに顔を合わせるのはこれが初めてだ。

　無ぶ遠えん慮りよな視線に気付いてネイシスが振り向くと、エオンはあからさまに疑いの顔つきで言った。

「あんた、一体なんなんだ？　よその国でこんなことに首突っ込んでいいのかよ」

「ああ。むろんこれは文化委員としての仕事の範はん疇ちゆうを超えているが、了承は得ている」

　ネイシスはひとまずそう答えてから、ニアナに無言の問いを投げかけた。正体を話していないのか、話せないのか、と訊きたいのだろう。ニアナは曖昧な顔で、最後までへばりついていた子供を引き剝はがし、二人の方に歩み寄った。

「えーっとね、エオン、あんたには後でちゃんと詳しいこと話すけど、この人は天神デイア様のご加護をたっぷり授かってるの。頭キラキラでしょ？　だから今回みたいに、そういう力が必要とされる場合は、仕事に関係なくても首突っ込んでいいらしいのよ。実際こっちも助かるわけだしね」

「ふぅん？」

　説明されてもエオンはまだ半信半疑である。ネイシスのやたら輝かしい金髪や、人を見透かすような琥珀色の目が、人間離れして見えて怪あやしいのだろう。

　ややあってエオンは問いを重ねた。

「あんたさ、姉ちゃんの何？」

「エオン！　他ひ人と様さまにそんな口きくんじゃないの、失礼でしょ！」

　ぴしゃりとニアナがエオンの手を叩く。が、エオンは顔をしかめて姉を一いち瞥べつしただけで、またネイシスを睨んだ。敵意のこもった強い目つきで返答を促うながされ、ネイシスはわずかに眉を上げた。

「随分と警戒されたな。ニアナの友人になるには、君の許可が必要なのか？」

　言葉だけ見れば挑ちよう発はつのようだが、声にも表情にも、純然たる疑問しか浮かんでいない。エオンはどうにも相手と嚙かみ合わず、じれったくなって露ろ骨こつな言葉を投げつけた。

「そうじゃねーよ！　友人とか言って、姉ちゃんにちょっかい出そうってんじゃないだっあだー!!」

「余計なこと言うんじゃないわよ本当にもうあんたは！　この口いっぺん縫ぬい合わせてやらなきゃわかんないの!?」

　途と端たんにニアナがエオンの頰をつねり、エオンが奇声を上げて悶もだえる。ネイシスは珍めずらしそうに姉きよう弟だい喧げん嘩かを見物していたが、例によってエオンが平謝りして許してもらうと、おもむろに口を開いた。

「君がニアナのことを気にかけているのは、よくわかった。その点については心配ない。私も、彼女が幸せであることを願っている」

　真顔で言い切ったネイシスに、ニアナが赤面し、エオンは絶句する。

　えもいわれぬ沈ちん黙もくがしばし続いた後、ようやっとエオンが、のろのろとニアナを振り向いて言った。

「……姉ちゃん、本当に、こいつなんなのさ？」

「あたしが訊きたいわよ……」

　どっと疲れた二人の前で、ネイシスはただ不思議そうに小首を傾げたのだった。
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　ついに挙式当日がやってきた。

　参列する町の名士や評ひよう議ぎ員いんらは、空そら々ぞらしく言こと祝ほぎながら神殿へと集まる。盛装の下に短剣を隠かくし持つ者もいれば、屈くつ強きような護ご衛えい士しを連れている者もいる。あちこちに飾られた花までが、どこか緊張しているようだった。

　花嫁の控ひかえ室から出たニアナは、通廊で介添え人と共に待っていたティリウスを見て、軽く目をみはり、純粋な称しよう賛さんの思いから微笑ほほえんだ。

　まだ十代半なかばだから、礼装は少し背伸びをしている印象を受けるものの、なかなかさまになっている。腰の宝剣がお飾りでなく本物と知っているからかもしれないが、いつもより頼もしく見えた。

　ティリウスの方も、ニアナの姿には驚おどろいたらしい。目を丸くし、すぐにしかめっ面つらになる。頰がほんのり赤いのは、本気で一瞬見み惚とれたからか、そんな自分に腹を立てたからだろうか。

　ニアナは教わった通り、一礼してから優ゆう雅がに右手を差し出し、ティリウスの左手と重ねると、横に並んだ。介添え人が前に立って歩きだし、二人もそれに続く。

　しずしずと歩きながら、ニアナは小声でささやいた。

「せめてもう少し嬉うれしそうな顔はできませんか？　そこまで嫌いやそうにされたら、さすがに私も傷つきますよ」

「うるさい。俺の顔がどうでも、ヴェルスには見えないんだから構わないだろう」

「あら、こっそりどこかから見ているかもしれませんよ？」

　それはないと承知の上で、ニアナはからかった。ネイシスが神殿周辺を竜の目で監かん視ししているので、ニアナにもなんとなく、まだ接近していないとわかるのだ。

（面倒くさいのも確かだけど、こういう時は助かるのよね）

　ニアナは左手を胸に当て、光の奥にあるつながりを意識する。感情が伝わってしまうのは厄やつ介かいだが、情報を共有できるのは予想以上にありがたかった。

　神殿の周囲はものものしく騎士団が並び、王族の結婚式らしい警備を装っている。しかし、あえて一部分だけを手て薄うすにしてあった。祝福や宣誓の儀ぎ式しきを執り行う本殿まで、外から直接乗り込めるように、わざとらしくない程度に隙すきをつくってある。

　半端な時に戦いにくい場所で襲われることのないよう、討とう議ぎを重ねた結果だ。

　ニアナはティリウスの手が緊張にこわばるのを感じ、軽く握り返してささやいた。

「それとも、私の花嫁姿があんまりきれいだから、上がってしまって嬉しそうな顔もできないってことですか」

「……おまえはどうしてそう、余計なことばかり言うんだ」

　わざとおどけたニアナに、ティリウスはげんなりした。手のこわばりが解とけ、余分な力が抜ける。ニアナの狙い通りの効果に、彼自身も気付いて渋じゆう面めんになった。それを認めたくなくて、ぶつくさ文句を続ける。

「黙っていれば、名前の通り女め神がみフェリニムもかくやの美び貌ぼうだというのに、口を開けば途端に台無しだ。女神が泣くぞ」

「もったいないお言葉、光栄でございますわ殿下。でもこの外見で中身も完かん璧ぺきだったら、厭いや味みじゃありませんか。女神に嫉しつ妬とされたくないですからね」

「自分で言うな」

　ひそひそと他た愛あいないやりとりをしながら、通廊を歩く。待っていた少女達が籠かごから花を撒き、赤や白、黄色の花弁が舞った。

　本殿に近付くにつれ、緊張が高まる。さすがにもう軽口を叩いてはいられず、ニアナは神妙な顔で行く手を見み据すえた。

　神殿付きの楽士と歌手が婚礼歌を奏かなでる中、参列者がつくる人ひと垣がきの間を進む。

（来る）

　ネイシスの声か、それとも自分の直感か。どちらともつかないまま、ニアナは確信した。意識の隅に暗い影が映った。くっきりと濃いものがひとつ、そのそばにぼんやりした暗がりがひとつ。こちらが用意した道を、そうと知らずにたどり、近付いている。

　ニアナがティリウスの手をぎゅっと握ると、察した彼は小さく息を飲んだ。二人はさりげなく身構えながら、さらに歩を進める。

　感覚が研とぎ澄すまされ、ニアナの目にはいつもより何もかもが鮮せん明めいに映った。

　石柱を飾る色とりどりの布や飾り紐ひも。ひだの陰影、房飾りの金きん糸し銀ぎん糸し。

　祭壇前で待つ祭司のひきつった顔。持ち回りの役員にすぎないはずが、なぜこんな場面に居合わせるはめになったのか、それこそ神々に訴えたい気分だろう。

　壇に置かれた常緑樹の枝は、祝福を授け多産と家門繁はん栄えいを祈いのるためのものだ。緑の葉についた水滴のひとつひとつがきらめいている。

　居並ぶ人々の、笑みを取り繕つくろった顔、顔、顔。最前列に立っている国王と、エディクス、そして──ネイシス。

　目が合った瞬間、意識がひとつに重なった。

（そこにいる）

　振り向いてみるまでもなく、影の存在がはっきりと認識できた。襲いかかる好機を窺って、すぐ近くに潜ひそんでいる。

　参列者の壁が終わる。

　一歩、二歩、進み出ながらニアナはするりと右手をティリウスの手から抜いた。

　同じ呼吸で、ネイシスが剣を鞘さやから放つ。

　直後、雄お叫たけびと金かな切きり声が上がった。

「うおおぉぉぁぁッ!!」

　魔物の肩かたにまたがったヴェルスが乱入する。髪かみを振り乱し剣を振り上げ、ぎらつく目で祭壇前の二人を睨み据えて。

　進路にいた参列者が逃げる間もなく蹴けり飛ばされ、折り重なって倒れる。

　ヴェルスを乗せたまま、魔物が祭壇に突進する。その行く手をネイシスが阻はばんだ。魔物が長い舌を鞭むちのように唸らせたが、素早く身を沈めてかわし、下から魔物の腹へ剣を突き入れる。

　逃れようと魔物が身を捻ひねり、ヴェルスがその肩を踏ふみ台にして跳とんだ。

「殿下ッ、よくも、我われ々われのッ……！」

　唾つばを飛ばして喚わめきながら襲いかかる姿に、かつての騎士の面影はない。ティリウスは宝剣に擬ぎした愛用の剣を既に構えており、冷静に迎え撃った。

　ヴェルスの渾こん身しんの一撃を、ティリウスは正面から受け止めるかにみせかけ、寸前でかわす。空を切ったヴェルスは勢い余ってたたらを踏んだが、まるでバネのように跳ねて体勢を戻し、ティリウスの斬ざん撃げきを弾き返す。ガギン、と鈍い音が響いた。

「我々を裏切るのですか、殿下！　アアァァこの庶しよ子し風ふ情ぜいがよくもォォ！」

　狂きよう乱らんしたヴェルスが嵐あらしのように斬きりかかる。ティリウスはそれを受け、そらし、弾きながら、次第に押されて後ずさる。そこへ横から加勢が入った。

「ヴェルス、貴き様さまの相手は私だ！」

　鋭するどい突きと共に割り込んだのは、あろうことか国王シグルス自身だった。

「陛へい下か、なりません！　お下がりください！」

　マイウスが叫び、次の瞬間、魔物に嚙みつかれそうになって体勢を崩くずす。ネイシスが素早く庇かばい、魔物の口に斬りつけた。

　鉄てつ錆さびの叫びを上げて魔物がのけぞり、大きく跳ねる。その隙にネイシスがマイウスの腕を片手で引っ張り上げ、立たせた。

　彼らの状況を横目でちらっと確認し、シグルスはヴェルスに対たい峙じする。

「あの時、世よ迷まい言ごとに耳を貸さず、さっさと貴様の首を刎はねておくべきだったな。今度は間違いなく仕留めてやろう。フィロスが異こと世よで待っているぞ、ヴェルス。もっとも、今の貴様を見て副団長だと認めてくれるかどうかは怪しいがな」

「ギ……グッグッ、父殺しが、偉そうに」

　ヴェルスは歯を剝むき、奇怪な笑い声を立てた。

「貴様とて、あの無能が邪魔だったのだろう。だから、悟さとられぬよう鍛たん錬れんし、密ひそかに裏切り者の騎士を抱き込み、機を窺っておったのだろうが！　むしろ貴様こそが、あの大芝居を仕組んだ黒幕ではないのか？　貴様が団長と手を組んでいれば、団長もああまで追い詰つめられることはなかったろうに」

　語尾に怨えん嗟さがにじむ。思わぬ非難に、ティリウスの方がたじろいで兄王に目を向けた。シグルスは油断なく剣を構え、冷ややかに言い返す。

「黙れ、今さら己を正当化できると思うな」

「耳が痛いか。我々が乱を起こすのを待ち、我々に血を流させ王を殺させておいて、貴様一人きれいな手で」

　皆まで言わせず、シグルスが踏み込む。ヴェルスは嘲ちよう笑しようしながらかわし、油断していたティリウスを襲った。疲れと動どう揺ようで、ティリウスは即座に反応できず竦む。

　しまった、とシグルスが息を飲む。

　直後、ヴェルスは何かに押されたようにつんのめった。隙を逃のがさずティリウスは間合いを取り、剣を構える。

　ヴェルスは背中に手を回し、首筋近くに突き刺さった忌いま々いましいものを引き抜いた。

「おのれ売春婦が、邪魔をするなァ!!」

　ブン、と腕をしならせてナイフを投げつける。むろんニアナは反撃を待たず、素早く物陰に退避していた。

　怒りにかられて我を忘れたヴェルスに、シグルスとティリウスが斬りかかる。

　二本の剣に貫つらぬかれ、ヴェルスは人とは思われぬ絶ぜつ叫きようと共に倒れ伏した。




　一方、ネイシスはマイウスと共に魔物を相手取っていた。

　小さな傷は何箇所も負わせているのだが、なかなか効果的な一撃を加えられずにいる。何しろ動きが大きいため、間合いを詰めづらいのだ。ようやく手傷を負わせたと思ったら、数十歩も離れたところへ跳んでいく。

　参列者の中には、魔物退たい治じに一ひと役やく買おうと準備を整えていた者もいたはずだが、予想外の不ぶ気き味みな外見に恐きよう慌こうをきたし、ほとんどが逃げ惑うばかり。中には果か敢かんに挑いどむ者もいたが、変則的な動きに翻ほん弄ろうされ、ろくに何もできないまま、蹴り飛ばされ嚙みつかれて次々に戦線離脱していった。

　結局、まともに戦っているのは二人だけになっていた。その片方、マイウスも、走り回らされて息が切れてきている。

「うぬっ、おのれ化け物めが、少しは大人しくなれば良いものを！」

　鋭い爪つめの一撃を避け、唸りながら反撃する。もう何度目になるか数え切れないが、またしてもかわされてしまった。

　ネイシスの方は無言で、ひたすら避けては斬りつけ、突いてはかわし、を繰り返している。さすがに少々疲れは見えるが、彼は粘ねばり強く機を窺っていた。右手で剣を振るいながら、自らの内に満ちる光を左手に集めていく。

　その忍耐が、ついに報むくわれる瞬間が訪れた。

　ヴェルスが倒れると同時に、操あやつる糸が切れたように、魔物がいきなり竦んだのだ。

　ほんの一呼吸の間だったが、ずっとそれを待っていたネイシスには充分だった。

「──ッ！」

　素早く肉薄し、これまでにつけた無数の細かい傷の上から、左手を押し付ける。

　瞬間、金銀のまばゆい輝きがネイシスの体を包んだ。光がうねり、渦うず巻まきながら腕を伝い、魔物の体へ吸い込まれる。

　悲ひ鳴めいはなかった。それどころか、いっさいの音が失われたように、世界が白光に塗り潰される。

　目も眩くらむ光が消えた時、魔物の姿もまた消え失せていた。

「……なんと……」

　マイウスが呆ぼう然せんとつぶやき、目をしばたたかせる。祭壇の前からティリウスが文句を言った。

「目が潰れるかと思ったぞ、こんなことをするなら警告しろ！」

　怒鳴られたネイシスは、立ち尽くしたままゆっくり息を整えていたが、ややあって感情のこもらない声で答えた。

「失礼しました、そんな余裕がなかったもので。一時的に目が眩むだけで、人に害はありません」

　ニアナだけは彼が何をするつもりか事前に察知できたので、遮しや蔽へい物ぶつの陰からけろりとした顔で出てきた。そこらじゅうで大勢がひっくり返っている惨さん状じようを見渡しながら、ゆっくりネイシスに歩み寄る。

「魔物、消えちゃったのね」

「……ああ。元が曖昧な存在だから、ひとつの強い力を一度に注ぎ込むと『器』が壊れる。わかってはいたが」

　ぽつりとつぶやくように答えて、ネイシスは左手に目を落とした。ニアナは眉を上げてやれやれと呆れ顔を作り、彼の腕にぽんと手を置く。

「そんな顔しないでよ、こっちが悪者の気分になるじゃない。あたしやあなたが頭からぼりぼりかじられても良かったって言うの？」

「そうじゃないが……いや、すまない。悔くやめる立場ではなかったな」

　ネイシスはふっと微苦笑をこぼし、ニアナの言葉にうなずいた。

　人の争いと憎ぞう悪おに巻き込んで変質させた挙あげ句く、人の都合で消し去るとは──そう言って魔物に同情するのは、人でない立場からの見方だ。半竜であっても人の世で人と共に生きている限り、そんな傲ごう慢まんは慎むべきだろう。

　ニアナは自分の言いたいことを相手が理解してくれたのを察し、にこりとして手を離す。ついでに体も大きく一歩離れた。

　いつものようにネイシスはニアナの頭を撫でようとしていたのだが、避けられてしまい、目をしばたたく。

　なんだ、と訝いぶかるネイシスに、ニアナは笑顔のまま両手を突き出し、制止の仕草をした。

「うん、わかってくれたらいいのよ。いいから、近付かないでね」

「……？」

「寄らないでってば！　自分のなりを見て!!　ああぁもう、うっかり触っちゃったじゃない気持ち悪ぅぅ！」

　ひどいことを言いながら、ニアナは最前ネイシスに触れた手をぶんぶん振る。

　ネイシスは己の体を見下ろし、なんとも複雑な顔になった。長時間魔物と渡り合い、至近距離で返り血や唾だ液えき粘ねん液えきを浴びせられ、どろどろになっている。やりきれない思いで振り返ると、戦友マイウスも苦笑しながら、手のひらで胸当てをこすっていた。

「落ちませんな、これは」

「やだ、マイウスさんも凄すさまじいわよ、来ないで！」

　ニアナは悲鳴を上げて逃げ、祭壇を覆おおう布でごしごし手を拭く。ティリウスが呆れて頭を振り、ため息をついた。

「これだから女は……」

「ちょっと殿下、今何か聞き捨てならないことおっしゃいませんでした!?」

「きゃんきゃん吠ほえるな！　命懸がけで戦った男にねぎらいの言葉ひとつかけられんのか、おまえは！　少しは感謝しろ！」

「感謝してますわよそりゃもう心の底から！　でもそれとこれとは別です、ご自分は違うとおっしゃるのなら殿下、マイウスさんに感謝の抱ほう擁ようでもして差し上げられてはいかがでございますか!?」

「どうしてそうなる！」

「ほらやっぱり殿下だって嫌なんじゃありませんか！」

　人目も憚はばからず言い合う二人に、シグルスがとうとう堪えきれず笑いだした。そこにもう一人の控えめな笑い声が重なる。おやとニアナが振り向くと、エディクスだった。

「マイウス先生、ネイシス殿、神殿の浴室が使えますよ。怪け我が人にんの手当てに必要になるだろうと思って、事前に湯の用意を頼んでおきました」

　一緒にやってきた神殿の下男が、ぺこりと頭を下げて二人を促うながす。

　その時になってやっと、ニアナは大勢の怪我人が部屋の端の安全なところまで移されていることに気付いた。よく見るとエディクスも動き回っていたらしく、額ひたいが汗ばんでいる。両手には血か何かの汚れもあった。乱らん闘とうに巻き込まれて踏み潰される人が出ないよう、隙をついて救助していたに違いない。

（うわっ……恥はずかしい！）

　ニアナは我わが身を省かえりみて、あまりの羞しゆう恥ちにしゃがみ込んだ。寄るな汚い、などと言った己の口を呪い、考えの足りない頭を拳で小突く。

「ごめんなさい。私も何か手伝います」

　落ち込むのもほどほどに、ニアナは立ち上がって殊しゆ勝しように申し出た。途端に今度はエディクスが慌てる。

「いいえ、ニアナ殿は休んでください！　汚れますし、力も要いりますし」

「あ……そうか、衣装が汚れてしまいますね。すぐ着替えてきますから」

「いえあの、衣装は構わないのですが。どうせもうかなり形を変えてしまったから、新調しなければならないでしょうし……とにかく、その、あまり気分が良いものではないので」

　エディクスはあたふたと気遣ったが、結局ニアナに押し切られ、それなら、と手伝いを頼む。

　無事だった面々と一緒に立ち働くニアナを、ネイシスはじっと見つめていたが、何も言わず下男の案内に従ってその場を去っていった。
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「ニアナーおかえりー！」

「おかえりー！」

　わあっと子供達が群むらがる。ニアナは危あやうく転ばされそうになりながら、体当たりを受け止めた。

　神しん殿でんの片付けが終わるとニアナはすぐ養よう護ご院いんに戻り、最初に、実は結婚式というのはお芝しば居いでした、とばらしたのだ。

　年長の子はどういうことかと詳しい話を聞きたがったが、幼おさない子はあまりよくわかっていないようで、とにかくニアナが帰ってきたことを喜んでいる。

　好こう奇き心しんと興こう奮ふんとで、引っ張られたり抱きつかれたりともみくちゃにされているニアナを、ネイシスは優しい目で見守っていた。

「すっかり人気者だな」

「まあねー、なんたって一座の花形女優ですから！」

　ニアナはおどけて答える。遊んでくれ、話を聞かせてくれ、とねだる子供達に、

「後でね。あたしはお客さんと話があるの」

　と言い聞かせ、庭で鬼おにごっこしているエオンのところへ行かせると、彼女は改めてネイシスに向き合った。

「実際のところ子供達にとっては、あたしじゃなくてもいいのかもしれないけど。ずっと一いつ緒しよにいて、面めん倒どう見てくれる人がいれば、それだけで安心なのよね」

「そうか？　君だからこそ懐なついているんだと思うが」

「そりゃまぁ、ごつい男の人よりは、あたしみたいに比較的歳としの近い女の方が、懐かれやすいのは確かだけど。一番大事なのは、途中でいきなりいなくなったりしないこと。見捨てないことよ」

　静かな声に力が込もる。幼い頃、ある日突然、旅芸人一座に売り飛ばされた心の傷は癒いえていない。きっと一生、思い出すたびにじくじくと痛み続けるだろう。

「それまで毎日ずっと、当たり前だと思っていた世界が崩くずれてしまう。だからあたしは絶対、この子達を放り出してどこかへ行ったりしない。そう決めたの」

「そうか」

　ネイシスの返事は短いが、ニアナの心には温かい感情が伝わってくる。ニアナは気き恥はずかしくなってごほんと咳せき払ばらいした。

「……っていうわけだから、その……これ、なんだけど」

　これ、と言いつつ自分の胸元を指す。

「うん？」

「えぇっと、だからね、あたしはここを離れられないし、離れたくないし、でもほら、あなたはしょっちゅう来られるわけじゃないし、だから」

　皆まで言わせるな、とニアナは赤くなって口をつぐむ。ネイシスは心持ち首を傾かしげて応じた。

「時間が経たてばつながりは自然に弱まっていくが、君が時々意識して呼びかけてくれたら、今の強さを保つこともできる。君が好きなようにしてくれたらいい」

「相あい変かわらず『君の話だろう』なわけですか、ええハイそうでしょうとも！」

　こんちくしょう恥ずかしいのはあたしだけか、とニアナは苦い顔をする。と、ネイシスが小さく笑った。

「もちろん、迷めい惑わくでないのなら、今の強さを維持してほしいと思う。ちゃんと言葉で声を届かせることができるし、君を通じて私の力を使うこともできるだろう。夜道で足元を照らすぐらいだが」

　そこまで言い、彼は表情を改めた。

「だが君は、竜りゆうのやり方を押しつけられたくないと言っていただろう。だから無理強じいはしない。最低限のつながりがあれば、君の安あん否ぴぐらいはわかるし、窮きゆう地ちに陥おちいっているようであれば助けに行く」

　真正面から与えられる、誠実で真しん摯しな思い。単なる好意や親切の域いきを超えたそれを受け止めきれず、ニアナは顔を背そむけた。

「あー……それはもう、いいの。竜のやり方、ってところ。嫌いやだと思ってたけど、そもそもあなたが半竜なのはどうしようもないんだし、あたしだって人間のやり方をあなたに押しつけてることになるわけだし」

　もごもごと、ごまかすように早口で言う。

　花はな嫁よめ衣装の一件で、ニアナも悟さとったのだ。竜の感覚を否定し、こちらの常識に合わせろと要求するのは、あまりに一方的だった、と。

「それにほら、やっぱり、いつまた今回みたいなことになるかわからないし、そしたらちゃんと、その、じょ、情報伝達できる方が断然心強くて安心かなって！　うん、そう、保安措そ置ちってやつよ！　チビっ子達も安心安全！」

　不自然に強きよう弁べんしたのは、内心を隠かくすためだった。

（寂さびしいとかじゃないから！　違う、違うから！）

　むきになる一方で、しかし、正直な望みを自覚する。

　つながりが強かろうと、離れてしまえば気軽に会えないのは変わらない。だが少なくとも、言葉が届くならば具体的に相談することもできるだろうし、以前よりもはっきりと、そばにいると感じられるかもしれない。

　久しぶりの再会で感じた膝ひざが抜けるほどの安あん堵どは、到とう底ていごまかしようのない記憶になっていた。今さらもう一度、いずれ関係が絶たれるのだから一人で頑がん張ばらねば、などと強がろうとしても、とても無理だ。

（あたし一人のためじゃない、必要やむなくっていうか、そう、利用するだけ！　たかり屋ですもの遠えん慮りよしませんとも！）

　ネイシスに言われた台詞せりふを思い出し、ニアナは自己弁護に拝はい借しやくする。言い訳すればするほど恥ずかしくなるのに、どうにも止められない。

　そんな彼女を、ネイシスはつくづくと眺ながめて一言。

「相変わらずややこしいな、君は」

「ほっといて！　それが面おも白しろいんでしょ、どうぞ笑うがいいわよ！」

　怒ど鳴なったニアナの言葉を真に受けたわけではなかろうが、ネイシスは小さく苦笑してから、真顔に戻って続けた。

「先日言いそびれたことだが……ニアナ、君はまだ、部分的には子供だ。一人で皆を守ろうだとか、そこまで歯を食いしばって大人おとなになろうとしなくてもいい」

「なっ──」

「君の言う通り、十八歳というのはもう幼い子供ではないだろう。だが成せい熟じゆくした大人でもない。いわば移行期だ。今の段階でひとつひとつゆっくり経験を積むのでなく、一足飛びに大人になろうとしても、跳とんだ先の向こう岸はまだ固まっていないんだから川に落ちるだけだぞ」

　静かに諭さとされて、ニアナは屈くつ辱じよくに唇くちびるを嚙かんだまま、反抗的に黙だまり込む。ネイシスは穏おだやかな声こわ音ねで続けた。

「もっと人を頼ったらいい。頼るという言い方が嫌なら、協力を要よう請せいする、と言い換えようか。万能の人間などいないんだ、その時の自分にできないことは、できる誰かにやってもらえばいい。借りを作らないように騙だまして利用するのではなく、対等の関係として協力し合えば、君はもう少し自由になれる」

「あたしはっ……！　あたしは、そんな」

　感情が昂たかぶり、ニアナは顔を上げて叫んだ。が、言葉が続かずに声を詰つまらせる。

　何がそんなに悔くやしいのか、腹立たしいのか、自分でもわからなかった。答えを引き出せないまま、ニアナはネイシスの目を見つめる。食い入るように、縋すがるように。

　無言の緊きん張ちようが高まり、爆ばく発はつする寸前、

「けんかしちゃ、だめぇ」

　小さな震え声が冷水を浴あびせた。ニアナは目を落とし、人形をぎゅっと握にぎりしめているフォルサを見つけると、一気に怒りが醒さめて我われに返った。

「ごめん、ごめん。怖がらせちゃったわね」

　苦笑しながらしゃがみ、泣き出しそうな顔をしている少女を抱きしめてあやす。

「喧けん嘩かしてたわけじゃないの、ちょっと難しいお話をしてただけだから、ね？」

「ほんと？　ニアナ、泣かない？」

「フォルサったら……心配しないで、あたしは大丈夫よ。ありがとう」

　言い聞かせながら背をぽんぽんと叩たたいていると、自分自身も落ち着いていく。

　ようやくフォルサが納なつ得とくして、まだちらちらとネイシスの様子を窺うかがいながらも他の子供達のところへ戻っていくと、ニアナはふうっと大きく息をついた。

「参るわね、チビっ子には勝てないわ」

　両手を腰に当てて頭を振り、それからネイシスに向き直る。

「あなたに言われたこと、真ま面じ目めに考えてみる。すぐには無理かもしれないし、やっぱり納得できないかもしれないけど」

　ひとまずの妥だ協きように、ネイシスはそれで良しと言うようにうなずいた。ニアナは何か厭いや味みを言ってやりたくなったが、ぐっと飲み込む。さすがは先生様、などと言おうものなら、それこそ子供扱いされるだけだ。

　いろいろと飲み込んで我が慢まんしているニアナにはお構いなく、ネイシスは平然と口を開き、意外なことを言った。

「それならついでにもうひとつ助言しておくが、君はもっとエディクス殿でん下かを信頼するべきだな」

「……は？　何それ」

　思わずニアナは正直に変な顔をした。なぜここでエディクスの名前が出てくるのだ。もっと殿下を頼れというのか。

「今でも充分、ご好意に甘えちゃってるわよ。いろいろ便べん宜ぎを図ってもらってるし、本来ならあたしみたいなド平民が気安く王宮に出入りできるわけないのに、何かといえば力になってくれちゃって、院にもよくお菓か子しの差し入れをくれるし……これ以上を求めるなんて、いくらなんでも厚かましすぎるわ」

　並べ立てるとつくづく、どれだけ良くしてもらっているかが身に染みる。ニアナは無意識に縮ちぢこまった。

「そういう意味じゃない」

「それじゃ、どういう意味よ？　あんまり殿下を頼りにしたら、勘かん違ちがいされて求婚されちゃったりしかねないわよ。それともなんですか先生、あたくしに殿下の奥さんになってしまえとけしかけてらっしゃるんですか。玉の輿こしに乗っけてしまえば将来安あん泰たいだとでも考えていらっしゃる？」

　よもやまさかと疑いつつ、ニアナは早口でまくし立てる。ネイシスは答えない。ニアナは胡う散さんくさげな目つきで彼を睨にらみつけた。

「ちょっと、やめてよ。こんな時にまで『それが君の望みなら』とか言わないでよ？」

「……さすがにそれを言ったら殴なぐられるだろう」

「殴られなかったら言うつもりだったの!?」

　ニアナは呆あきれ、ネイシスの腹に拳こぶしを入れる。むろん手加減した形ばかりの一いち撃げきだが、ネイシスは痛そうに顔をしかめた。腹をさすって遅まきながら弁解する。

「玉の輿が君の望みで、それで幸せになれるというのなら止めはしないさ。だが今はそんなつもりで言ったんじゃない。とにかく……一度、きちんと殿下と話をしてみれば君にもわかる。私が教えるべきことではないから、自分で確かめてくれ」

「なんなのよ、もう」

　わけわかんないわ、とニアナは膨ふくれて顔を背け、庭の隅を睨む。拗すねた気分で、ついぽろりと本音をこぼした。

「じゃあつまり、あなたは本当にあたしが殿下と結婚しちゃっても平気なのね。あたしが殿下のことしか考えなくなって、この〝つながり〟も消えちゃって、それでもあたしが幸せならあなたは構わないってわけ」

　独ひとり言ごとめかした愚ぐ痴ちに、ようやくネイシスは彼女が何を怒っているのか理解したらしい。驚おどろいたように目をみはり、そして──

「それは寂しいな」

　正直に言って微苦笑した。

　今度はニアナの方がはっとなって振り返る。目にした表情があまりに優しく切なげで、彼女はひどい罪悪感に襲おそわれてよろめいた。

「ご、ごめんなさい」

「うん？　何も謝ることなどない、私は」

「いやいやいや、やめて、噓うそ、今の噓だから！　もののたとえっていうか弾はずみっていうか、ちょっと言ってみただけだから！　本気じゃないから！」

　大おお慌あわてでニアナは否定する。

　ふてくされて、試すようなことを言うべきではなかった。この青年にはそんな迂う遠えんな物言いは通用しないのだと、うっかり忘れていた。

（行かないで）

　無意識の想おもいが言葉を結ぶ。こんなことで、勝手に納得して去られたくない。

（見えるのならわかるでしょ？　あたしは玉の輿が幸せだとか、これっぽっちも考えてない。あたしが一緒にいたいのは誰か、あなたにはわかるんでしょう？）

　口には出せないまま、届け、と念じて想いをぶつける。

　ネイシスは黙ってニアナを見つめていたが、ややあってふと目元を緩ゆるめると、いつものように彼女の頭を軽く優しく撫なでた。

「ああ。こちらこそすまなかった、君が本気だと思ったわけじゃない。だがさすがに少し堪こたえたかな」

「えっ……て、え、あ、それじゃ」

「あんまりつらい想像をさせないでくれると助かる」

「ちょっと、何よそれ、わかっててあんな反応したの!?　馬ば鹿か！　大馬鹿!!」

　ニアナは真まっ赤かになって叫び、両手でネイシスの肩かたや胸を乱打する。ネイシスは軽くその手を摑つかんで止めると、そっと下ろさせた。

「君がここを離れず、私がこの仕事を続ける限り、常に近くにはいられない。だから、君がもし直じかに触れられる支えを必要とするなら、そんな未来もあるだろう」

　なだめるように語る声は、少し残念そうだ。ニアナはそれに免めんじて許すことにし、拳をおさめた。

「……そう、やっぱりまたじきに行っちゃうのよね」

　わかってたけど、とつぶやいてうつむく。一緒にいたいと願いながらも、いられはしないと諦あきらめてもいる、胸きよう中ちゆうは複雑だ。

「また来る」

「うん。大丈夫、平気よ。つながりがあるし、前と違って言葉も通じるなら、いろいろ内緒のおしゃべりもできるわけだし」

「そうだな」

　言葉を交かわすにつれて、光が柔らかく心身に満ちてくる。ニアナはゆっくり顔を上げ、ネイシスの目を見つめた。

　──と、そこで。

「するかなぁ」

「まだかな」

「シーッ！」

　小さなささやきが耳に入り、はっと我に返る。ぎくりとして振り向くと、子供の小さな頭が、芋いも畑ばたけの向こうにずらりと並んでいた。

　ニアナは見る見る赤面し、絶句する。見付かっちゃった、と何人かがそわそわする一方で、好奇心が勝った何人かは瞬まばたきもせずこちらを凝ぎよう視ししていた。そんな中の一人が、命知らずの質問を投げた。

「ちゅーしないの？」

「しませんッ!!　ていうか何やってんのあんた達、大人が話してるのを覗のぞき見するんじゃありません！」
















　きゃーっ、と子供達が逃げ出し、ニアナがそれを追いかける。

　幼い子供相手に本気になって庭中を走り回るニアナを見て、ネイシスはやれやれと天を仰あおいだのだった。
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　吹く風が時とき折おりぴりっと刺さすように冷たくなり、首を竦すくめてやり過ごすことが増えてくる。木々の枝も葉を失い、随ずい分ぶん寂しくなってきた。

　ニアナは気付かぬ間に痺しびれていた指先に息を吐きかけ、手をこすり合わせた。

「はー、そろそろ火ひ鉢ばちを出さなきゃね……」

　つぶやきながら街路を急ぐ。王宮から使者が来て呼び出されたのだ。エディクスが何やら相談に乗って欲しいということだったが、心当たりのないニアナは首を傾げていた。

　先に戻った使者が申し送りをしてくれたらしく、門で止められることもなく中へ入る。

　いつものように、金ぴか初代王の像の広間で待っていると、すっかり耳に馴な染じんだ足音が近付いてきた。

「ニアナ殿どの！　寒いところで長らくお待たせして、すみません。暖だんを取れる部屋へ移りましょう」

「ありがとうございます。でもこのぐらい平気ですよ、そんなに長く待ったわけでもありませんし」

　ニアナは固い椅い子すで冷えた尻しりを庇かばいつつ、朗ほがらかに応じる。エディクスは「私が寒いので」と苦笑しつつ別室へ案内した。謁えつ見けんの間ほど大おお仰ぎようではないが、訪問者に応対するための部屋だ。

　既に立りつ派ぱな火鉢が置かれ、炭が赤く熾おこっている。部屋全体がぼんやりと暖かい。ニアナがホッと息をつく間に、エディクスは椅子を火鉢のそばに寄せた。

　どうぞ、と勧められ、恐きよう縮しゆくしながら腰を下ろす。エディクスも向かいに座ったが、特段書類だのなんだのを用意してはいない。ニアナは首を傾げた。

「ご相談があると伺うかがったんですけど、どんなお話でしょう？」

「ああ、ええと。その……まだきちんと決まった話ではないのですが。市街地の、特に治安の悪い地区について、環境改善の取り組みを始めたいと思いまして」

　エディクスが切り出した内容に、ニアナは目を丸くした。思わず正直な驚きを口に出してしまう。

「本気ですか？」

　気の毒どくに、と眉まゆをひそめるだけで終わりだと思っていた。どうせなんらかの行動を起こすとなったら、議会だの予算だの警備上の問題だの、あれこれの障害が多すぎてすぐ挫くじけるだろう、と。

　エディクスは少しがっかりしたように苦笑した。

「そんなに驚かないでください。まだ議会にかけていませんし、具体的な案を立てたわけでもないんです。何人か、評ひよう議ぎ員いんに打だ診しんしているところで……それで、できればニアナ殿にも協力していただけないかと」

「え、あたし？」

　うっかりニアナは地を出してしまい、慌てて口を塞ふさぐ。エディクスが面白そうな目をしたもので、ニアナは赤面した。

「ごめんなさい、失礼しました。協力って、私にできることなんてあるんですか？」

「ええ。先日あの辺りを歩いた折、あなたが住民の方々と、初対面にもかかわらずいとも簡単に打ち解とけるさまを見て驚かされました。あなたなら、聞き取り調査をするのにうってつけだと思ったんです」

「聞き取り……ですか。つまり、住民の皆さんのご要望は、とか？」

「そんなところですね。具体的にどこをどうして欲しいか、どういった部分には介入されたくないのか、実際に住んでいる方の希望を把は握あくせずに計画を立てたのでは、上う手まくいかないでしょうから」

　さも当たり前のことを言うように、エディクスは穏やかな口く調ちようで語る。ニアナは何か奇き蹟せきのようなものを目まの当たりにしている気がして、まじまじと彼を見つめた。その視線の意味を誤解し、エディクスが急いで言い添える。

「ああ、もちろん実施するとなったら騎き士しの護ご衛えいはつけますし、養護院の仕事にも支し障しようが出ないように、臨時で人を雇やとってもらいますから、ご心配なく」

　息をするように自然に配はい慮りよし、屈くつ託たくのない様子で微笑ほほえむ。

「本当は、私も自分の目で見て、足で歩いて調べたいのですが。しかし私が護衛を連れてうろうろしては、煙けむたがられるだけでしょうから仕方ありません。あなたなら無理なく皆さんの本音を引き出せるでしょうし、結果をありのまま伝えてくださるでしょうから、引き受けていただけたら安心です」

　お願いできますか、とエディクスは質問で締めくくる。ニアナはぽかんと口を半開きにしていたが、ややあってじんわりと理解が浸しん透とうすると、賛さん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

「……ああ、なるほど。そういうことね」

　小さくつぶやいたニアナに、エディクスは怪け訝げんそうな顔をする。ニアナは眉み間けんを揉もんでから、やれやれと苦笑した。

「ネイシスにお説教されたんです。もっと人を頼れ、それに殿下のことをもっと信頼しろ、って」

「えっ、あの、それは」

　途と端たんにエディクスは赤くなってうろたえた。ニアナは少しからかうような表情をしてから、考えを整理して続ける。

「お話を伺っている間、殿下はなんて自然にものを頼むんだろう、って、驚いていたんです。命令したり取り引きしたり、言いくるめたりするんじゃなく、ただ当たり前のことのように、どうですか、って訊きいてくださるんですよね。それは殿下のお人柄であって、王族だからというのじゃない。信頼しろって言われたのは、そういう意味だったんだと思います」

　そして恐らくそれ以上に、ネイシスが教えたかったのは、

「殿下はまわりにいる人に対して、駆かけ引きや貸し借りをする方じゃないんですね」

　──ということだろう。

　ニアナは得とく心しんの笑みで眼前の青年を見つめた。彼がいろいろと良くしてくれるのは、むろん好意ゆえであろうが、それは決して帳ちよう簿ぼに貸し借りを書き込んでいくようなものではないのだ。

（殿下に頼み事をしたら借りをつくることになって、好意を拒こばめなくなるとか、変な打算をしていたあたしが間違っていたんだわ）

　彼女がエディクスの好意を持て余していることに、ネイシスは気付いていたのだろう。はっきり拒否することも、素直に頼ることもできずに距離をとりかねているが、そもそも前提が間違っていると示し唆さしたのだ。

　ニアナの前でエディクスは耳まで真っ赤になり、両手で顔を覆おおってしまう。おっと、とニアナは言い足した。

「もちろん恩義は感じています、いろいろ良くしていただいて感謝していますけど。それを負い目に感じて、本当に殿下のお力が必要な時に頼み事ができないなんて思うのは間違いだった、ってことですよ」

「……ネイシス殿が、そうおっしゃったのですか」

　顔を覆ったまま、蚊かの鳴くような声でエディクスが問う。

「いいえ。あの人はただ、ちゃんと殿下と話したらわかる、って言っただけです。不親切ですよね」

「そうですか……」

　はあ、と深いため息をつき、エディクスは膝に頭がくっつくほどうなだれる。しばらくしてようやく顔を上げると、彼は情けない表情でつぶやいた。

「竜の目は人の心を見抜く。まさに、お見通しというわけですね」

　どういう意味か、とニアナは首を傾げる。エディクスは何か言いかけたものの、これ以上この話を続けるのは耐えられないとばかり軌き道どう修正した。

「いえ、あの、……そ、それより、調査の件は」

「ああハイ、もちろん！　私で良ければ、お引き受けします。おしゃべりだけは得意ですから。時々脇わき道みちにそれちゃいますけど。ごめんなさい」

　言葉尻でニアナは恐縮そうにちょっと首を竦める。エディクスもほっとしたように笑い、礼を言った。

「あがとうございます。実施する時期や内容が具体的に決まったら、またお知らせしますので、よろしくお願いします」

　エディクスは頭を下げ、少し名残なごり惜おしげに間を置いたが、自分から席を立った。またすぐ次の予定があるのだろう。せめて広間まで送ります、と歩きだした。

「これだけのためにお呼び立てして、申し訳ありません」

「そんなの気にしないでください、殿下はお忙しいんですから。私も堂々とお出かけできるし、息抜きになってありがたいです」

　ニアナは陽気に応じ、子供達の困ったいたずらや、目の離せないやんちゃぶりを楽しげに話す。エディクスもにこにことそれを聞いていたが、ふと行く手に目をやり、あれ、と不思議そうな声を漏らした。

「兄上？　どちらへ」

　別の廊ろう下かから出てきた国王シグルスが、供とももつけずに一人でせわしなく歩いていく。彼は振り返るとエディクスに気付き、足を止めた。

「おまえか。……先日の神殿での騒さわぎで負傷した騎士が一人、思わしくないらしい」

「──!?」

　エディクスが息を飲んだ。救助した負傷者の中には、命にかかわるほど重傷の者はいなかったはずだ。愕がく然ぜんとした弟に、シグルスも険けわしい顔で首を振る。

「仔し細さいは私も知らん。だがとにかく、必死で私を呼んでいるらしい。会ってやってくれと医者に言われた」

「私も行きます」

　即座にエディクスは言い、ニアナに向き直って詫びた。

「すみません、ニアナ殿。ここで失礼します」

「あ、待ってください」

　反射的にニアナは呼び止めた。何かがひっかかる。

「お邪じや魔までなければ、私もお見舞いに行かせてください。もしかしたら、少しお手伝いできるかもしれません」

　曖あい昧まいな言い方をしたニアナに、シグルスが眉を寄せて不ふ審しんげに聞き返す。

「おまえが？」

「もしかしたら、ですけど。駄だ目めだったらこっそり退たい散さんします」

「……問答している時間が惜しいな、好きにしろ」

　シグルスは言い捨て、さっさと歩きだす。ニアナとエディクスも急いで後に続いた。

（ネイシス）

　ニアナは頭の中で漠ばく然ぜんと呼びかける。光が強まり、存在が近付くのを感じたが、返事はない。ニアナはもう一度、しっかりと相手を意識して呼んだ。

〈ネイシス！　聞こえる？〉

　途端に、まるですぐそばに彼が立っているような感覚が生じた。体温や息いき遣づかいが感じられそうなほど間近に。

　ぎょっとなってニアナが立ち竦んだ隙すきに、気配が半歩分ほど遠のいた。

〈そんなに力一杯呼ばないでくれ〉

　やれやれ、と呆れた声が届く。ニアナはしかめっ面つらで赤くなり、羞しゆう恥ちを隠してせかせかと足を動かした。

〈しょうがないでしょ、こんなのやったことないんだから、加減なんてわからないわよ！　それより、騎士さんが一人重体なんですって。今さらおかしくない？　それとも、魔ま物ものにやられた場合って、後になって悪くなったりするものなの？〉

〈見てみないことにはなんとも言えないな。傷がなくとも時間をかけて影響を及ぼす場合はあるらしいが〉

〈もし魔物のせいなら……なんとかできない？　ほら、あたしを通じて竜の力を使うこともできる、って言ったじゃない〉

〈本当に魔物が原因なのであれば、その影響を軽減することは可能だろう。このまま接触を保っておいてもいいか？〉

　念のため、というようにネイシスが訊く。ニアナは小さくうなずいた。声をやりとりしない間も、存在を強く感じる。自分が見ているもの、聞いている音が、相手にも届いているとわかる。同じ意識を共有する感覚。

　そこでふとニアナは嫌なことを思いついた。

〈ねえ、ネイシス。あなた、こういうつながりはご両親との間にもあるのよね？　生まれた時からずっと？〉

〈ああ〉

　ネイシスは端たん的てきに答えた。それがどうかしたか、とでも言いそうだ。ニアナは一人で変な顔をする。

〈平気なの？　何もかも親に筒つつ抜ぬけなんじゃ、こっそり悪いことできないじゃない〉

　思春期の密ひそかな恋や、大人が顔をしかめる危険な遊び、あるいは些さ細さいな悪事も、すべて見られてしまう。冗じよう談だんではない。

　身震いしたニアナに、ネイシスはいたってあっさりした答えを返してくれた。

〈あえて強く意識しなければ行動の詳細まではわからないし、必要なら一時的に遮しや断だんすることもできるから、不都合を感じたことはないな。そもそもあの二人に反抗だとか、考えるだけ無む駄だだ〉

　うわあ、とニアナは天を仰ぐ。するとつまりこの先生様は、一般的な少年少女が通る道には、かすりもしないで生きてきたわけか。

　ニアナが呆れたのが伝わったらしく、ネイシスは苦笑の気配をよこした。

〈普通一般の人間家庭とは少し違うというのは認める。だが君なら、あの二人を相手に意地を張ったり反抗したりできるか？〉

〈……できないわね、確かに〉

　父親である竜りゆう侯こうについてはまだよくわからないが、母親の方を考えたら白しら旗はたを上げるしかないのは明らかだ。あの無む邪じや気きで純粋で手加減なしの愛に直撃されて、立っていられる人間がいるとは思えない。

　そんなことを考えている間に、医い療りよう棟とうに着いた。

　訓練や任務で生なま傷きずの絶えない騎士達が、手当てを受け療りよう養ようする施設だ。むろん外傷だけでなく病やまいの治療も施ほどこされるが、そもそも体力のある騎士ばかりだから、医者の側も気休めの薬やく湯とうを与えて「寝てれば治る」と放り出すことが多い。

　だが件くだんの騎士はそうもいかないようで、療養室の方から苦く悶もんの声が聞こえてきた。

「ああ陛へい下か、お待ちしておりました。こちらへ」

　顔色の悪い医師がシグルスを迎え、案内する。地を這はうようなうめきは他の者の気分をも滅入らせるらしく、たまたま居合わせたと見られる騎士や、医師の助手なども、葬そう式しきのような顔をしていた。

　ニアナは気を引き締め、用心しながらシグルスの後についていく。近付くにつれ、チリチリとうなじの産うぶ毛げが焦げるような不快感が募つのる。

〈ネイシス、これは……〉

〈魔物の気配だな。本体が消えた後でも影響が残るとは〉

　ネイシスが答え、光をゆっくりと巡めぐらせる。つながりを通じて、ニアナの中にもその光が流れ込んできた。

　指先にまで光が届くのを感じ、ニアナは安心と不安を同時に感じる。

〈ねえ、これ、まさか他人には見えないわよね？　なんだか自分がぴかぴか光ってるみたいな気がするんだけど〉

　ネイシスが答えるまで、一呼吸の間が空いた。

〈普通は見えない。だが祭さい司しの目を持つ者にはばれる〉

〈って、本当に光って見えるわけ!?　やめてよ、うわあぁ恥ずかしすぎる！〉

　すまない、と詫わびるネイシスは珍めずらしく面めん目ぼくなさげだ。ニアナは頭を抱かかえたいのを堪こらえ、どうかそんな人がこのパルテノスに一人もいませんように、と祈いのりつつ病室の戸口をくぐった。

　ベッドに横たわっていた騎士は、荒い息の下からぶつぶつと繰り返し何事かをつぶやいていた。げっそりと頰ほおがこけ、逆に目がぎょろりと飛び出して見える。瞬きもせず中空を睨んでいた騎士は、人が入ってきたと気付くとゆっくり首を回した。

「……シグ、ルス……陛下」

　ごろごろと喉のどを鳴らすようにして言い、肘ひじを突いて上体を起こそうとする。それだけで息切れしている騎士に、シグルスは「良い」と声をかけ、歩み寄った。

「そのまま、楽にしておれ」

「…………、ぃ……」

　全身で息をつきながら、騎士が苦しげな喘あえぎを漏らす。

　もはやこれが遺言になろうかと、シグルスは聞き取るためにさらにそばへ寄った。

　直後、

「いけない！」

　ニアナが叫び、シグルスを思い切り突き飛ばす。数歩よろけて空いた隙間に、騎士が前のめりに倒れ込んだ。突き出した手に、きらりと何かが光る。

「おのれッ！」

　驚いたのも一瞬のこと、シグルスはすぐに立ち直り、騎士の手首を摑み上げる。

「アァァァ!!」

　苦悶の叫びを上げて騎士が暴れ、手からぽろりと小さな物が落ちた。チィン、と床に転がったのは、衣服を留とめるピンの針だった。

　毒が塗ってあるのでもない限り、こんなもので刺した程度では、大した傷にもならない。服を貫通して肌はだに届くかどうかすら怪あやしいほどだ。だが騎士は本気で、これで王を刺すつもりだったようだ。

「貴き様さま、たばかったか！」

　シグルスが騎士を責せめる。が、その言葉も通じていない。

「ォォ……ッ、よくもォォ騙した、騙したなァァ！」

　嗄しやがれ声で喚わめき、暴れ、シグルスの顔めがけて唾つばを吐く。シグルスが顔を背けたはずみに力が緩み、騎士は手を振りほどいて両腕の自由を取り戻した。

「うぐッ!!」

　騎士がシグルスの喉を摑み、体ごと投げるようにして壁に押し付ける。たった今まで起き上がることさえできなかったのに、まるで何かの箍たがが外はずれたようだ。

「兄上！」

「殿下、下がって」

　エディクスが助けようとするより早く、ニアナが素早く騎士に駆け寄り、左手を背中に押し当てた。

〈これでいい、ネイシス!?〉

〈ああ。目を瞑つむれ〉

　短い返事と同時に、つながりの奥から光が渦うずを巻まいて噴ふき出し、腕うでを伝って流れ込む。外界にこぼれた光が眩まぶしく輝かがやき、騎士が雷に打たれたように大きくのけぞった。

　限界まで開いた口からは悲ひ鳴めいすら出ない。ヒュッ、と一回喉を鳴らし、騎士はどさりと倒れ伏した。

　えもいわれぬ沈ちん黙もくが落ちる。ややあってニアナが、左手をぶらぶら振って、嫌そうな声を漏らした。

「……うぁぁ……」

〈なんか派手なことになっちゃったけど、この人、大丈夫？　死んだとか言わないでよ〉

〈荒あら療りよう治じになったが、大丈夫だろう。他人の意識を通じて力を使うのは難しいな〉

〈えっ！　何それ、つまり今の初めてだったわけ？　ぶっつけ本番!?　信じられない！　万一この人がどうにかなってたら、全部あなたのせいにするからね、あたし知らないわよ責任取らないわよ！〉

　自分の手を見たまま硬こう直ちよくしているニアナに、エディクスが恐る恐る声をかける。

「……ニアナ殿？　一体……」

「どうやら助けられたようだが、ゲホッ……まさか、今さら本物の竜侯でしたとは、言わないだろうな」

　シグルスが喉を押さえて咳せき込みながら、しかめっ面で問い質ただす。ニアナは慌てて二人に注意を戻した。

「あっ、ネイシスですから！　ここにはいませんけど、今のはネイシスがやったんです！　私じゃありませんから!!」

「……？」

　不自然に強調したニアナに、シグルスとエディクスが揃そろって変な顔をする。ニアナは倒れたままの騎士が息をしているのを確かめてから、気を取り直して説明した。

「どう言えばわかりやすいでしょうか……実は、私とネイシスの間には見えない糸が張ってあるような状態なんです。普段は別になんにもないんですけど、いざという時にはその糸を通して、ネイシスが竜の力を使うことができるように。詰つめ所しよで警告を受け取れたのも、その糸があったからなんです」

　シグルスは咄とつ嗟さに理解できない様子だったが、エディクスは小さく息を飲んで、おずおずと訊いてきた。

「つまり、あの……やはり、あなたは竜侯に近い存在だということですか」

「いいえまさか、全然！　違いますから、本当にもうちっとも全く!!　別に〝絆きずなの誓ちかい〟とか必要ないし、私じゃなくても他の人でもいいんです、たまたまですから！」

　大慌てでニアナは否定した。変に大おお袈げ裟さに取られては、後々困る。

「仕組みとしてはたぶん、竜と竜侯と同じような理屈なんだろうと思いますけど、あんなご大たい層そうなものじゃないんです。ほら、今この町にいる祭司様は持ち回りでやってるだけで、神々の加か護ごを授かってるわけじゃない、って以前おっしゃってましたよね。だから今回の魔物騒そう動どうでも、どうにもできなかったわけで……。もし今後また何かで困った事態になった時、せめてその場しのぎでも対たい処しよできたら安心かなと思ったんですよ」

〈ほらほら、ネイシス、何かやって見せて！〉

〈見み世せ物ものじゃないぞ〉

　呆れつつも、ネイシスが力を流す。と、陰になっている床にぽつんと光の輪が落ちた。ニアナが手を動かすと、それに従ってひょいひょいと壁や天てん井じように移動する。

「これも今、私がネイシスに『何かわかりやすいのを見せて』って頼んだからです。私が自分で自由に光を操あやつれるわけじゃありません。……騎士さんの具合が悪いと聞いて、もしかして普通の傷ではなく、魔物のせいで後から影響が出てきたのかと考えたんです。それなら、ネイシスの力を使えば、治せるかもしれないと」

　ふっ、と光の輪が消えた。同時に騎士がうめいて身じろぎする。うつぶせになっていたので、なんとか身を起こそうとしたが、力が入らずにまた伏せてしまう。ニアナは用心しながら近寄り、手を貸してきちんと横たわらせてやった。

　騎士は急に小さくなった目をしょぼつかせ、困惑顔で室内の面々を見回した。

「……陛下？　殿下も……どうして……？」

　シグルスは警戒して距離を取っていたが、厳しい目でじっと騎士の様子を検分し、安堵のまじった息を吐いた。

「どうやら正気に返ったようだな」

「は？　それは、その……？」

　騎士はぼんやりと聞き返し、そのままふたたび目を閉じる。ほどなく彼は、安らかな深い寝息を立て始めた。

〈ニアナ、少し目を借りるぞ〉

　ネイシスの声が聞こえた直後、ニアナの視界に突然、色彩の花が乱らん舞ぶした。

「あっ！」

　驚きと刺激に、思わずニアナは目を覆う。と同時に、ネイシスの存在が自分の感覚よりも前に出て、ニアナはその背中に目隠しされた。

〈すぐに済む、我慢してくれ〉

　言葉通り、ほんの一呼吸ほどでネイシスの存在はふたたびニアナから少し離れた。視界も元通りになっている。

〈びっくりした、今の、もしかしてあなたがいつも見ている世界なわけ？　とんでもなく派手で目がチカチカしたわよ〉

〈慣れたらそうでもないが、いきなりでは刺激が強かったかな。ともかく、彼はもう大丈夫だ。ざっと見たが異状はない。体力を消しよう耗もうしているから、しばらく休養しなければならないだろうが、それだけだ〉

〈良かった、安心したわ。ねえ、この人、どうして魔物に……なんていうか、取り憑つかれたみたいになっちゃったの？　他の人もいきなりこんなふうになるかも、なんていうのはやめてよね？〉

〈その心配はないだろう。この騎士以外にも影響を受けた者がいるなら、多少時期は前後するにしても、今頃はそこに担かつぎ込まれているはずだ。恐らく神殿で心の隙を突かれたんだろう〉

〈油断したってこと？〉

〈いいや。……多分、惑まどったんだろう。魔物の姿の恐ろしさに心を挫かれ、ヴェルスの告発に動揺し、騎士としての己おのれのあり方に疑問を持った……その揺ゆらぎに、魔物を変質させた悪意が感染した、とでも言えばいいだろうか〉

〈つまり、陛下は本当に皆を騙して玉ぎよく座ざを横から掠かすめ取ったんじゃないのか、そんな人を守るためにこんな怖い思いして騎士やってられるのか、って感じ？　随分と弱気になったものね〉

「ニアナ殿？　大丈夫ですか」

　あっと叫んだきり黙り込んでしまった彼女に、エディクスが恐る恐る呼びかける。ニアナは瞬きして注意を戻した。

「すみません。この人がもう大丈夫かどうか、ネイシスに訊いていました。しばらく休ませてあげないといけないけど、あとは特になんともないから大丈夫……らしいです」

　そこまで言い、ニアナはいったん口をつぐんだ。続けるべきかどうか迷い、騎士の寝顔を見る。彼は自分が惑ったことを覚えているだろうか。国王や自身を疑い、それゆえに毒されたのだと自覚するだろうか。

　そして、それを聞いたら国王は、この騎士をどう扱うだろうか？

　ニアナは慎しん重ちように探さぐるように、シグルスに向かって言った。

「あの、陛下。この人を、どうするおつもりですか？　魔物のせいだといっても、陛下に襲いかかったわけですよね」

「……正直、任を解いて放り出したい気分だがな」

　シグルスは忌いま々いましげに唸り、またひとつ咳をしてから、眠る騎士を睨みつけた。

「そうもいかんだろう。こうなったのも職務中の事故だ、復帰できるようにはからってやらねばなるまい」

「でしたら、ひとつお願いがあります」

　ニアナの表情が、すっと冷れい厳げんなものに変わった。見えない刷は毛けがまったく別の色を置いたように、そこにいるのは人ならぬ何かに姿を変えていた。

「彼の前にご自身が正当な君主であることをお示しください。ヴェルスの言葉がただの妄もう言げんであり、あなたは真に王たるにふさわしい器であると、彼が納得できるように」

　静かな口調は、ここにいないはずの人物のものだった。シグルスが姿し勢せいを正し、エディクスが息を飲む。

「人はたやすく惑い、魔物はそこに付け入ります。あの日、神殿であの言葉を聞いた者の心には、小さな種が埋うめ込まれているでしょう。陛下、どうかその種を芽め吹ぶかせぬよう、その手で彼らの迷いを払ってください」

「……忠言、肝きもに銘めいじよう」

　シグルスが苦い顔で唸る。ニアナは淡たん泊ぱくに一礼した。

「分ぶんを越えた言にもかかわらずお聞き届けくださり、感謝します」

　顔を上げ、それでは失礼、とあっさり告げて、彼女は部屋を後にした。




〈ねえねえ、どうだった!?　ばっちり？　完かん璧ぺき？　いやーあたしってば天才よね！　あれ絶対、陛下も殿下も信じたわよね、あたしじゃなくてネイシスだ、ってことになってるわよね！〉

　やっほう、とばかり浮かれるニアナ。対照的に、擬ぎ態たいされたネイシスの方はその場にしゃがみ込んでいる。気分的に、ということだが。

〈参った……まさか君に私の物もの真ま似ねをされるとは思わなかった〉

〈いやだ、物真似だなんて、人の華麗な演技を宴えん会かい芸げいみたいに言わないでよ。あなたが言いたいだろうなーってことを代わりに言ってあげたんじゃない。むしろ感謝してくださってもよろしくってよ！〉

　芝居が上手くいったもので、ニアナはすっかり上じよう機き嫌げんだ。ネイシスがやれやれとため息をついた。

〈頼むから、今後私のふりをして、とんでもないことを言い出すのはやめてくれよ〉

〈うっふっふー、どうしようかなぁ〉

〈……あんまり調子に乗ると、また落とし穴にはまるぞ。ほら、もうさっそくひとつお出ましだ〉

　呆れ声につられてニアナが振り向くと同時に、

「ニアナ殿！　すみま、せん、待ってくださ、い」

　エディクスが相変わらず不器用な走り方で追いかけてきた。ニアナは不吉な予感をおぼえつつも、何食わぬ顔でにっこりする。

「どうかされましたか、殿下？」

「ああ、良かった……ニアナ殿、ですね」

　はあふうと息切れしつつ、エディクスは確かめる。ちょっと芝居が上手くいきすぎたか、とニアナは早くも後こう悔かいしつつ、けろりとして「はいそうですよ」などと応じた。

　エディクスはしばらくかかって息を整えると、ようやくしゃんと背筋を伸ばしてニアナに向かい合った。

「あの、……さきほどの、話ですが。ああ、いえ、こちらに来る前に、部屋でお話ししたことで」

「聞き取り調査の件ですか？」

「その後の……その、つまり、……わ、私が、駆け引きをしない人間だと、ニアナ殿はおっしゃいましたね」

　エディクスは赤くなり、そわそわと落ち着きなく視線をさまよわせる。ニアナが「ええ」とうなずくと、彼は恥ずかしそうにうつむいて、小さく首を振った。

「少し、違うんです。私は貸し借りや駆け引きをしないのではなくて……その、できない、のです。この通り、不器用な性た質ちですから。それに、その、そんなふうにあなたに接して、軽けい蔑べつされたくありませんし。情けない臆おく病びよう者ものであるだけ、なんです」

　白状して、心底悲しげに肩を落とす。何もそこまで、とニアナは半なかば呆れつつ、しかしこの正直さが彼の美点で憎にくめないのだと苦笑した。

「臆病だなんて、そんなことはないと思いますけど。でも、おっしゃる通りなんだとしても、殿下が誠実なお人柄であることに変わりはありませんよ」

「ニアナ殿……」

　エディクスはおずおずと顔を上げ、じっと彼女を見つめた。深しん緑りよくの瞳ひとみの、さらに奥にいる誰かを捜さがすように。

「……やはり、お見通しなんでしょうね」

「はい？」

「私があなたに対して……不ふ相そう応おうなことを願っているのも、臆病だから何もできないというのも、ネイシス殿は承知してらっしゃるのでしょう。だからこそ、私がせめてあなたの誠実な友でいられるように、『信頼しろ』と言ってくださったのでしょうね」

「……えぇと……」

　何やら思わぬ方向に話が流れている。ニアナは当惑に目をしばたたいた。

　あの先生様が、色恋沙ざ汰たに関してそんなまともな人間並みの感覚を持っているとは、とても考えられないのだが。しかしどうやら、エディクスは勘違いしているらしい。

「恋こい敵がたきに情けをかけられるというのも、つくづく救い難がたいことですが……相手が半竜となれば、それも致し方ありません。既にあなたは彼と、分かちがたく結ばれているのに」

「ふぇッ!?」

　ニアナは動転のあまり奇声を上げ、エディクスの台詞を遮さえぎった。

「ちょ、ちょっと待ってください、それ違いますから、誤解です！」

〈自じ業ごう自じ得とくだな〉

〈うるさいっ！　元はといえばあなたが悪いのよ！　最初に〝つながり〟を結んだのもそっちの勝手だし、そもそもここまでつながりを強めたのだっていつの間にかって感じで、あたしに一言の相談も断りもなかったじゃない!!〉

〈そうだったか？　それはすまなかった。だが〉

〈だが、は無し!!　何もかもあなたのせいよ！〉

　二人して言い合っている間にも、エディクスはさらに誤解の度合いを増していく。

「それでも私は、せめてあなたの力になりたいと願っています。友人として、……必要とあらば王族として、あなたに頼ってもらえたら嬉うれしい。ネイシス殿のように、あなたの心を占しめることはできなくとも」

「待ってくださいってば!!　そこは誤解です！　確かに私とネイシスには見えないつながりがありますけど、それはさっきも言ったように緊きん急きゆう事態に備えてのことで」

　焦あせってニアナは弁明したが、エディクスは既に自分の中で結論を出しているらしく、いつもの温和な微笑で、無自覚に強きよう烈れつな一撃をくれた。

「そんなに恥ずかしそうに言い訳されても、説得力がありませんよ？」

「……っっ!!」

「あなたと出会ってから、二ふた月余りになりますが、今ではあなたが本当はとても純真で、人を大切にする方だと確信しています。きっとあなたは否定するでしょうが……演技をしていない時のあなたは、いくらかわかりやすいところがありますから」

　言ってエディクスは小さく笑った。ニアナはもう反論もできず、真っ赤になったまま立ち尽くすばかり。

「ですから、ニアナ殿──」

「いやあぁぁぁ!!」

　皆まで聞かず、ニアナは悲鳴を上げるなり、全力で逃げ出した。

　脇目もふらず王宮の敷地を走り抜け、門から飛び出す。そのまま養護院まで逃げ帰り、自室に飛び込むなりベッドに倒れて悶もだえ転がりだしたニアナに、どうしたのかと訊ける者はいなかった。
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　高く透明な青い空に、細い雲がたなびいている。

　雪雲に閉ざされる本格的な冬が来る前の貴重な晴天に、ここぞとばかり干された洗せん濯たく物がはためく。養よう護ご院いんの窓から庭木の間に張り巡めぐらせた縄なわも、大小の服やシーツで満員だ。

「お疲れさま、ニアナちゃん！　あとはいいから、ちょっと休きゆう憩けいしてらっしゃい！」

「はぁい」

　院長の妻と通いの職員の三人がかりで洗濯を終えたニアナは、笑顔で返事をし、さっぱりした気分で空を仰あおいだ。

「んー、いい天気！　この青空も、もうちょっとしたら当分お別れね。今のうちにお日さま浴あびとこ」

　日ひ向なたに出て目を瞑つむると、穏おだやかな陽光がじんわりと全身を温めてくれる。同時に、意識に宿る光も柔らかな輝かがやきを放った。

　漠ばく然ぜんとした想おもいが伝わり、存在を感じる。ニアナの口元に自然と笑みが浮かんだ。

　あれ以来、ネイシスの方から話しかけてくることはほとんどない。時折こうして、こちらのことを考えているのだろう気配が伝わってくるだけだ。しかしそれは以前よりもずっと近くに感じられ、安心感を与えてくれる。

　ニアナはうんと伸びをすると、空になった洗濯籠かごを抱かかえて建物の中に入った。

「おつかれさまー」

「さまー」

　大人おとなの口くち真ま似ねをする幼おさない子らは、エオンに読み書きを教わっているところだった。

　元々この大陸は帝国時代に教育制度が普及したおかげで、今でも、ごく基礎の読み書き算数だけは、神しん殿でんや私し塾じゆく、町によっては学校で、教わることができる。

　エオンもニアナも芸人一座にいる間に、大人達から手ほどきを受けた。町から町へ渡る根無し草は、読み書き算数ができないと簡単に騙だまされる。だから座長も、一座の者が勉強することについては熱心に奨しよう励れいしていた。おかげで今それを、子供達にも与えてやれるわけだ。

「お疲れ、ニアナ。洗濯終わったんなら休憩だよな！　何か食べる？　俺にも分けてくださいお願いします優しい姉上様」

　エオンがいそいそ立ち上がる。ニアナは呆あきれて眉まゆを上げ、次いで苦笑した。

「調子いいわね。しょうがないなぁ……竃かまどに栗くりを突っ込んどいたから、そろそろ焼けてるでしょ。一粒ぐらいならあげてもいいわよ」

「一粒？」

「文句あるならあげない」

「いえっ、文句ありませんいただきます、うわぁい嬉うれしいなぁさすがニアナ様！」

　他た愛あいないじゃれ合いをしながら、台所に向かう。と、先に何やら用意していたセラノス院長が、奥からひょこっと首を出して言った。

「ついでだから、私が用意するよ。たまには座ってゆっくりしなさい」

「いえいえ、平気ですよ！　自分でやります」

　慌あわててニアナは断ったが、院長は「いいから」と押しとどめる。

「私の分のお茶を用意しているところだったんだ。人数が増えるだけだから、気にせず、いい子で待ってなさい」

　からかうように言われ、ニアナとエオンは顔を見合わせる。珍めずらしく甘やかされた二人は、照れくさそうに笑って「はい」と答えると居間のテーブルについた。

　ややあって院長は、盆に人数分の飲み物と焼き栗を載のせてやって来た。

「お待たせ、さあどうぞ」

　にこやかに勧められ、二人は礼を言って手を伸ばす。あちあち、と言いつつ嬉しそうに焼き栗を剝むく二人に、院長は目を細めた。

「ニアナもエオンも、そろそろここに馴な染じんできたようだね。特にニアナは、最近やっと肩かたの力が抜けてきたかな」

　しみじみと言われて、ニアナは身に覚えがあるだけに、恥はずかしそうに縮ちぢこまった。

「……そんなにあたし、無理してるみたいに見えましたか」

「無理、というか、いつでもどこか少し身構えているような雰ふん囲い気きではあったね。まぁ、まだここに来てそう長くもないんだし、仕方ないと思って気長に見守っていたんだが。子供達だって、すぐに馴染めるわけじゃないからね。半年か一年か、そのぐらいすれば、君もここを我が家だと思ってくれるだろう……というか、そうなって欲しいと思っていたんだよ」

　セラノス院長は穏やかに言い、ニアナの方に少し身を乗り出した。

「さて、どうだろう？」

　問いかける声は、温かく優しい。ニアナはかあっと赤くなり、なんとか返事をしようと口を開いたものの、言葉が出てこず、そのまま固まってしまう。横でエオンが無ぶ遠えん慮りよに笑いだした。

「珍しい、姉ちゃんが遠慮してら」

「うるさい！　あんたは遠慮しなさすぎ！」

　ニアナは即座に肘ひじ鉄てつをくらわし、照れ隠かくしに弟の焼き栗を強ごう奪だつして口に放り込む。

「ああっ！　ひっでー、俺が剝むいたのに！　俺の可か愛わいい焼き栗ちゃん！」

「余計なこと言うからよ！」

　いつもの喧けん嘩かを始めた姉きよう弟だいに、院長は楽しげな笑い声を立てた。お定まりのやりとりを経へて二人が休戦すると、院長はまだくすくす笑いながら、茶のお代わりを注ついだ。

「ところで、ニアナ。話は変わるが……」

「はい」

「子供達が噂うわさしている、キラキラ頭のお兄さんだがね」

「ぶッッ」

　危うく茶を噴ふきそうになって、ニアナはげほげほ咳せき込んだ。横でエオンはなんとも言えない変な顔になる。

　二人の反応には構わず、院長は自分の茶をすすって問うた。

「共和国の文化委員で、竜りゆう侯こう様のご子し息そくだそうじゃないか。エディクス殿でん下かに聞いたよ。君の婚こん約やく者しやだとか」

「違いますッ!!」

　バン、と両手で思い切りテーブルを叩いて絶ぜつ叫きようする。湯のみや焼き栗が小さく跳はねた。

「なんでそういう話になってるんですか！　婚約なんてしてませんし、そもそもそういう仲でもありません!!」

「お付き合いしているわけではないのかい？」

　院長はあくまで素そ朴ぼくな疑問の表情で首を傾かしげる。ニアナは赤くなって唸うなった。

「いろいろ『お付き合い』しましたけど、どれもこれも成り行きで仕事で一時契けい約やくです、エディクス殿下の誤解です！」

「えぇー……？」

　不信の声を漏もらしたのはエオンである。ニアナは容よう赦しやなく頭をはたいてやった。テーブルの上で両手を拳こぶしに握にぎりしめ、意い固こ地じに否定するニアナを見て、院長も引き際ぎわを悟さとり、ごく自然に撤てつ退たいした。

「そうか、まあ、それならそれでいいんだが。いや、君がもしかしてこの院のことを考えて、何かを諦あきらめているのじゃないかと心配になったものでね」

「院長先生、あたしはようやくここでの暮らしに慣れて、チビっ子達にも受け入れられたばかりなんですよ。他の誰だれかの、あるいは何かのために、軽々しく放り出したりはしません」

　きっぱりと言い切ったニアナを、院長はじっと見つめた。強がっていないか、義務感に縛しばられているのではないか、と確かめるように。

　ややあって満足したらしく、院長は微笑ほほえんでうなずいた。

「それなら私も、慌てて補充の人を捜さがさなくても良さそうだな。うん、君がいてくれるなら本当に心強い。……だがね、ニアナ。覚えておいて欲しい。ここは君の家であって、檻おりではないということを」

「先生……」

「家というのは、守られ、育ち、いずれ巣立った後は、時々羽を休めに帰る場所だ。雛ひな鳥どりをずっと閉じ込めておくだけの籠じゃない。だからニアナ、もし君が大きく羽ばたきたいと思う時がきたら、あるいは……誰かが君の前に、広い世界につながる扉を開いて招いてくれたなら、迷わず飛びなさい」

　力強く背中を押してくれる言葉に、ニアナはどきりとして息を飲む。

　──空を、飛びたい。

　幼い日の願い、諦めた夢と憧あこがれ。飛べなくとも歩いて行けると、自分を納なつ得とくさせたはずだったのに、知ってか知らずか院長は彼女の想いを揺ゆり動かした。

「でも……先生、でも、あたしは」

　言いかけた声が震ふるえる。ニアナの怯おびえや迷いを察し、院長は彼女の手に自分の手を重ねて、励はげますようにそっと叩たたいた。

「君が子供達のために、この院を守って行きたいと考えてくれているのなら、それは立りつ派ぱなことだし、もちろん私としても嬉しいよ。だが、君はまだ若い。今からもう一生を定めてしまう必要はないんだ。今すぐどうこうというのじゃないが、どうか忘れず覚えておいてくれないか。エオン、君もだよ」

　言葉尻じりで目を向けられ、エオンがびっくりしたように背筋を伸ばす。院長は穏やかに、しかし力強い声で続けた。

「もし君達がここを離れて外の世界へ出て行くとしても、それは決して、子供達を見捨てるということじゃない。あとを引き受けられる者が、ちゃんといるんだから。君達が外の世界で足がかりを作ってくれたなら、いずれ巣立つ子供達のためにもなる。むろん、ずっとここで一いつ緒しよに働いてくれるのも本当にありがたいがね。だが……人生で好機を摑つかめる時はそう多くはないのだから、届きそうな時は思い切って手を伸ばしなさい」

　院長がエオンに語りかけている間、ニアナはじっと己おのれの指先を見つめていた。

（あたし……あたしは、子供達を放り出したりしないって決めたもの。チビっ子達を守っていかなきゃ、あたしはもう大人で……）

　違う。

　いつもの癖くせで考えだしたところで、ニアナは不意に目が覚めた。

　違う、大人じゃない。だってこんなに怖がっているんだから。

　迷わず飛べと言われて、初めて気がついた。自分があまりにも非力で小さな翼つばさしか持たず、実際にはまだ一度も羽ばたいてすらいない、ということに。

（ネイシス）

　呼びかけるのではなく、漠然と想う。目を閉じると穏やかな光が意識に広がった。

（あたし、本当に飛べるのかな。もしあたしが、巣の端はしっこから飛び出したら、あなたは助けてくれる？　めいっぱいパタパタ羽ばたいて、それでもどんどん落ちていったら、あなたが受け止めてくれるかしら）

　優しい温もりが頰ほおをかすめていく。ニアナはふつふつと湧わき上がる希望を胸の奥へしまい込むように、ゆっくりと深く息を吸い込んだ。




　ささやかなお茶会が終わった後、ニアナは片付けを引き受け、台所に立った。洗い桶おけの前で袖そでまくりしたところへ、エオンが食器を運んでくる。

　そのまま子供達の世話に戻るかと思いきや、エオンは黙だまってしばらくもぞもぞし、言い出しにくそうに口を開いた。

「……あのさ、姉ちゃん。さっきの院長先生の話だけど」

「なぁに、もうさっそく冒険旅行に出たくなったの？」

　ニアナはわざと茶化したが、エオンは怒りもせず、真顔でじっと彼女を見つめた。

「俺の話じゃないよ。姉ちゃんを見てたら、やっぱり院長先生の言う通りだな、って思ったんだ。姉ちゃんはさ、じっと我が慢まんして裏方やってるより、でっかい舞台に飛び出す方が似合ってる」

「何が言いたいの」

「だから……あのキラキラ頭の奴、追っかけなよ。なんかぼやっとしてる奴だから、向こうが来るのを待ってたら婆ばあさんになっちまうぞ？」

「余計なお世話よ！」

　反射的にニアナは怒ど鳴なり返す。額ひたいを弾はじいてやろうとしたが、素早く手の届かないところまで逃げられた。唸るニアナに、エオンは安全圏で肩を竦すくめる。

「別に、出てったら二度と帰ってこないわけじゃないだろ？」

「あんたね……そうやってあたしを厄やつ介かい払ばらいして、チビっ子達と一緒に羽を伸ばして遊び惚ほうけるつもりじゃないでしょうね」

「信用ないなぁ。俺もちょっとは成長してるって認めてくれませんかね、お姉サマ。院長先生の台詞せりふじゃないけど、俺だってちゃんとチビ達の世話をしてやれるんだから、たまには任せてくれないかな。いつまでもお荷物扱いしないでくれよ。チビどもだって、姉ちゃんがしばらく出かけてる間ぐらい待てるさ。けど、あいつはさ……」

　エオンは一いつ旦たん言葉を切り、腕うで組ぐみして難しそうに考え込む。

「俺だったら、待っててくれる女の子ってのも、そりゃ嬉しいけど。やっぱりたまには向こうから会いに来て欲しいなぁと思うよ。どこかに閉じ込められてて出られないとかいうんならともかく、こっちから行くばっかりだったら、もしかして俺のこと、どうでもいいのかな、って思っちまうもん。あいつもなんかその辺あっさりしてそうだから、下へ手たしたらそのまんま来なくなっちまうかもしれねーし、いっぺんぐらい姉ちゃんが押しかけてやらないと」

「ああもう、言われなくてもわかってるわよ！」

　弟の長ちよう広こう舌ぜつを遮さえぎり、ニアナは赤い顔で唸った。まったくこの弟は、いつの間にこんなお節介になったのだか。人に心配をかけるばかりだったくせに、逆にこちらの心配をしてくれようとは、生なま意い気きな。

「いいのよ、それは！　ちゃんとわかってるから大丈夫なの！」

　普通の人間同士なら、エオンが言うようなすれ違いもあるだろう。

　実際つい最近まで、ニアナ自身はそんな不安を抱えていた。だがネイシスは違う。つながりも強くなった。実際には会えなくても、いつでも呼びかけて互いの存在を確かめることができるのだ。

　もちろん、そんな事情を詳しく教えてやる気はないが。とんでもなく冷やかされるに決まっている。姉の権けん威いにかけて断固拒否だ。

　ニアナが怒り顔を作って睨にらむと、エオンは疑わしげに眉を上げた。

「本当に？　振られても、俺とかチビどものせいにしない？」

「あんたは余計な心配しなくていいの!!　……まあ、でも、……ありがと」

　叩きつけるように言ってから、ぼそっと小声で付け足す。意地っ張りの姉がどうにか見せた譲じよう歩ほに、エオンはわざとらしく驚おどろいた顔をしてから笑みを広げた。

「旅に出たくなったらいつでも言ってくれよ、お土産みやげ期待してるから」

　軽い口く調ちようで言って、励ますようにぽんと腕を叩く。いつの間にか気遣いができるようになった弟に、ニアナは苦笑を返した。

「あんたにだけは、呪のろわれそうなお守りとか買ってくるわよ、馬ば鹿か。ほら、早くチビっ子のとこに戻ってやりなさい」

「へいへーい」

　エオンはおどけて首を竦め、剽ひよう軽きんな足取りで出て行く。温かい気持ちでそれを見送っていると、微かな笑いの気配が届いた。

〈いい弟だな〉

〈聞いてたの!?　うわやだちょっと、盗み聞きは失礼でしょ！〉

〈はっきり聞こえたわけじゃない。君が嬉しそうだから、良いことでもあったかと〉

〈やめてよもう！〉

　濡ぬれた皿を取り落としそうになり、ニアナは憤ふん慨がいしつつ手元に注意を戻す。全部の食器を水きり籠に置くと、ほっと安心して手を拭いた。そうしながら、先せん刻こくしまい込んだ希望の欠片かけらを、用心深く取り出す。

〈……あのね、ちょっと考えたんだけど〉

〈うん？〉

　促うながす声が、すぐそばで聞こえるような気がした。目を閉じると、手の届くところにネイシスがいて、こちらを見ているのがわかる。いつもならその顔は無表情なのだろうが、つながりを通じて直接意識に触れているせいか、穏やかな微笑が見えた。

　ニアナは満足し、小さく息をついて目を開けた。ここに彼はいない。けれど、すぐ近くにいる。間違いなく、確かに。

　だから、追いかける必要などない。そうではなくて。

〈今度あなたの仕事が一段落したら、あたしもお休みを貰もらって、ちょっと遠いけどナナイスに行ってみようと思うの。エオンもいい子で留る守す番ばんしてるって言うし、少しぐらいなら出かけてもいいかなって。あなたの生まれ育った町を見てみたいんだけど……案内してくれる？〉

　心の中で手を差し伸べると、しっかりと握り返されたのが感じられた。

〈喜んでお供つかまつります、姫〉

　珍しくおどけたネイシスの返事に、ニアナは一人ふき出しそうになって堪こらえる。

〈ええ、よろしくお願いしますわ、騎き士し様〉

　──必要なのは、手をつなぎ、離さないこと。それだけだ。

　大丈夫。歩いていくか、飛び立つことになるか、未来はわからない。だがこの手を離さなければ、きっと何があっても大丈夫だ。

　ニアナは胸に宿る光を抱いて確信し、笑みと共にうなずいた。

　なんと言っても、この騎士様は竜なのだから。








[image: ]












[image: ]




　まずは、ここまでお付き合い下さり、ありがとうございました。

　一冊目の後、続きを出していただけることになり、ありがたい半面、私の中では既すでに完結した作品であったため戸と惑まどいもありました。ですが改めてこの作品に向き合い、登場人物のその後をいろいろと考えてみた結果、前作で書ききれていなかった人物像を掘り下げることができました。貴重な機会をいただけたことに改めて御礼申し上げます。

　相変わらずお世話をかけてばかりの担当様、今回も見惚れるほどの素敵な挿絵をくださった由ゆ貴き海かい里り様、いつも応援して下さる読者の皆様、本当にありがとうございます。




　前作では、ニアナは子供時代の夢む想そうを諦あきらめ、地に足をつけて歩いて行くと決めていましたが、本作では改めてもう一度、自分の望みや可能性を見つめ直すことになりました。

　作中世界の文化や世せ情じようを考えたら、十八歳の女性はもう結婚して、その後の一生を家庭や家業に尽くして過ごすと決まっているのが一般的かもしれませんが、ニアナにはもっと自由に羽ばたかせてやりたいと考えた結果がこの話です。

　今の日本は十代の人達に対して、無責任に「飛びなさい」と称しよう揚ようするのは難しい世情ですが、だからこその望みをこめた台せり詞ふを受けとめていただけたら幸いです。

　……と、真面目ぶった話は横に置いて、ともあれ楽しんでいただけましたら、何より嬉しく思います。作者も楽しく、マイウス先生純じゆん情じよう可か憐れん物語を書かせていただきました。

　そういえば前作を書いていた時、男女比があまりに偏かたよっているので、展開に支障のないティリウスを女の子にしようかと検討したこともありました。結局少年のままにしたわけですが、少女にしていたらこの作品も随分展開が違っていたでしょうし、マイウス先生がキャラ崩壊を起こしていたかもしれません。危ないところでした（笑）。




　前作から本作までの間に、本編にあたる『灰と王国』の方も第一部が出版されました。旧帝国崩壊の前後ですので、ニアナ達の時代とはまったく様相が違い、シビアで苛か酷こくな世情ですが、興味を持たれた方は併あわせてご覧くださいませ。

　ニアナとネイシスの話はこれで無事にタイトルの回収も済み、ひとまず終了です。

　ご縁がありましたら、また何かの形でお目にかかれることを願っております。





風かざ羽はね洸ひろ海み　拝
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　木ぼつ剣けんを打ち合う乾かわいた音が鳴る。素す早ばやい足さばきと荒あらい息いき遣づかい。やがてガツンとひときわ大きな音が響ひびき、わっ、と見物人が歓かん声せいを上げた。

「お見事でした、殿でん下か。ここまでにいたしましょう」

　木剣を弾はじき飛ばされたマイウスが、畏かしこまって一礼する。ティリウスは肩かたを上下させながら、満足と不満の相あい半なかばする複雑な顔で剣を引いた。

「ありがとうございました。でも、そろそろ手加減するのはやめてください」

　負けん気の強い言葉に、マイウスは眉まゆをちょっと上げて面おも白しろそうな顔をした。

「なんの、手加減など」

「俺はもう子供ではありません、先生。打ち込む場所も突きを入れる隙すきも、誘ゆう導どうされていることぐらいわかります」

「ほう」

　マイウスはくっくっと小さく喉のどの奥で笑い、自分の木剣を拾い上げた。

「さすがに上達されましたな。うかうかしておれませんわい」

「先生のご指し導どうの賜たま物ものです。……俺の腕うでではまだ、稽けい古こをつけていただくのが精せい々ぜいですか。勝負をしようという気にはなれませんか」

　悔くやしそうにティリウスは唇くちびるを嚙かんだ。

　よくできました、と褒ほめられるより、参った、と言わせたい。むろんそう簡単に師を超えられるとは思わないが、せめて稽けい古こではなく試合に臨いどむ資格ぐらいは与えて欲しいのだ。そう望むことさえ不ふ遜そんにすぎるのだろうか。

　ぎゅっと木剣の柄つかを握にぎりしめて立つティリウスに、マイウスはどう言ったものか思案を巡らせて黙だまり込む。

　と、見物人の中から余計な一言が飛んできた。

「殿下、マイウスさんに本気で勝負しろだなんて言ったら、気の毒どくですよ」

　むさ苦しい男ばかりの中に紛まぎれ込んだ美び麗れいな花一輪、ただしその香かは人心を惑まどわし、花弁に触るとかぶれそうな毒がある──早い話がニアナである。

　ティリウスが苦虫を嚙み潰し、マイウスは何を言い出すつもりかと警けい戒かいの表情になった。二対の険しいまなざしをものともせず、ニアナは善良かつ優しげに微笑ほほえんだ。

「昔の想おもい人の面おも影かげがある相手に、本気で剣を振り下ろすなんて、できるわけないじゃありませんか」

「黙らんか！」

　途と端たんにマイウスが赤くなって怒ど鳴なった。見物の騎き士し達が危あやういところで失しつ笑しようを堪こらえ、揃そろって変な顔になる。マイウスは失敬な部下どもを睨にらみつけてから、しかめっ面つらでニアナに命じた。

「そもそもここで何をしておるのだ、剣術の鍛たん錬れんなど女子おなごが見るものではない！　用が済んだのなら早々に立ち去れ！」

　厳しい態度を取り繕つくろってはいるが、隠かくしようもなく赤面しているのでは、さっぱり効き目がない。ニアナは首を竦すくめたものの、退散しようとはしなかった。横でエディクスが苦笑しているのではなおさらだ。

「先生は昔からティルに甘いと思っていましたが、そういう理由だったのですね」

　くすくす笑いながらエディクスが言い、マイウスは「なっ」とうめいて絶句する。当のティリウスが不本意だとばかり口を挟んだ。

「俺だけ贔ひい屓きされていた、って言いたいのか？　冗じよう談だんじゃない、エディの方がよっぽどきちんと一人前に扱われていたじゃないか。俺は……」

　勢いで言いかけ、口ごもる。彼は視線を落とし、小さく頭かぶりを振って、独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「俺はいつも、自分はエディのおまけなんだと思っていた」

　庶しよ子しだから。ついでに面めん倒どうを見てもらえているにすぎず、本当はエディクスの教育だけが目的なのだと。

　ティリウスの告白に、マイウスの方が傷ついたような顔をする。沈んだ空気を払うように、ニアナがからりと明るく呆あきれ声を上げた。

「あらら、マイウスさん、ティル殿下を甘やかしたのが逆効果になりましたね。このぶんじゃ、エディクス殿下の方は自分ばっかり厳しくされた、って思ってらっしゃるでしょうし、両方から恨うらまれちゃって大変ですねぇ」

「黙らんかと言うに！」

　くわっ、とマイウスが怒鳴る。堪えきれずに騎士の数人がふき出し、笑いがこぼれた。

　いささか暗い話を軽く流されてしまったティリウスも、昔の傷をしつこくいじるわけにゆかず、諦あきらめまじりに苦笑する。彼はマイウスに歩み寄って木剣を受け取り、まとめて片付けながらさりげなく問いかけた。

「本当に俺は、……母に、似ていますか」

「む……」

　マイウスはぐっと返答に詰つまり、恨うらめしげにニアナを睨んでから、ひとつ咳せき払ばらいをした。こちらに向き直って答えを待つティリウスの顔を、改めてつくづくと眺める。

「……髪かみは、もっと赤っぽい色をしておりましたかな。しかし、顔立ちは……よく似ておいでです。近頃はさすがに精せい悍かんさを増してこられましたが」

　語る声こわ音ねがしみじみと懐なつかしさを湛たたえる。マイウスは過ぎ去った時を追うように目を細めて続けた。

「昔は、まさに生き写しでしたな。とりわけ、笑顔を見せられた時には……驚おどろかされたものです」

　語ご尾びがかすれて揺ゆれる。マイウスはまた咳払いし、目が潤うるんでいるのをごまかすように、意味もなくそこいらを見回した。威い厳げんだの面めん目ぼくだのを失っても良いのなら、今すぐ話を切り上げてすたこら逃げ出したいのが傍はた目めにも丸わかりである。

　が、ティリウスは師の窮きゆう地ちを察するよりも、自分の物思いの方に気を取られていた。うつむきがちに、何度も手を握ったり開いたりしながら、絞しぼり出すようにしてひとつの問いを舌したに乗せる。

「……母の名は、なんというのですか」

　この質問には、さすがにマイウスのみならず、見物していた面々も思わず絶句した。

　息苦しい沈ちん黙もくの後、マイウスが愕がく然ぜんとして聞き返す。

「ご存じなかったのですか」

　ティリウスは無言でうなずいた。

　マイウスは震ふるえる息を吐き出し、天を仰あおいで瞑めい目もくする。もう隠かくしきれずに目をこすり、彼はしきりに瞬まばたきしながらティリウスに微笑みかけた。

「ティレア、と。それが彼女の名前です」

　ようやっと今になって産みの母の名を知ったティリウスは、声には出さず、小さく唇を動かした。マイウスがその肩を力強く叩く。

「良い機会です。この後、墓はか参まいりに行きましょう」

「墓があるんですか？」

　ティリウスが驚いた顔をしたので、マイウスは「むろんです」とうなずいた。

「先の王おう妃ひ様に知られないよう、王宮内ではなく郊こう外がいの市民の墓地に紛まぎらせましたが、ちゃんと墓を建てて弔とむらいました。申し上げたでしょう、彼女は皆に慕したわれていました、と」

「…………」

「部屋に戻って、外出の支し度たくをなさってください。後ほどお迎むかえに上がります」

　穏おだやかに促うながされ、ティリウスは素直に「はい」と応じて急ぎ足にその場を去る。その背が建物の中に消えるまで見送り、マイウスはおもむろにニアナに歩み寄った。

「その……うむ、貴き殿でんには感謝する」

　渋しぶ々しぶながら礼を言い、機知にきらめく深しん緑りよくの目を見つめる。時によって様々な性せい質しつを見せる不思議な瞳ひとみは、今はただ温かな情を湛えていた。

　──存外これが、この娘の本当の姿なのかもしれない。

　そんなふうに好意的な評価を下したマイウスだったが、次の瞬間ニアナが悪いた戯ずら猫ねこの笑みを広げたので、途端に警戒して身構えた。

「あら、なんのことでしょう？　私はただ、マイウスさんの昔話を聞いてみたいなーって思っただけですよ。本当にティレアさんが好きだったんですねぇ」

「ぬぐ……っっ」

「これでティル殿下がもし女の子だったら、大変なことになっていたでしょうね。マイウスさん、完全に父親気分で思いっきり甘やかして、一生嫁よめになんかやらん！　とか言いだしそうですけど」

「いい加減にせんか、このおしゃべり娘が！」

　なおもからかおうとするニアナをぴしゃりと遮り、マイウスはとびきり渋い顔をエディクスに向けた。

「殿下、女子をこのような場に連れてくるのは感心しませんぞ」

「すみません、ティルの勇ゆう姿しを見せたかったものですから。今後は慎つつしみます」

　エディクスはおどけて首を竦め、行きましょう、とニアナを促して退散する。去り際ぎわにニアナが「ティレアさんによろしく」とまたしても余計な一言を投げてくれたが、マイウスは答えなかった。

　忍び笑いを漏もらす部下達に解散を命じ、マイウスは仏ぶつ頂ちよう面づらで自分の部屋に戻る。その途上で、彼はふと庭木の梢こずえ越しに青空を見上げた。

　そこに思い描いたティリウスの顔が、かつて見知った女のそれへと変化する。久しぶりに掘り起こした古い記憶にもかかわらず、呆れるほど鮮やかで、つい今しがたそこで言葉を交かわしたばかりかのように錯さつ覚かくする。

　あんなふうにからかわれることがなければ、きっと大事にしまい込んだまま取り出してみることもなかっただろう。ティレアさんによろしく、と言われたせいで、不意に彼女が生きた存在として胸によみがえってしまった。

　マイウスは口をぎゅっと一文字に引き結び、感傷に浸ひたった己おのれを叱しつ咤たするように、頭を振って大おお股またに歩きだした。

　まったく、あの小娘には困ったものだ──と、心中ぼやきつつ、しかし目め元もとには苦笑の気配を漂ただよわせて。
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